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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　素す敵てきなおさそい




「あーもう、わかんないっ！」

　わたしは、シャーペンをテーブルに放ほうりだして、フローリングの床ゆかにゴロンと横よこになる。

　テーブルの上うえには、数すう学がくの問もん題だい集しゅう。

　考かんがえたくもない、夏なつ休やすみの宿しゅく題だいだったりする。

　８月がつに入はいってすぐ、夏なつ休やすみの宿しゅく題だいが、ぜんぜん手てつかずだったこと、思おもい出だしたんだよね。

　こんなに早はやく、宿しゅく題だいのことを思おもい出だすなんて、今こ年としのわたしは、ちょっと違ちがうでしょ。

　それで、さっそく実み咲さきに優ゆ月づき、それに水み夏なつをうちに呼よんで、宿しゅく題だいをすることにしたってわけ。

　みんながいれば、わからないところは教おしえてもらえて、はかどりそうだしね。

　でも、結けっ果かはこの通とおり……。

「まだ、３問もん目めを解といたところでしょ、アスカ……」

　実み咲さきがあきれ顔がおで、寝ねころがるわたしの顔かおをのぞきこむ。

「う～……そうだけど、絶ぜっ対たいこの数すう学がくっておかしいよ！　こんな数すう字じだけで、問もん題だいを解とけなんてさ。きっと、わたしを苦くるしませるために、誰だれかが考かんがえたんだ……」

「そんなこと、あるわけないでしょ。バカなこと言いってないで、さっさと続つづきをやらないと、夏なつ休やすみ中ちゅうに終おわらないわよ」

　テーブルをはさんだ、反はん対たい側がわにすわる水み夏なつが言いった。

　うぅ……。

　あいかわらず、水み夏なつはきびしい。

　わたしは、しぶしぶ起おき上あがる。

「アスカちゃん。クッキー焼やいてきたから、宿しゅく題だいがひと区く切ぎりついたら、みんなで食たべよ」

　優ゆ月づきがにっこり笑わらって、はげましてくれる。

　クッキー!?

　しかも、優ゆ月づきの手て作づくり！

　それなら、がんばらないと！

　優ゆ月づきのつくるお菓か子しって、すっごくおいしいんだもん。

「まったく、食たべ物ものに釣つられて、がんばるなんて……」

　水み夏なつが、ため息いきをついてる。

　ふ～ん……だったら、水み夏なつの分ぶんのクッキーはわたしが……。

「だれも、食たべないとは言いってないでしょ！　もう、食くい意い地じがはってるんだから」

　……ざんねん。

　わたしは、気きを取とり直なおして、数すう学がくの問もん題だい集しゅうに向むかう。

　だけど、みんなで宿しゅく題だいをやるっていうのは、よかったんだけど、１つ大おおきな失しっ敗ぱいがあったんだよね。

　てっきり、みんなも手てをつけてなんていないと思おもってたんだけど、ぜんぜん違ちがっててさ。

　実み咲さきは、もう残のこるは読どく書しょ感かん想そう文ぶんだけだし、水み夏なつも７割わりぐらい、優ゆ月づきだって半はん分ぶんは終おわってる。

　わたしだけ、始はじめたばっかり……。

　まさか、こんなに早はやく終おわらせてるなんて、思おもいもしなかったんだもん。

　実み咲さきは、

「７月がつ中ちゅうには終おわらせておきたかったから」

　なんて言いってたし。

　う～ん。

　ケイと話はなしが合あうわけだよね……。

　そのケイは、今こん回かいの勉べん強きょう会かいは不ふ参さん加か。

　今いまも、どこかに出でかけてる。

　にくたらしいことに、宿しゅく題だいは夏なつ休やすみが始はじまって、３日かで終おわらせたらしい。

　ほんと、どういう頭あたまの中なかしてるんだか……。

「アスカ、手てが止とまってるよ」

　実み咲さきが、わたしをチラリと見みてる。

　うっ……集しゅう中ちゅう集しゅう中ちゅう。

　わたしだけ、宿しゅく題だい終おわってないとか、このあとの夏なつ休やすみを過すごすのに、悲かなしくなりそうだもんね。

　なんとか、みんなに追おいつかないと。

　さあて、４問もん目めはと……。

　わたしが、問もん題だいを見みようとしたときだった。

　リン　リリン　リリリリィ

　携けい帯たい電でん話わの着ちゃく信しんメロディが、流ながれる。

　ん？

　人ひとがせっかく、集しゅう中ちゅうしようとしてるのに。

　わたしは携けい帯たい電でん話わを手てにとって、開ひらく。

　……あれ？　幸ゆき村むら先せん輩ぱいからだ。

「幸ゆき村むら先せん輩ぱいから。……なんだろ？」

　わたしは、みんなに言いってから、通つう話わボタンを押おす。

『アスカ、数すう日じつぶり。元げん気きにしてる？』

　携けい帯たい電でん話わから、いきおいよく、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの元げん気きな声こえが聞きこえてくる。

「半はん分ぶん、元げん気きです。今いま、宿しゅく題だい中ちゅうですから」

　体からだは元げん気きでも、頭あたまは燃もえつきてるもんね。

『あらら。まあでも、ちょうどいいかも。いい気き分ぶん転てん換かんになると思おもうし』

　へ？

　なんの話はなしだろう。

『アスカ。海うみに行いきたくない？』

「海うみ……ですか？　もちろん、行いきたいですよ！　今こ年としはプールしか、行いってないですし」

　見み神かみ島じまには行いったけど、海うみには入はいらず、見みるだけだったからなぁ。

『連つれていってあげようか。しかも、タダで』

　タダ!?

　って、どうして幸ゆき村むら先せん輩ぱいが？

『うちのおばあちゃんって、海うみの近ちかくに住すんでてね。今こん度ど、詩し織おりとそこに行いくんだけど、アスカもどうかなって思おもって電でん話わしたんだ』

　行いきます！

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいや、詩し織おり会かい長ちょうと海うみなんて、すっごく、楽たのしそう！

『よかったら、友とも達だちもさそっていいよ。おばあちゃんち、広ひろいからたくさん泊とまれるし』

　友とも達だち……わたしは、実み咲さきたちの顔かおを見みまわす。

「ちょうど今いま、いっしょに宿しゅく題だいやってるところですけど……」

『おっ、ナイスタイミング！　じゃあ、みんなにもきいてみて。……４人にんぐらいいると、助たすかるんだけど』

　ん？　助たすかる？

「助たすかるって、なにが助たすかるんですか？」

　わたしは、首くびをかしげてきく。

『えっ、いや……４人にんぐらいだと、旅りょ行こうが楽たのしくなりそうで、助たすかるなって……』

　そうですね！

　旅りょ行こうは人にん数ずう多おおいほうが、楽たのしいし！
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『それじゃあ、くわしいことは、メールで送おくるから、ほかの人ひとにも予よ定ていをきいてみて。うちからワゴンで行いくから、自じ分ぶんの荷に物もつだけ持もってくればいいからってね。……あ、両りょう親しんの許きょ可かはとってね。必ひつ要ようなら、私わたしから連れん絡らくするから』

　最さい後ごに、そう付つけ加くわえるあたりは、やっぱり演えん劇げき部ぶ部ぶ長ちょうだけある。

　わかりました、と言いって、わたしは電でん話わを切きった。

「なんの電でん話わ？」

　すぐに、水み夏なつがきいてくる。

　なんだか、すごくにらんでるんですけど……。

　わたしのところに、幸ゆき村むら先せん輩ぱいから電でん話わがあったのが、気きに入いらないっぽい。

「ふふふっ……聞きいておどろいて！　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが海うみに連つれていってくれるって！」

「海うみ？」

　実み咲さきが言いって、キョトンとしてる。

　ほかの２人ふたりも同おなじ顔かお。

　そりゃそうだよね。

　わたしは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいに聞きいたのと、同おなじことを説せつ明めいする。

「幸ゆき村むら先せん輩ぱいといっしょに、海うみに行いけるの!?　しかもタダで!?」

　半はん分ぶん立たち上あがりながら、水み夏なつが身みを乗のり出だす。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいのことになると、あいかわらず水み夏なつは、この調ちょう子し。

「でもさ、タダでいいって、なんか裏うらがありそうじゃない？」

　実み咲さきが、首くびをかしげてる。

　そう？

「なに言いってるの、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、わたしたちを、だますわけないでしょ！」

　水み夏なつが、力ちから強づよく拳こぶしをふりあげて言いう。

　水み夏なつってば、幸ゆき村むら先せん輩ぱいのことになると、熱あつくなるんだから。

「それで、２人ふたりはどうする？」

　わたしは、実み咲さきと優ゆ月づきを見みる。

　水み夏なつはとうぜん行いくだろうし、わたしも行いく。

　ただ、実み咲さきと優ゆ月づきは演えん劇げき部ぶ員いんでもないから、行いきづらいかも。

「２人ふたりは行いくんでしょ。だったら、行いくよ。タダで海うみなんて、おもしろそうだし」

「わたしも。海うみって、ひさしぶりだし、アスカちゃんたちとなら、楽たのしそう」

　実み咲さきと優ゆ月づきが、それぞれ返へん事じをする。

　よし！

　なら決きまり。

　海うみかぁ。

　わたしも今こ年としは初はじめてだし、みんなといっしょに行いけるし、すっごい楽たのしみっ！







　　　　２　こんなはずじゃ……!!




　澄すみきった青あおい空そら。

　どこまでも続つづく、青あおい海うみ。

　照てりつける太たい陽よう。

　光ひかりかがやく砂すな浜はま。

　目めの前まえが、海うみ！　ってうったえてる感かんじ。

「やったあーっ！　うーみー！！！」

　わたしは、砂すな浜はまに荷に物もつを放ほうりだして、海うみに向むかって走はしりだそうとする。

　だけど……

「ちょっと待まった、アスカ！」

　声こえにふり返かえると、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが仁に王おう立だちしてる。

「……あなたたち、まさか本ほん当とうにタダで泊とまれるとは、思おもってないわよね？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、ニヤリと笑わらって言いった。

　……へ？







「こっち、注ちゅう文もんお願ねがい！」

「焼やきそば、できたよ！」

「お客きゃくさん、来きたよ。ご案あん内ないして！」

　声こえが飛とび交かう、お昼ひる時どきの海うみの家いえ。

　そこで、わたしは海うみにも入はいらず、混こみあった店みせの中なかを、お皿さらを持もって行いったり来きたりしていた。

「ほら、ぼさっとしない」

　通とおりかかった、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、わたしの肩かたをぽんっとたたく。

　むぅ……。

　なんでこんなことしてるかといえば……幸ゆき村むら先せん輩ぱいの話はなしには、裏うらがあったんだよね。

　それが、この海うみの家いえの手て伝つだい。

　この海うみの家いえは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいのおばあちゃんが、やっているんだって。

　夏なつの一いち番ばんいそがしい時じ期きの、とくにお昼ひる時どきは、アルバイトを雇やとっても、人ひとが足たりないらしい。

　それで幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、わたしたちを海うみというエサでさそって、連つれてきたというわけ。

　……ここまで来きちゃったら、ことわれないしね。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいらしい、ムチャなやり方かただけど。

　いそがしい２時じ間かんだけって約やく束そくだし、なかなかできない体たい験けんだもんね。

　引ひき受うけることに、したんだ。

　それぞれの分ぶん担たんはというと……。

　詩し織おり会かい長ちょうは、どうやら何なん回かいもここに、手て伝つだいにきたことがあるらしく、キッチンをまかされてる。

　それに水み夏なつも優ゆ月づきも、料りょう理りはうまいから、とうぜんキッチン。

　詩し織おり会かい長ちょうといっしょに、テキパキはたらいてる。

　残のこった、わたしと幸ゆき村むら先せん輩ぱいと実み咲さきは、ウェイトレス。

　実み咲さきは、メニューをあっという間まに覚おぼえたし、人ひと見み知しりしないタイプだから、おとなのお客きゃくさん相あい手てでも、堂どう々どうとしてる。

　わたしもウェイトレスは、学がく園えん祭さいでやったことがあるから、大だい丈じょう夫ぶって思おもってたんだけど……。

「これ、７番ばんテーブルにお願ねがい」

　詩し織おり会かい長ちょうが、キッチンから手てを伸のばして、カレーライス２つをカウンターにおく。

　わたしは、注ちゅう文もん票ひょうを確かく認にんしてから、カレーライスのお皿さらを両りょう手てに持もつ。

　注ちゅう文もんしたテーブルまで行いきつかない間あいだに、すわってる若わかいお姉ねえさんから、声こえがかかる。

「ねえ、注ちゅう文もんいい？」

「しょ、少しょう々しょう、お待まちください」

　首くびをお姉ねえさんのほうに向むけて、なんとか笑え顔がおで答こたえる。

　海うみの家いえって、カフェとちがって、お客きゃくさんが、どんどん注ちゅう文もんしてきちゃうんだよね。

　しかも、メニューの数かずもだんぜん多おおい。

「おまたせいたしました。カレーライスですっ」

　７番ばんテーブルの、大だい学がく生せいぐらいのカップルのお客きゃくさんの前まえにお皿さらをならべる。

「以い上じょうで、ご注ちゅう文もんの品しなはおそろいでしょうか？」

　２人ふたりがうなずくのを見みてから、伝でん票ぴょうをテーブルにおいた。

　次つぎは、いそいでさっきのお姉ねえさんのところに行いって、注ちゅう文もんとらないと。

「あっ、お嬢じょうちゃん。こっちに冷ひやし中ちゅう華か２つね」

　早はや足あしで歩あるいてるわたしに、お客きゃくのおじさんが声こえをかけてくる。

　ああもう！

　頭あたまの中なかがこんがらかりそう！

　歩あるきながら伝でん票ぴょうに書かいて、そのままお姉ねえさんから、注ちゅう文もんをとる。

　伝でん票ぴょうをカウンターまで持もっていくまでに、さらにもう１テーブルから、注ちゅう文もんを受うけて、なんとかもどる。

「おねがいしま～す！」

　伝でん票ぴょうを、キッチンのカウンターにおく。

　ふぅ……。

　お、思おもってたより、すごい大たい変へんかも……。

「ほら、ぼさっとしない！　これ持もっていって！」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、わたしの手てにかき氷ごおりと、ピラフをのせたトレイをわたす。

「は、はいっ！」

　わたしは、あわてて背せ筋すじをのばして、返へん事じをする。

「３番ばんテーブルね！」
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　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、手て伝つだいに入はいってから、ようしゃなく、指し示じを出だしてくる。

　お店みせだから、顔かおは笑わらってるけど、指し示じしてる姿すがたは演えん劇げき部ぶのときより、きびしいんじゃないかってぐらい。

　もう、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの頭あたまに、ツノが見みえてきそうだよ。

　そんなふうに、お店みせの中なかを、すみからすみまで動うごき回まわって、働はたらいていたら、あっという間まに、約やく束そくの２時じ間かんがすぎていたみたい。

「はい、ありがとう！　ここまででいいわよ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、わたしたちに声こえをかける。

　時と計けいを見みると、午ご後ご１時じ半はん。

　お客きゃくさんも、だいぶ減へってきた。

　外そとで客きゃく引ひきをしていた、バイトのお姉ねえさんたちももどってきて、たしかにもうわたしたちは、必ひつ要ようなさそう。

「詩し織おり以い外がいのみんな、初はじめてにしてはパニックも起おこさず仕し事ごとしてくれて、心しん配ぱいすることは、なにもなかったわ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいはそう言いうと、やさしく笑わらった。

「……で、みんなお腹なかすいたでしょ？」

　そういえば、ずっと働はたらきどおしだったからわすれてたけど、お腹なかぺこぺこ。

「詩し織おり、まかないを出だしてあげて」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、キッチンにいる詩し織おり会かい長ちょうに言いう。

　まかない？

　それってたしか、お店みせの人ひと用ようの料りょう理りですよね。

「そうよ。今日きょうはみんなの分ぶんを、詩し織おりにお願ねがいしておいたの」

「はい」

　詩し織おり会かい長ちょうが、カウンターにお皿さらをならべる。

　お皿さらに盛もりつけてあったのは、ピラフ？　の上うえにスクランブルエッグがのせてあって、ケチャップがかけてある、見みたことない食たべ物もの。

「残のこり物ものなんだけど、オムレツピラフをつくってみたの」

　わあぁ！

　おいしそうっ！

「今いまの時じ間かんなら、空あいてる席せきで食たべていいわよ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしたちは、お皿さらを持もって、テーブルに向むかう。

　スプーンですくって、一ひと口くち食たべる。

　ピラフに半はん熟じゅくの玉たま子ごがふわっと、かかってて、口くちの中なかでとろける感かんじ。

　ほんとにこれ、残のこり物ものなんですか？

「使つかったのは玉たま子ごぐらいよ。ピラフは、途と中ちゅうでメニューを変へん更こうしたお客きゃくさんがいたでしょ。それで余あまってたの」

　でも、それですぐにこんな料りょう理りを思おもいつくなんて、さすが詩し織おり会かい長ちょう！

　お腹なかがすいていたこともあって、あっという間まに食たべ終おえて、食しょっ器きを片かたづける。

「お腹なかもいっぱいになったことだし……」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいはそう言いうと、ビシッと海うみを指ゆびさした。

「これからはおもいっきり遊あそぶわよ！」

　待まってましたぁ！

　わたしと実み咲さきと優ゆ月づきと水み夏なつで、顔かおを見み合あわせる。

「おっさき～！」

　わたしはＴシャツをぬぐと、砂すな浜はまに向むかって、まっさきに走はしりだす。

　カッ、とした強つよい日ひ差ざしが、肌はだを焼やくように照てりつける。

　砂すな浜はまからの熱ねっ気きも、ゆだるように熱あつい。

「ほら、みんなも！　アスカに先さきをこされちゃうわよ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、反はん応のうがおくれた実み咲さきたちの背せ中なかをたたく。

　それで気きづいたように、走はしって追おいかけてくる。

「それじゃあ、わたしは荷に物もつ番ばんしてるわ」

　１人ひとり詩し織おり会かい長ちょうが、落おちついた調ちょう子しで、みんなの荷に物もつをまとめて、ゆっくりと歩あるいてくるのが見みえた。







　　　　３　海うみ、まんきつ☆




「はあ～、疲つかれたー」

　わたしは、詩し織おり会かい長ちょうが砂すな浜はまにたててくれた、ビーチパラソルの下したで、ばったりと横よこになる。

　となりでは、同おなじく幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、うつぶせで寝ねてる。

「……はあ……遠えん泳えい勝しょう負ぶは……はあはあ……私わたしの勝かちよ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、ものすごく息いきを切きらしてる。

　準じゅん備び体たい操そうして、海うみに入はいるなり、幸ゆき村むら先せん輩ぱいから、

「ねえ、アスカ。私わたしと勝しょう負ぶしない？」

　って言いわれたんだよね。

　１００メートルくらい先さきにぽつんと頭あたまを出だしてる小ちいさな岩いわまで泳およいでいって戻もどってくるの、どっちが速はやいかって……。

　かなり競せったんだけど、最さい後ごの最さい後ごで、スパートした幸ゆき村むら先せん輩ぱいに、ついていけなかった。

「あ～、泳およぎには自じ信しんあったんだけどなぁ。速はやいですね、幸ゆき村むら先せん輩ぱい」

「……アスカ……もう息いきが整ととのったの……なに、その体たい力りょく……あと１００メートルあったら、負まけてた……かも」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいはそう言いうと、ぐったりと、力ちから尽つきたように顔かおをふせた。

「今いまの２人ふたりを見みてると、どっちが勝かってどっちが負まけたのか、わからないわね」

　パラソルの下したで、すわっている詩し織おり会かい長ちょうが、ケロッとしたわたしと幸ゆき村むら先せん輩ぱいを見みくらべて、クスリと笑わらう。

　学がっ校こうにいるときより、リラックスしてるのか、詩し織おり会かい長ちょうの表ひょう情じょうがやわらかい。

　その詩し織おり会かい長ちょうは、ホルターネックの、白しろと藍あい色いろのボーダーの水みず着ぎを着きて、その上うえから白しろのパーカーをはおってる。

　おとなっぽい雰ふん囲い気きの詩し織おり会かい長ちょうに、すごく似に合あってるんだよね。

　ちなみに、わたしは赤あかに白しろのタンクトップのタンキニ。幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、緑みどりに白しろの星ほしの模も様ようが入はいった、セパレートタイプの水みず着ぎ。

　わたしも幸ゆき村むら先せん輩ぱいも、動うごきやすさ重じゅう視しで、おもいっきり泳およげるのを選えらんでる。

「それにしても、なんでアスカは、そんなに余よ裕ゆうなわけ……」

　顔かおを上あげた幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、きいてくる。

　そういえば、そうなんだよね。

　前まえは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと同おなじぐらいだと思おもってたんだけど、最さい近きんはちょっとわたしのほうが、体たい力りょくがついてるみたい。

　レッドの仕し事ごとを、してるせいかな。

　なんか、このまま体たい力りょくばっかりついていっても、ケイにますます「動どう物ぶつ並なみ」とか言いわれそうで、複ふく雑ざつなんですけど……。

「２人ふたりとも、はい、飲のみ物もの。飲のんでおかないと、脱だっ水すい症しょう状じょうになるわよ」

　詩し織おり会かい長ちょうが、スポーツドリンクのペットボトルを、差さしだしてくる。

「あっ、ありがとうございます」

　わたしは、あわてて体からだを起おき上あがらせて、ペットボトルを受うけとる。

「ありがと～」

　うめき声ごえみたいな、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの返へん事じを聞ききながら、わたしはペットボトルのふたをひねる。

　水すい滴てきがついたペットボトルは、よく冷ひえてる。

　一ひと口くち飲のむと、のどから、お腹なかの中なかに冷つめたいものが落おちていくのが、わかる。

　う～、おいしいっ！

「でも、いつの間まに飲のみ物ものなんて、買かってきたんですか？」

　詩し織おり会かい長ちょうは、ずっと荷に物もつ番ばんしてたはずなのに。

「さっき、氷ひ室むろさんに少すこし荷に物もつ番ばんを代かわってもらったの。そろそろ、もどるころだろうと思おもって」

　さすが詩し織おり会かい長ちょう……。

　もどってくる時じ間かんまで、お見み通とおしだったんだ。

「そういえば、幸ゆき村むら先せん輩ぱいにきこうと思おもってたんですけど……」

「なに？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが顔かおを上あげて、わたしを見みる。

「どうして、わたしたちをさそってくれたんですか？　幸ゆき村むら先せん輩ぱいなら、ほかにも手て伝つだってくれる知しり合あいが、たくさんいると思おもうんですけど」

　演えん劇げき部ぶの人ひともいるし、クラスメイトだっているだろうし。

「それは……」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいはめずらしく、困こまったような顔かおで、口くちごもる。

　ん？　どうしたんだろ？

　わたしが首くびをかしげていると、クスッと笑わらった詩し織おり会かい長ちょうが代かわりに口くちを開ひらく。

「毎まい年とし、涼すず香かがだまして連つれてくるから、今こ年としはだれも誘さそいに乗のらなかったのよ。けっこう、海うみの家いえの手て伝つだいって、ハードだから、割わりに合あわないって」

　ああぁ……。

　わたしたちと同おなじ調ちょう子しで、何なん人にんも今いままで連つれてきてたんだ。

　たしかに、海うみの家いえの手て伝つだいって、初はじめてやるには大たい変へんかも。

　たまたま、わたしたちは学がく園えん祭さいでやっていて、なれてる手て伝つだいが多おおかったから、よかったけど。

「毎まい年とし、付つき合あってくれるのは、詩し織おりだけなんだよね」

「涼すず香かが頼たのむからでしょ。でも、ここはいいところだし、海うみの家いえの手て伝つだいもおもしろいから、かまわないけどね」

　そう言いって、詩し織おり会かい長ちょうは幸ゆき村むら先せん輩ぱいを見みて、肩かたをすくめる。

「そうそう！　それに、海うみで遊あそべるからお得とくでしょ？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、大おおきくうなずきながら言いう。

　お得とくですけど、今こん度どからはだまさずに、連つれてきてくださいよ。

「♪～～」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、そっぽを向むいて、口くち笛ぶえをふく真似まねをしてる。

　そのことについては、とぼけるつもりみたい。

　もう！

　でも、海うみの家いえの手て伝つだいは、ほんとにおもしろかったから、来らい年ねんも来きてもいいかな、とは思おもうけどね。

　さあ～て。

　息いきも整ととのったし、実み咲さきたちと合ごう流りゅうしようかな。

　３人にんとも、ここにいないってことは、どこかで遊あそんでるはずなんだけど。

　キョロキョロと、あたりを見みまわしても、砂すな浜はまは人ひとが多おおすぎて見みつけられない。

「あの～、実み咲さきたちどこ行いったか、知しってますか？」

　詩し織おり会かい長ちょうにきく。

「氷ひ室むろさんたち？　ほら、あそこよ」

　詩し織おり会かい長ちょうが、波なみ打うち際ぎわの砂すな浜はまを指ゆびさす。

　あ、いたっ。

　波なみ打うち際ぎわで、ビーチボールを持もった、水み夏なつと実み咲さきが遊あそんでる。

　水み夏なつはブルーのワンピースタイプの水みず着ぎで、実み咲さきは緑みどりと黒くろのチェック柄がらのフリル付つきのタンキニを着きてる。

　優ゆ月づきは……って、あれ？

　優ゆ月づきがいない。

「ちょっと、行いってきます」

　気きになって、立たち上あがる。

「私わたしはもうちょっと、休やすんでる……」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、顔かおを少すこし上あげて答こたえる。

「荷に物もつ番ばんしてるから」

　そう言いって、詩し織おり会かい長ちょうは文ぶん庫こ本ぼんをカバンから取とり出だす。

　最さい初しょから、荷に物もつ番ばんをするつもりだったみたい。

　わたしは、実み咲さきたちのところに向むかう。

　パラソルの下したから出でると、ジリジリと照てりつける日ひ差ざしに、肌はだが焼やけるような熱あつさを感かんじる。

　すぐに、わたしに気きづいた実み咲さきと水み夏なつが、笑え顔がおでむかえてくれる。

「やっと来きた。あれだけ泳およいで、気きはすんだ？」

　水み夏なつが腰こしに手てをあてて、あきれ顔がおできいてくる。

　どうかな～。

　まだまだ、泳およぎたいけど。

「あのね……。遠えん泳えい大たい会かいに来きたんじゃないんだから」

　……だよね。

　ま、泳およぐだけならプールとか、行いけばいいしね。

　それより今いまは……。

「ねえ、優ゆ月づきは？」

　わたしは、２人ふたりを見みてきく。

　わたしの質しつ問もんに、２人ふたりは顔かおを見み合あわせると、少すこしはなれた砂すな浜はまを指ゆびさした。

　波なみが来こない、波なみ打うち際ぎわからはなれた砂すな浜はま。

　そこに、黄き色いろにピンクのハートマーク柄がらで、フリルのついた水みず着ぎを着きた優ゆ月づきが、ひざをついてすわってる。

　なにをしてるかといえば……。

「……あ、あれって……」

　わたしは、目めを丸まるくする。

　優ゆ月づきの前まえに、砂すなの城しろが建たっている。

　そりゃあ、砂すな浜はまでお城しろをつくるのは、よくやることだけど、優ゆ月づきのはこだわりが違ちがう。

　ヨーロッパにありそうな、三さん角かくの屋や根ねに、窓まどがいくつも並ならぶところまで、細こまかくつくってある。

　お城しろからは、丸まるいとがった形かたちをした、見み晴はらし台だいみたいなのまで、再さい現げんされてる。

　え～と、これってほんとに、砂すなでできてるんだよね……。

　通とおりかかる人ひとも、目めを丸まるくして、優ゆ月づき作さくのお城しろをながめてる。

　さっきは、お城しろを見みる人ひとが壁かべになって、優ゆ月づきの姿すがたに気きがつかなかったみたい。

「あっ、アスカちゃ～ん！」

　わたしに気きづいた優ゆ月づきが、手てをふって、声こえをかけてくる。

　優ゆ月づきは、注ちゅう目もくされてることには、気きづいてないらしい。

　わたしたちは、ちょっと気きおくれしながら、優ゆ月づきのところに向むかう。

　近ちかづいてみると、お城しろの細こまかなつくりが、よくわかる。

　屋や根ねにも、小ちいさな飾かざりがついていて、風かぜが吹ふいただけで、壊こわれちゃいそう。

　近ちかづくのも、自し然ぜんとおそるおそるになる。

「器き用ようだとは思おもってたけど、ここまでとは思おもわなかったわ……」

　水み夏なつが、お城しろをいろんな角かく度どで、まじまじと見みながら言いった。

「そうかな？　海うみに来くるなら、つくってみたいなって思おもって、つくり方かたを調しらべてみたんだよね」

　優ゆ月づきは、照てれたように笑わらう。

　調しらべたって、すごい気き合あいの入はいり方かた。

　たしかに、プラスチックを丸まるくした型かたみたいなのがあるし、砂すなを削けずるのにも、小ちいさなへらみたいなのを使つかってる。

　なんだか、道どう具ぐを見みただけでも大たい変へんそう。

「まず、城しろを建たてる下したの砂すなを、水みずでかためておくの。次つぎに砂すなに水みずをふくませて、砂すなを型かたにはめこめば、土ど台だいはできるんだよ。それを小ちいさくして、重かさねていくと、お城しろの形かたちっぽくなるでしょ？　そこから、小ちいさな型かたを使つかって、付つけ足たしていきながら、へらで削けずっていくの。……ね？　そんなに難むずかしくなさそうでしょ？」

　優ゆ月づきがうれしそうに解かい説せつしてくれるけど……いやいやいや……。

　絶ぜっ対たい、難むずかしいって！
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　とりあえず、わたしたちの中なかでできるのは、優ゆ月づきぐらいだと思おもうよ。

「そうかなぁ……」

　優ゆ月づきは首くびをかしげてる。

　でもここ、砂すな浜はまだし、せっかくのお城しろ、壊こわさなきゃいけないんだよね。

　すごいもったいないけど。

「せっかくだから、写しゃ真しん、撮とっておこうか」

　実み咲さきが言いって、いつの間まに持もってきたのか、デジタルカメラをかまえてる。

「ほら、２人ふたりも入はいって」

　わたしと水み夏なつは、実み咲さきにうながされて、優ゆ月づきの両りょう隣どなりにかがむ。

　それから、かわりばんこに写しゃ真しんを撮とってから、すご～くざんねんだけど、砂すなのお城しろをこわした。

　わたしたちは、もったいないと思おもったけど、優ゆ月づきは気きにしてないらしい。

「また、つくればいいし」

　と軽かるい調ちょう子しで言いってた。

　また、つくれちゃうんだ……さすが優ゆ月づき。

　それからわたしたちは、もどってきた幸ゆき村むら先せん輩ぱいも加くわえて、海うみでめいっぱい遊あそんだんだ。

　みんなでビーチバレーしたり、ボディーボードもやったりね。

　ボディーボードって知しってる？

　ビート板ばんの大おおきいやつみたいなのに、体からだを乗のせて、波なみに乗のるんだ。

　うまく波なみに乗のれると、スピードに乗のって、波なみ打うち際ぎわまで一いっ気きにこられるの。

　失しっ敗ぱいすると、ひっくり返かえって、大たい変へんなんだけどね……。

　でも、２～３回かい練れん習しゅうしたら、うまくできるようになって、すっごい楽たのしい！

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、サーフィンもやったりしてた。

　わたしも挑ちょう戦せんしてみたかったんだけど、あっという間まに時じ間かんは５時じ近ちかくになって、まわりも、帰かえり支度じたくをする人ひとが、増ふえてきてた。

「私わたしたちも、そろそろ帰かえろうか」

「幸ゆき村むら先せん輩ぱい、明日あしたは、サーフィン教おしえてくださいね」

「いいよ。でも、サーフィンは、ボディーボードよりはかんたんじゃないからね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、笑わらいながら言いうと、荷に物もつをまとめはじめる。

　わたしたちも、荷に物もつを持もつと、海うみの家いえにもどった。

　着き替がえをすませて、海うみの家いえをのぞく。

　海うみの家いえは、お昼ひるほどじゃないけど、お客きゃくさんがそれなりに入はいって、いそがしそう。

「おばあちゃん、先さきに帰かえってるね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、レジにいるおばあちゃんに声こえをかける。

「気きをつけてね。わたしも、あと２時じ間かんぐらいで帰かえれると思おもうから」

　おばあちゃんは、レジをすませると、こちらを向むいて、にっこり笑わらった。







　　　　４　お化ばけ屋や敷しきへようこそ!?




　砂すな浜はまから道どう路ろに出でると、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが先せん頭とうを歩あるいていく。

　わたしたちは、そのあとをついていった。

　潮しお風かぜが、ほてった体からだを冷ひやしてくれて、気き持もちいい。

「幸ゆき村むら部ぶ長ちょう、このあたりのこと、くわしいんですか？」

　水み夏なつがきく。

「小ちいさいころから、毎まい年とし、夏なつ休やすみとお正しょう月がつは来きてるから、それなりには、くわしいわよ」

　たしかに、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの足あしどりには、迷まよいがない。

　なれた道みちを、歩あるいてるって感かんじ。

　海うみ沿ぞいの道みちをわたると、海うみに背せを向むけて、坂さか道みちをのぼっていく。

　15分ふんぐらい歩あるくと、林はやしが見みえてくる。

　さっきまでは、海うみの香かおりがしていたのが、今こん度どは土つちと葉はっぱの香かおりに変かわる。

　日ひも落おち始はじめて、暗くらくなってきた。

「もうちょっと、行いったところがウチだから」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、ふり返かえって言いった。

　今日きょうは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいのおばあちゃんの家いえに、泊とめてもらえることになってる。

　昔むかし、民みん宿しゅくをやっていたとかで、部へ屋やはあまってるんだって。

「…………あれ？」

　とつぜん、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが立たち止どまる。

　うわっ……ととっ！

　その後うしろを歩あるいてたわたしは、あやうく、幸ゆき村むら先せん輩ぱいにぶつかりそうになって、ギリギリで立たち止どまる。

「急きゅうに止とまらないでくださいよ。……どうかしたんですか？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、立たち止どまったまま、道みちの先さきのほうを見みつめてる。

「ねえ、あれってアスカのいとこの子こじゃない？」

　……へ？

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしは一いっ瞬しゅん、ぽか～んとなる。

　それから、あわてて、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの視し線せんを追おう。

　わたしたちの歩あるいてる道みちの先さき、ちょうど二ふた手てに分わかれてる道みちを、見み覚おぼえのある後うしろ姿すがたが歩あるいてる。

　……って、ケイだよ！

　顔かおは見みえないけど、歩あるき方かたとか後うしろ姿すがたの雰ふん囲い気きだけでも、十じゅう分ぶんわかる。

　なんで、ここにいるわけ!?

　いっしょに海うみに行いかないかって、誘さそったときには、行いかない、って言いってたのに。

「なに、どうしたの？」

　詩し織おり会かい長ちょうたちが、少すこしおくれて、追おいついてくる。

「いや……たぶんなんですけど、ケイを見みかけて」

「ケイくんを？　でも、今日きょうは来こないはずじゃ……」

　実み咲さきが、驚おどろいた顔かおできき返かえしてくる。

「紅こう月づき圭けいくん……紅こう月づきさんのいとこだったわね。まちがいないの？」

　詩し織おり会かい長ちょうが、念ねんをおしてくる。

　そう言いわれると、だんだん、自じ信しんがなくなってきた。

「まあ、さっきの子こが紅こう月づきくんか、ただの似にた人ひとかはともかくさ、……ちょっと問もん題だいがあるね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいがそう言いって、少すこし難むずかしい顔かおをする。

　問もん題だい？

「あっちに進すすむと、どんどん人ひとが行いかない、山やまのほうに入はいっていくのよね。これからもっと暗くらくなるし、危あぶないかなって。地じ元もとの子こには見みえなかったし」

「山やまで遭そう難なんするかもしれない、ってことかしら？」

　詩し織おり会かい長ちょうが、目めをするどくして言いう。

「そういうこと。私わたしたちと、年としは変かわらない感かんじだったし、観かん光こう客きゃくがまちがって道みちに迷まよったなら、引ひき止とめたほうがいいでしょ」

　そ、それはもちろん！

　ケイじゃなかったとしても、暗くらい道みちで、１人ひとりでケガでもしたら、大たい変へんだし！

「それじゃあ、決きまり！　少すこし遠とお回まわりになっちゃうけど、いい？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、わたしたちをぐるりと見み回まわす。

　わたしと詩し織おり会かい長ちょうはもちろん、実み咲さきたちもうなずく。

「でも、どんどん暗くらくなっていきますけど、わたしたちも道みちに迷まよったりしませんか？」

　水み夏なつが、幸ゆき村むら先せん輩ぱいにきく。

「それは心しん配ぱいいらないわ。小しょう学がく生せいのころは私わたし、このあたりの山やまで、よく遊あそんでたし、こんな物ものもあるしね」

　そう言いって、幸ゆき村むら先せん輩ぱいはバッグから、小こ型がたの懐かい中ちゅう電でん灯とうを取とり出だす。

「涼すず香か、どうしてそんなもの、持もってるのよ？」

　詩し織おり会かい長ちょうが、あきれた顔かおをしてる。

「……あとで肝きも試だめしとかで、使つかえるかなーって」

　少すこし気きまずそうに、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが言いいわけする。

　そんなことまで、計けい画かくしてたんだ……。

　っていうか、絶ぜっ対たいに幸ゆき村むら先せん輩ぱい、わたしたちをおどかすつもりだったよね。

　だって、すごく目めが泳およいでるもん。

「ま、とにかく早はやく追おいかけましょう。見み失うしなっちゃうから」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいはきびすを返かえすと、ケイらしき人ひと影かげの消きえた道みちへ、進すすんでいく。

　ごまかされた気きがしたけど、今いまは幸ゆき村むら先せん輩ぱいの言いうとおり。

　まだ日ひは落おちてないけど、木き々ぎに太たい陽ようがさえぎられて、あたりは暗くらい。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの、懐かい中ちゅう電でん灯とうの明あかりの近ちかくにいないと、危あぶないかも。

　先せん頭とうに幸ゆき村むら先せん輩ぱい、その後うしろにわたし、水み夏なつ、実み咲さき、優ゆ月づき、それから一いち番ばん後うしろから詩し織おり会かい長ちょうの順じゅん番ばんにならんで、進すすんでいく。

　なにも言いわないのに、上じょう級きゅう生せいが下か級きゅう生せいのわたしたちを守まもるような順じゅん番ばんになっているのが、先せん輩ぱいたちらしい。

「いないわね……」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、懐かい中ちゅう電でん灯とうで、ときどき左さ右ゆうを照てらしてるけど、人ひと影かげはない。

　だいぶ、はなされちゃったのかも。

　でも、こんな暗くらいところ、不ふ安あんにもならずに、まっすぐに歩あるいていくかなぁ。

　だって、みんなといっしょにいるからいいけど、１人ひとりならけっこう不ぶ気き味みなところだよ。

　風かぜが吹ふくと、ザワザワと、葉はっぱがこすれるような音おとが聞きこえてくるし。

　でも、もしあれがケイだったら。

　なにか目もく的てきがあれば、かまわずに歩あるいていきそうな気きもする。

「涼すず香か、この先さきって、なにかあるの？」

　詩し織おり会かい長ちょうが、幸ゆき村むら先せん輩ぱいにきく。

「この先さきね……どうだったかな。ここに来きたの、３、４年ねん前まえのことだし」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、首くびをかしげてる。

　道みちは人ひと１人ひとり通とおるのがやっとの細ほそい一いっ本ぽん道みちだから、途と中ちゅうで出でくわさないっていうことは、ケイらしき人ひと影かげは、引ひき返かえしてきてないってこと。

「あっ……」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいがつぶやいて、急きゅうに立たち止どまる。

　懐かい中ちゅう電でん灯とうの明あかりを消けすと、後うしろを向むいて、くちびるに人ひと差さし指ゆびをあてるしぐさをする。

　静しずかに、という意い味みだ。

　わたしは、そっと幸ゆき村むら先せん輩ぱいの肩かた越ごしに、道みちの先さきを見みる。

　そこはぽっかりと、林はやしが開ひらけていた。

「な、なにあれ……」

　おもわず、目めを見み開ひらいて、わたしはつぶやく。

「こんなところに、どうして……？」

　詩し織おり会かい長ちょうも、おどろいた顔かおをしてた。

　ほかのみんなも、同おなじ。

　わたしたちの視し線せんの先さきにあったのは、古ふるぼけた、だけど妙みょうに雰ふん囲い気きのある館やかただった。

「……なんで、こんなところに、こんな立りっ派ぱな館やかたが……」

「思おもい出だした……。ここって変へんな館やかたがあって、地じ元もとの人ひとは近ちかづかなかったんだよね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、小こ声ごえで答こたえる。

　なんで小こ声ごえ？　と思おもったら、幸ゆき村むら先せん輩ぱいがだまって、館やかたを指ゆびさした。

　視し線せんを向むけると、館やかたの前まえに、人ひと影かげがある。

「こんなところで、なにをしてるのかしら？」

　詩し織おり会かい長ちょうが、けげんそうな顔かおをしてる。

　その理り由ゆうがわからなくて、幸ゆき村むら先せん輩ぱいもすぐに声こえをかけなかったみたい。

　わたしたちは、顔かおを寄よせあって、人ひと影かげをうかがった。

　人ひと影かげは館やかたのまわりを、歩あるいてる。

　なにかを、探さがしてるみたい。

　その人ひと影かげが、横よこを向むいたときに、顔かおがちらりと見みえた。

　……やっぱりケイだ！

　でも、なんでケイがこんなとこに……？

　ああ、もう！

　考かんがえてても、ケイのことなんて、わかるわけないっ！

「ケイ！」
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　わたしが声こえをかけて、ものかげから出でると、ケイがパッとふり返かえった。

　ケイは一いっ瞬しゅんだけ、おどろいた顔かおをしたけど、すぐにいつもの無ぶ愛あい想そうな表ひょう情じょうにもどる。

　そのまま、ケイに向むかって、ずんずんと近ちかづいていく。

「なにしてるの？　っていうか、なんでここにいるわけ!?」

　歩あるきながら、ケイに向むかって言いう。

「……海うみに行いくと言いっていたのは、このあたりだったのか」

　そうだよっ！

　……って、質しつ問もんに答こたえてない。

　ごまかされないからね。

「それで、どうしてケイがここにいるわけ？」

　わたしは、じとーっとケイを見みる。

「……この館やかたを見みにきたんだ」

　ケイはそう言いうと、館やかたに視し線せんをうつす。

　わたしも、おもわず館やかたを見み上あげる。

　──どうして？

　そうきく前まえに、後うしろから幸ゆき村むら先せん輩ぱいの声こえがした。

「アスカ、話はなしはついた？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいたちが、ものかげから出でて、こっちにやってくる。

「あ、はい！　なんか、この館やかたを見みにきたって……」

「この館やかたを？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、けげんそうに目めを細ほそめる。

　ケイは、もう話はなしはすんだっていうみたいに、わたしたちにかまわず、館やかたの土ど台だい部ぶ分ぶんで、しゃがみこんで、なにかを調しらべてる。

　こんな、古ふるぼけた館やかたが、わざわざケイが見みにくるような特とく別べつな場ば所しょだってこと？

　じゃあ、ここで、わたしたちと会あったのは？

「……アスカたちと行いき先さきがいっしょだったのは、偶ぐう然ぜんだ」

　そっか…………、って！

　わたしは少すこしあわてて、ケイに近ちかづいて小こ声ごえできいた。

「もしかして、レッドに関かん係けいすることだった？　みんな、連つれてきちゃったけど」

「ちがう。ただの、ぼくの興きょう味みだ」

　そう言いうと、背せを向むけて、館やかたの裏うら手てに、歩あるいていく。

　わたしだけ、ぽつんと１人ひとり残のこされる。

　あいかわらず、そっけないんだから。

　でも、よかった。

　もし、レッドに関かん係けいすることだったら、またあとで、ケイに怒おこられるところだったもんね。

　でも、へえ～……ここに、ケイの興きょう味みを引ひくだけの、なにかがあるってことなんだ。

　わたしは、もう一いち度ど、館やかたに目めを向むける。

　大おおきな三さん角かくの屋や根ねが、左さ右ゆうにせり出だすように建たっている。

　その間あいだに、玄げん関かんがあって、大おおきな木きのドアがある。

　元もとは白しろかったらしい壁かべは、灰はい色いろによごれていて、つたがからまっていた。

　新あたらしくてきれいだったころは、素す敵てきなおうちだったんだろうな。

　でも今いまは……。

「うぅ、なんか、薄うす気き味み悪わるいわね」

「そうだね……お化ばけでも出でてきそう」

　水み夏なつと実み咲さきが、館やかたを見み上あげながら言いう。

「……２人ふたりとも、こわいこと言いわないでよぉ」

　優ゆ月づきは、実み咲さきの腕うでにしがみついて、こわごわと顔かおをそむけながら、館やかたを見みてる。

　たしかに、人ひとの気け配はいはないし、むしろお化ばけのほうが、住すみやすそうではあるけど。

「幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、この館やかたのことって、なにか知しってますか？」

　なんか、興きょう味みが出でてきちゃった。

「う～ん……。ここってだいぶ前まえから、人ひとは住すんでないはずなのよね。私わたしが小しょう学がく生せいのころには、もう今いまと同おなじような状じょう態たいだったし」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、思おもい出だすような表ひょう情じょうをして、答こたえる。

「そもそも、人ひとが住すんでいたことが、あったのかしらね」

　詩し織おり会かい長ちょうが、首くびをかしげる。

　ん？

　それって、どういう意い味みですか？

　たずねると、詩し織おり会かい長ちょうが説せつ明めいしてくれた。

「いい？　こんな山やま奥おくに、立りっ派ぱな館やかた。どう考かんがえても不ふ釣つり合あいでしょう。車くるまも通とおれないような道みちを、何なん十分ぷんも歩あるいてこなければ、いけないわけだし。こんな立りっ派ぱな館やかたに住すむような人ひとが、そんな不ふ便べんな生せい活かつをしたがるかしら？」

　言いわれてみれば、そうだよね……。

　これだけの館やかたを建たてるなら、お金かねもかかってるだろうし。

　そんなお金かね持もちが、どうして不ふ便べんな山やま奥おくに、館やかたを建たてたんだろう？

「そのあたりのことは、私わたしもわからない。でも、そんな不ぶ気き味みさもあってか、このあたりの人ひとは、この館やかたのことを幽ゆう霊れい屋や敷しきって呼よんでるわ」

　やっぱりっ！

　見みた目め、そうとしか見みえないもん。

「もう帰かえろうよぉ……」

　優ゆ月づきが泣なきそうな顔かおをしてる。

　う～ん……。

　でもさぁ、ここまで来きたら、ちょっと中なかをのぞいてみたくならない？

「優ゆ月づき、あと５分ふんだけ。ねっ、ちょっとだけ見みたら、すぐもどるから」

　幽ゆう霊れいがいるって思おもうわけじゃないけど、中なかがどうなってるのか、気きになるし。

　わたしは、そっと館やかたのドアに近ちかづいていく。

「アスカ、どうするつもり？」

「ちょっと、ためしてみるだけ。気きになっちゃって」

　わたしは実み咲さきに答こたえる。

　目めの前まえには、茶ちゃ色いろい、どっしりとした木きのドア。

　ドアのふちには、ぐるりと外がい国こく語ごらしき文も字じが、刻きざまれてる。

　わたしは、ドアのノブを持もって、力ちからをこめる。

　ん……ちょっと重おもい。

　おそるおそる、さらにドアを引ひっぱる。

　……あっ、開あきそう！

　鍵かぎは、かかってないみたい。

　ギイィィィ、ときしむ音おとをたてて、ドアが開ひらく。

　んっ…………ほこりくさい。

　ドアを開あけて、最さい初しょに感かんじたのは、それだった。

　こんな状じょう態たいなら、長ながい間あいだ、掃そう除じもされてないだろうし、あたりまえか。

　中なかは真まっ暗くらで、よく見みえない。

　自し然ぜんと手てに汗あせがにじむ。

　わたしが、中なかに入はいろうと１歩ぽ踏ふみ出だしたとき、裏うら手てにまわっていたケイが、ちょうどもどってきた。

　ケイの顔かお色いろが、一いっ瞬しゅん変かわる。

「アスカ、なにをしてる！」

　……え？

　ケイの声こえが、めずらしく怒おこってる。

　静しずかな声こえで、ほかの人ひとにはわからないかもしれないけど、わたしはよく怒おこられてるから、わかるんだよね。

　でも、もうおそいよ。

　館やかたの中なかに、もう、１歩ぽ足あしを踏ふみ入いれちゃった。

　ケイは、考かんがえこむように、じっとドアを見みつめてる。

「……しかたがない」

　小ちいさくつぶやくと、ケイがこちらに向むかって、近ちかづいてきた。

「え？　ケイも来くるつもり？」

「……開あけてしまったのなら、中なかを見みておきたいからな」

　ケイが、わたしの横よこから、館やかたの中なかをのぞく。

「なんだ、ケイもやっぱり、見みたいんじゃん」

「いっしょにするな」

　ケイは、迷めい惑わくそうに言いうと、慎しん重ちょうな足あしどりで館やかたの中なかに踏ふみ入いった。

　わたしも、あとに続つづく。

　ケイが懐かい中ちゅう電でん灯とうで、中なかを照てらしてる。

　わたしは、後うしろをチラリと見みた。

　みんなはとうぜん、外そとで待まってるかと思おもったけど、

「２人ふたりだけに行いかせるわけには、いかないわよね。先せん輩ぱいとして」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり会かい長ちょうが、ためらいながらも、続つづいて入はいってきた。

「どう考かんがえても、ここで待まってるほうが、怖こわいじゃない」

「しょうがないね」

「ええっ！　みんな、行いくのぉ」

　水み夏なつと実み咲さきと優ゆ月づきが、最さい後ごに館やかたの中なかに入はいってくる。

　夕ゆう暮ぐれ時どき。

　人ひとの住すんでいない、幽ゆう霊れい屋や敷しきって呼よばれる館やかた。

　これって、ちょっとした肝きも試だめしかも！







　　　　５　機き械かいじかけのワナ




「ドアは、開あけたままにしておいて」

　詩し織おり会かい長ちょうが、実み咲さきたちに言いって、ドアを全ぜん開かいにした。

　ドアにストッパーはないけど、全ぜん開かいにすると、そこで固こ定ていされるように、なってるみたい。

　出で入いり口ぐちって、重じゅう要ようだもんね。

　日ひが落おちきっていないから、ドアのまわりだけ、ほんのりと明あかるい。

　だけど、１歩ぽ進すすめば、館やかたの中なかは、明あかりがないから、真まっ暗くら。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいとケイが、懐かい中ちゅう電でん灯とうで、室しつ内ないを照てらす。

　まず、目めに入はいったのは床ゆか。

　赤あかと白しろの、四し角かくい形かたちのタイル状じょうのカーペットが交こう互ごに、しきつめてある。

　視し線せんを上うえに上あげると、正しょう面めんにはどっしりとした広ひろい階かい段だん。

　そこから、２階かいに上あがれるみたい。

　その階かい段だんの左さ右ゆうは、まっすぐにろう下かが伸のびている。

　入いり口ぐちから見みるだけだと、奥おくがどれだけ続つづいているのかわからない。

　先さきが暗くら闇やみに伸のびてるのを見みると、まるで、どこまでも続つづいてるような気きがしてくる……。

　そんなことあるわけないのに、おもわずそう思おもってしまうような、妙みょうな雰ふん囲い気きがある。

　なんだろう、遊ゆう園えん地ちとかにある、からくり屋や敷しきみたいな……怖こわいのに、なんとなくもっと奥おくまで行いってみたいと思おもうような、誘さそい込こむような雰ふん囲い気きがあるんだよね。

　これが、ケイがわざわざ見みにくるような館やかたってことかな？

　あたりを、見みまわしてみる。

　左ひだり側がわの壁かべには、鳥とりが大おおきな翼つばさを広ひろげている絵えが、豪ごう華かそうな額がくに入いれて、かざってあった。

　瞳ひとみが赤あかく、こっちを見みつめてるみたい。

　玄げん関かんに飾かざりたいような絵えじゃないなあ……。

「なんか、不ぶ気き味みな絵えね……」

　水み夏なつが絵えを見みて、つぶやく。

　心こころなしか、水み夏なつの体からだがわたしにくっつくように、近ちかづいてる。

　あっ……もしかして、こわがってる？

「そ、そんなわけないでしょ！　変へんな絵えがかざってあるって、だけよ！」

　ふんっ、と水み夏なつは横よこを向むく。

　でも、立たってる場ば所しょは動うごかない。

　……あいかわらず、意い地じっぱりなんだから。

　わたしは、絵えから視し線せんをうつして、キョロキョロとあたりを見みまわす。

「あまりウロウロするな、アスカ」

　先さきに進すすみかけたわたしに、ケイが注ちゅう意いしてくる。

　そのケイの表ひょう情じょうが、やけにピリピリしてる。

「……もしかして、ケイ。中なかに入はいっちゃまずかったの？」

　わたしは、声こえをひそめてきいた。

　ほかの人ひとは気きがつかなかったとしても、ケイはさっき怒おこってた。

　……ううん。あわててたっていうほうが、正ただしいかも。

　とにかく、いつもと違ちがってたんだよね、一いっ瞬しゅんだけど。

「今日きょうは中なかに入はいるつもりは、なかったんだ。外そとの下した調しらべだけにするつもりだった」

　わざわざ、ここまで来きたのに、外そとを調しらべるだけで帰かえるの？

　なんで、そんなめんどうなことするわけ？

「ここが、安あん全ぜんと言いい切きれないからだ」

　……へ？

「紅こう月づきくん。それって、どういう……」

　詩し織おり会かい長ちょうがきくのと同どう時じに、

　わたしの足あしが、なにかをふんだようなへんな感かん触しょくがした。

「ん……？」

　おもわず立たち止どまった、次つぎの瞬しゅん間かん──

　ギイィィ……

　バタンッ！

「ひゃっ！」

　その音おとにおどろいて、優ゆ月づきが悲ひ鳴めいを上あげる。

　振ふり返かえると、開あけておいたはずの玄げん関かんのドアが閉とじていた。

　な、なんで、勝かっ手てに!?

　一いっ気きにあたりが暗くらくなって、わたしは、ドアの近ちかくにいた、優ゆ月づきたちのところにかけよる。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

「う、うん」

　わたしが声こえをかけると、優ゆ月づきが小ちいさくうなずく。

　風かぜが吹ふいたせい？

　でも、あんな大おおきなドアを閉しめるなんて、よほどの強つよい風かぜじゃなきゃムリだ。

　そんな風かぜが吹ふいたら、気きがつかないわけがない……

　ガシャン

「きゃっ！」

「な、なに!?」

　わたしたちを囲かこんでいる、壁かべの向むこう側がわから、大おおきな音おとがした。

　機き械かいみたいな音おと。

　歯は車ぐるまみたいな音おと。

　ギイィィ

　キリキリキリキリ

　ガシャン　ガシャ──ン！

　壁かべのすぐむこうや、床ゆかの下した、屋や敷しきの中なかの遠とおいところや、すぐ近ちかく、あらゆるところから、大おおきな機き械かいが作さ動どうするような音おとが、聞きこえてくる。

　まるで、気きがついたら、すがたの見みえない悪あく魔まに、まわりをとり囲かこまれていたみたい！
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「……い、今いまのは、なんの音おと!?」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、懐かい中ちゅう電でん灯とうで四し方ほうをてらす。

　だけど、音おとが鳴なりそうなものは、見み当あたらない。

　その音おとが、ピタリと鳴なりやむ。

　今こん度どは逆ぎゃくに、館やかたの中なかが、シーンと静しずまりかえる。

　わたしたちは、たがいに目めを合あわせた。

「……と、とりあえず、外そとに出でましょう。ここは、なにかおかしいわ」

　詩し織おり会かい長ちょうが言いって、わたしたちはうなずく。

　みんな、おたがいを支ささえ合あうように、寄よりそいながら、ドアに向むかう。

　小こ走ばしりにドアに向むかったわたしは、まっさきにドアに手てをかけてみた。

　………………あれ？

　んんっ───！

　いくら力ちからを入いれても、ドアはびくともしない。

　どうしてよ！

　さっきは、すごくかんたんに開あいたのに。

「ちょっと、どうしたの？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、ドアに手てをかける。

「くっ……この！　……ダメ、開あかない」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、ふり返かえって、首くびを横よこにふる。

　ど、どうしよう！

　ドアが開あかなかったら、ここから出でられないじゃん！

「……閉とじこめられたって、ことですか？」

　実み咲さきが、幸ゆき村むら先せん輩ぱいにきく。

「そう考かんがえたほうが、いいみたい。考かんがえたくないけど……さっきの音おとは、このドアにロックをかけるものだったって、ことかも」

「だれがこんなこと……！」

　水み夏なつが、ぎゅっとくちびるをかみしめる。

　そうだよっ！

　こんなこと、いったいだれが……。

　シーンとなった。

　どの顔かおも、不ふ安あんを感かんじてるのがわかる。

　わたしだって……。

　でも今いまは、とにかく、外そとに出でる方ほう法ほうを探さがしださなくちゃ！

　だいじょうぶ、ここにはケイだっているんだし……って、ケイは？

　気きがつくと、ケイがいないっ!?

　わたしは、キョロキョロとあたりを見みまわす。

「紅こう月づきくんなら、あそこよ」

　詩し織おり会かい長ちょうが、目めでケイを示しめして、教おしえてくれる。

　……って、なんでわたしが、ケイを探さがしてるって、わかったんですか？

「紅こう月づきさんがきかないなら、わたしが紅こう月づきくんに質しつ問もんするつもりだったもの」

　なるほどぉ。

　詩し織おり会かい長ちょうも、ケイなら、なにか知しってると思おもってたんだ。

　詩し織おり会かい長ちょうと同おなじ考かんがえなんて、ちょっと冴さえてる気き分ぶん……って、そうじゃなかった！

　ケイに、話はなしを聞きかなきゃ。

　でもケイは、こんなときだっていうのに、またしゃがみこんで、あたりを見みまわしてる。

　な、なにやってるわけ……。

「ケイ！　なにか知しってるんでしょ？」

　わたしの声こえに、しゃがんでいたケイが、立たち上あがってふり返かえる。

　その表ひょう情じょうは、いつもどおり冷れい静せいで、無ぶ愛あい想そうなまま。

　こんな状じょう況きょうなのに、１人ひとりだけ落おちついてて、ほっとしたような、腹はら立だたしいような……。

　でも、とにかく今いまは、ケイが頼たよりだ。

「……この館やかたをつくった、建けん築ちく家かの仕し業わざだろうな」

　建けん築ちく家か？

「桧ひ崎さき修しゅう介すけという男おとこだ」

　ひさきしゅうすけ？

　もちろん、わたしは聞きいたことない。

　詩し織おり会かい長ちょうたちも、首くびを横よこにふる。

「その人ひとが、この仕し掛かけをしたってこと？」

「おそらくな」

「……なんのために？」

　建けん築ちく家かの人ひとが、人ひとを家いえに閉とじこめて、どうするわけ!?

「……その説せつ明めいをしてる時じ間かんは、どうやらないらしい」

　そう言いいながら、ケイは腕うでを上あげて、懐かい中ちゅう電でん灯とうのあかりで、ぐるっと周しゅう囲いの壁かべを照てらしだした。

　なにしてるのよ…………って、えっ!?

　ケイの懐かい中ちゅう電でん灯とうが、階かい段だんを上あがった先さきの、正しょう面めんの壁かべを照てらしたところで、止とまる。

　そこには、館やかたには不ふ似に合あいな、巨きょ大だいデジタル時ど計けいが、壁かべから突つきだしていた。

　……あ、あんなのさっき、あったっけ？

　ううん！

　最さい初しょに見みたときは、なかった！

　あんな、まわりから浮ういたインテリアがあったら、目めにつかないわけないもん！

「ちょっと待まって。あの時と計けい、なんかおかしい」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、緊きん張ちょうした声こえで言いった。

　わたしたちは、デジタル時ど計けいに目めを向むける。

　……あっ。

　時と計けいの表ひょう示じが、28分ふん13、12、11秒びょう……とだんだん、減へっていってる。

　あれじゃあ、まるで──

「タイムリミットみたいだわ」

　詩し織おり会かい長ちょうが、わたしが考かんがえたのと、同おなじことを言いった。

「おそらく、折おり原はら会かい長ちょうの言いうとおりだと思おもいます」

　ケイが、冷れい静せいな声こわ音ねで言いって、階かい段だんを上あがっていく。

　そして、デジタル時ど計けいの左ひだり側がわをてらして、なにか読よんでる。

[image: ]

「ここに、メッセージがあります」





幸こう運うんにも館やかたに入はいってしまった者ものよ。

さあ、ゲームを始はじめよう。

その時と計けいが０を刻きざむとき、

館やかたは爆ばく発はつし、炎ほのおにつつまれる。

それまでに脱だっ出しゅつできるかな？






　えっ……ええええっ！

　ちょ、ちょっと待まってよ！

　ば、爆ばく発はつって……。

　詩し織おり会かい長ちょうや幸ゆき村むら先せん輩ぱい、実み咲さき、優ゆ月づき、水み夏なつも、あっけにとられた顔かおをしてる。

　わたしだって、そうだ。

　いきなり、爆ばく発はつだなんて言いわれたって……。

「……まさか、本ほん当とうなの？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり会かい長ちょうが、階かい段だんをのぼっていく。

　わたしと実み咲さきたちも、あとをついていく。

　ケイがウソをつくわけないって、わかってても、かんたんには信しんじられない。

　デジタル時ど計けいのとなり、そこに銀ぎん色いろのプレートがかかっている。

　そのプレートに、さっきケイが言いった言こと葉ばが、黒くろく刻きざまれていた。

「そんな……」

　優ゆ月づきが、泣なきそうな顔かおでつぶやく。

　実み咲さきや水み夏なつも、押おし黙だまって、不ふ安あんそうな顔かおをしてた。

　カシャン

　わたしたちの目めの前まえで、デジタル時ど計けいの表ひょう示じが、26から、25になった。

「…………!!」

　みんなが、息いきをのむのがわかる。

　あと25分ふんで、この館やかたが爆ばく発はつするなんて……そんなっ！

　ドアを力ちからずくで壊こわしてでも、脱だっ出しゅつしなきゃ！

　わたしは、ダッシュで階かい段だんをかけ下おりて、ドアをけり飛とばそうと、身みがまえる。

　だけど、足あしを振ふりあげようとした瞬しゅん間かん、ケイの声こえがした。

「アスカ、ダメだ」

　うわっ……ととっ。

　ケイに止とめられて、わたしはおもわず、よろける。

　もう、なんでよっ！

　早はやくしないと、みんなが危あぶないんだよ！

「ここに書かいてある。『ただし、ドアや窓まどを、ムリヤリこじ開あけようとすれば、すぐに爆ばく発はつするようになっている。注ちゅう意いされたし』」

　げげっ！

　わたしは、ドアからそろ～りと、後あとずさる。

「ただの脅おどしかもしれないが、やめておいたほうがいいだろう」

　階かい段だんの上うえのケイは、いつも通どおり、冷れい静せいな表ひょう情じょうで、わたしを見みてる。

　わかったってば！

　みんなもいるのに、そんな危き険けんな賭かけに、出でられるわけないでしょ。

　もう！

　そう書かいてあるなら、早はやく言いってくれれば、いいのに。

「全ぜん部ぶを読よむ前まえにドアに向むかって、走はしっていったのは、だれかしら？」

　うぐっ……。

　詩し織おり会かい長ちょうの言こと葉ばに、わたしはがっくり肩かたを落おとす。

　わたしに微笑ほほえみかけながら、詩し織おり会かい長ちょうは不ふ安あんそうな顔かおをするみんなを、ゆっくりと見みまわした。

「いい？　みんな、パニックになったらダメ。爆ばく発はつが本ほん当とうだとしても、絶ぜっ対たいにみんなで脱だっ出しゅつする。そのためには、冷れい静せいさが必ひつ要ようよ。そうでしょ、紅こう月づきくん」

　詩し織おり会かい長ちょうの、いつものしっとりした、低ひくめの声こえ。

　ふしぎに心こころが落おちついた。

　それから、みんながケイを見みた。

「はい。時じ間かんがないので、くわしくは説せつ明めいしませんが、爆ばく発はつは本ほん当とうだと思おもいます。だからこそ、確かく実じつに脱だっ出しゅつ方ほう法ほうを探さがす必ひつ要ようがあります」

　ケイがそう言いうと、詩し織おり会かい長ちょうもうなずき返かえした。

「この時じ間かんだと、今いまから携けい帯たい電でん話わで外そとに助たすけを呼よんでも、間まに合あうかどうかは微び妙みょうね。それに外そとからムリにこじ開あけようとしても、爆ばく発はつすると考かんがえたほうがよさそうだし……」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、あごに手てをあてて、考かんがえこむ。

「でも、タイムリミットが設せっ定ていされている、ということは、逆ぎゃくに考かんがえれば、そのタイムリミットまでの間あいだに、なにかをすれば、脱だっ出しゅつが可か能のうってことかしら？」

　詩し織おり会かい長ちょうがそう言いって、ケイに視し線せんを向むける。

　ケイが、ほんの少すこし、微笑ほほえんだような気きがした。

「……ええ。そう考かんがえて、いいと思おもいます」

　そうなの!?

　脱だっ出しゅつ方ほう法ほうがあるんだっ！

「なら、その手てがかりが、これってことよね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、銀ぎんのプレートがあるのと反はん対たい、デジタル時ど計けいの右みぎ側がわを見みてる。

　なになに？

　そこに、なにが書かいてあるんですか？

「あるわよ。アスカの得とく意いそうなのが」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、そう言いってクスリと笑わらった。







　　　　６　脱だっ出しゅつのための数すう式しき




　ううぅ……。

　得とく意いって、ぜんぜんウソじゃないですかぁ！

　わたしは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいをジロリとにらむ。

　デジタル時ど計けいの右みぎ側がわにあったのは、金きんのプレート。

　ただし、そこに書かかれていたのは、文ぶん章しょうじゃなかった。

　……数すう字じ。

　しかも、35×63とかいうわたしの大だい嫌きらいな数すう学がくの計けい算さん式しき！

　４つ並ならんで、書かいてある。

　なんでここまできて、数すう学がくなわけ!?

「……これは数すう学がくじゃなく、算さん数すうだ」

　ケイが、うなってるわたしに向むかって、ぼそりと言いう。

　どっちだって、わたしにとっては同おなじなの！

「……アスカって、こんなときでも、変かわらないわね」

　水み夏なつが、あきれたような口く調ちょうで言いう。

　実み咲さきや優ゆ月づきも、ぎこちないけど、笑え顔がおを見みせてる。

　さっきまでの不ふ安あん顔がおが、少すこしうすれてるみたい。

　もしかして、こうなることがわかってて、幸ゆき村むら先せん輩ぱいはわたしのことからかったのかな。

　不ふ安あんでパニックになったら、できることもできなくなる。

　それは、今いままでのレッドの経けい験けんで、わたしだって、少すこしはわかってる。

「35×63……２２０５ね」

　詩し織おり会かい長ちょうが、金きんのプレートを見みながら、つぶやく。

　電でん卓たくも使つかってないし、考かんがえてる間まも、ほとんどなかった。

　え～と……もしかして、暗あん算ざん？

「その下したは、81×55ですね。……４４５５です」

　実み咲さきも、さらりと答こたえる。

　ちょ、ちょっと２人ふたりとも！

　なんで、そんなにスラスラ解とけちゃうの!?

「これぐらいは、頭あたまの中なかで解とけるわ」

　詩し織おり会かい長ちょうは、あたりまえのように言いう。

「慣なれかな……。アスカも、練れん習しゅうすればできるように、なるって」

　絶ぜっ対たいムリだと思おもうよ、実み咲さき！

　って、もしかして、水み夏なつもできたりしないよね？

　わたしは首くびをひねって、水み夏なつを見みる。

「……な、なによ。悪わるかったわね！　わたしは、こんな暗あん算ざんなんて、できないわよ！」

　水み夏なつがそっぽを向むく。

　そっか！

　水み夏なつには悪わるいけど、ちょっとほっとする。

「暗あん算ざんはいいけど、その数すう式しきと答こたえに、なんの意い味みがあるわけ？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、首くびをかしげる。

　そうだった。

　今いまは、そっちに集しゅう中ちゅうしなくちゃ。

　２２０５と４４５５だっけ？

　あと、２つ計けい算さん式しきがあるけど、どっちも二ふた桁けた同どう士しの掛かけ算ざん。

　答こたえをどこかに入にゅう力りょくするとか？

「それじゃあ、かんたんすぎるんじゃない？　暗あん算ざんできる２人ふたりはおいておくとして、紙かみか電でん卓たくを使つかえば、すぐに解とけるでしょ。こんな大おおがかりな仕し掛かけをしたのに、そんなかんたんに脱だっ出しゅつできるとも、思おもえないけど……」

　だよね。

　それに、そんな入にゅう力りょくするようなところ、見み当あたらないし。

「でも、これが最さい初しょのヒントで、解とくことで、次つぎのヒントが出でてくるのかも」

　実み咲さきが、頭あたまに指ゆびをあてて、考かんがえながら言いう。

「可か能のう性せいはあるけど、この答こたえを使つかう場ば所しょが、見み当あたらないことにはね……」

　詩し織おり会かい長ちょうが、あたりを見みまわす。

　だけど、それらしいものは、見み当あたらない。

　第だい一いち、暗くらい上うえに、かなり大おおきいもんね、この館やかた。

　ここ以い外がいの場ば所しょだったら、探さがすのにもひと苦く労ろうだろうし……。

　……って、そういえばケイは？

　一いち番ばん、たよりになりそうなのに、今いままで１つも意い見けんを言いってない。

　それに、さっきまで、デジタル時ど計けいの前まえにいたのに、近ちかくに姿すがたが見みえないし。

　どこ行いっちゃったわけ？

　わたしは、階かい段だんを下おりてみる。

　小ちいさく明あかりが見みえる。

　どうやら、１階かいのろう下かの先さきにいるみたい。

　な、なにしてるの、ケイ……。

　床ゆかにしゃがみこんだケイは、壁かべを懐かい中ちゅう電でん灯とうで照てらして、熱ねっ心しんに見みてる。

「ケイ！　今いまはそんなところじゃなくて、金きんのプレートの計けい算さん式しきを……」

「……あれは、計けい算さん式しきじゃない」

　ケイは、壁かべを見みたまま、そっけなく答こたえる。

　……へ？

　計けい算さん式しきじゃない？

　だって、35×63って、書かいてあるじゃん。

　どう見みたって、掛かけ算ざんだよ。

「計けい算さん式しきじゃないって、どういうことなの？」

　わたしとケイの会かい話わを聞きいて、詩し織おり会かい長ちょうたちが、下したにおりてくる。

　ケイは顔かおを上あげて、詩し織おり会かい長ちょうを見みる。

「折おり原はら会かい長ちょう。あれが計けい算さん式しきなら、１つ足たりないものがあります」

「足たりないもの？」

　詩し織おり会かい長ちょうが、首くびをかしげる。

「イコールです。答こたえが必ひつ要ようなら、＝とつけるべきです。でも、あれにはそれがない」

「それは、テストみたいな問もん題だいではないから、＝はつけなかったんじゃないかしら？」

　詩し織おり会かい長ちょうは、難むずかしい顔かおをしてる。

「その可か能のう性せいはありますが、この場ばで計けい算さんをしても、それを使つかう方ほう法ほうが見み当あたりません」

「それはそうね……」

　詩し織おり会かい長ちょうがうなずく。

　わたしたちも、そこで立たち止どまってたわけだもんね。

「なら、計けい算さん式しき以い外がいである可か能のう性せいが、高たかいと思おもいます」

「それよ。計けい算さん式しき以い外がいに、いったいなにがあるっていうの？」

「ありますよ。たぶん、みんな目めにしたことが、あると思おもいます」

　へ？

　あの計けい算さん式しきを、教きょう科か書しょやテスト以い外がいで、見みてるってこと？

　ケイがうなずく。

　う～ん……。

　頭あたまの中なかを、いろんなものがグルグルとまわるけど、それらしいものは、思おもい浮うかばない。

　ほかのみんなも、考かんがえてはいるみたいだけど、すぐには思おもいつかないみたい。

　いったい、なにがあるっていうのよ、ケイ。

「……大おおきさだ」

　あっさりと、ケイが答こたえる。

　大おおきさ？

「あっ、たしかに！」

「そうね！　言いわれてみれば……。なんで思おもいつかなかったのかしら」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり会かい長ちょうが、ハッとしたように、大おおきく首くびをたてにふった。

　え～と……。

　どういうことですか？

「アスカ。まだわからないわけ？」

　うっ……水み夏なつ。

　水み夏なつもわかったの？

「とうぜん。机つくえとか棚たなとか買かうときに、大おおきさが書かいてあるでしょ。50センチ×１００センチとか。でも、それは計けい算さん式しきじゃない。その棚たなの大おおきさを、あらわしてるでしょ」

　あっ、そうだ！

　そういうときの×って、答こたえを出だしたりしないもんね。

　でも、それじゃあ、あの×は、35センチ×63センチってこと？

「それじゃあ、単たん位いが小ちいさすぎるわ。でも、メートルでは大おおきすぎるし、そもそも測はかる方ほう法ほうがないんじゃ、どうしようもないわ。……紅こう月づきくんはわかってるのね？」

　詩し織おり会かい長ちょうが、ケイをじっと見みる。

　いつものケイなら、こういうとき、目め立だちたがらないんだけど、そんなことを言いってる場ば合あいじゃない。

　ケイは、すくっと立たち上あがると、詩し織おり会かい長ちょうたちを見みる。

「……単たん位いはこれです」

　タンッ

　そう言いって、ケイは床ゆかのカーペットを、クツでふんでみせる。

　そのカーペットが、どうかしたの？

「このカーペットの形かたちが、気きにならないか？」

　ん？

　赤あかと白しろの四し角かくい形かたちでしょ？

　それがどうかしたの？

「もしかして、これが単たん位いってことなの!?」

　詩し織おり会かい長ちょうが、目めを見み開ひらいて、カーペットを見みつめる。

「そうです。このカーペットの四し角かくを１と数かぞえて、館やかたの中なかの場ば所しょを示しめしたのが、あの金きんのプレートに書かかれているものです」

　ケイは、はっきりと言いい切きる。

「なんで、そう言いい切きれるの？　違ちがう可か能のう性せいもあるんじゃ……」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの言こと葉ばに、ケイは首くびを横よこにふった。

「どうやら、この館やかたをつくった桧ひ崎さき修しゅう介すけは、ルールに対たいしてフェアなようです。ところどころに、ヒントがありました」

　ヒント？

「床ゆかに近ちかい壁かべに、ごく小ちいさく、金きんのプレートと同おなじような数すう式しきが書かいてあった。それもいくつもの場ば所しょで。確かく認にんしてみたが、壁かべから数かぞえたカーペットの四し角かくの数かずと、同おなじだった。おそらくこれは、館やかたのすべてのカーペットを数かぞえるには、時じ間かんが足たりないためのヒントだろう」

　じゃあ、ケイがしゃがみこんで、なにかを見みてたのって……。

「なにかが書かきこんであるのには、すぐに気きづいた。だから、確かく認にんしていたんだ。どういう意い味みがあるのかを」

　なら、それを元もとに、金きんのプレートに書かいてある場ば所しょのカーペットに行いけばいいって、ことだよね？

「そういうことだ。そして、１つずつ見みてまわってる時じ間かんはない」

　ケイはそう言いって、また詩し織おり会かい長ちょうを見みる。

　あとはまかせます、という意い味みみたい。

　詩し織おり会かい長ちょうが、あとを受うけるようにうなずいて、わたしたちの顔かおを見み回まわす。

「話はなしはわかったわ。いい、みんな。金きんのプレートに書かかれているのは、４か所しょ。４チームに手て分わけをして、それぞれ探さがしにいきましょう。

　……氷ひ室むろさん、春はる川かわさん、瀬せ上がみさんの３人にんで一ひと組くみ。紅こう月づきさんと紅こう月づきくんの２人ふたりで一ひと組くみ。そして、わたしと涼すず香かは、１人ひとりずつで行いくわ。……それでいいわね？」

　詩し織おり会かい長ちょうが、ケイにきく。

「……問もん題だいありません」

　ケイが、うなずく。

　でも、先せん輩ぱいたち１人ひとりで、大だい丈じょう夫ぶなんですか？

　なんだったら、わたしが１人ひとりでも……。

「ダメよ。１年ねん生せいを、１人ひとりで行いかせるわけにはいかないわ」

　すぐに強つよい口く調ちょうで、詩し織おり会かい長ちょうが首くびをふる。

「そうそう。たまには、先せん輩ぱいを頼たよりにしてよね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいがそう言いって、わたしの肩かたをポンッとたたく。

　それから、みんなを見みた。

「なにかあったら、おたがい大おお声ごえを上あげること。この館やかたが大おおきくても、声こえを上あげれば、すぐにわかるわ」

「そうね……」

　詩し織おり会かい長ちょうがつぶやいて、デジタル時ど計けいを見みる。

　数すう字じは、もうすぐ15分ふんを切きるところ。

「時じ間かんは、あと15分ふん。みんな、絶ぜっ対たい脱だっ出しゅつするわよ！」

　詩し織おり会かい長ちょうの言こと葉ばに、わたしたちは、そろって大おおきくうなずいた。







　　　　７　力ちからを合あわせて




　わたしは、ケイとならんで、館やかたの中なかを歩あるいていく。

　本ほん当とうは、走はしっていきたいところなんだけど、暗くらすぎてそれもむずかしい。

　外そとでは、完かん全ぜんに日ひが落おちたみたいで、窓まどから明あかりが入はいらないんだよね。

　それに、どんなものが仕し掛かけてあるかわからないから、慎しん重ちょうに進すすまなくちゃいけない。

　ケイの話はなしだと、金きんのプレートに書かいてあるのには、２階かいはふくまれていないんだって。

　もしそうなら、もっと数かずが大おおきくなるはずみたい。

　詩し織おり会かい長ちょうが、金きんのプレートから、数すう式しきを各かくグループに割わりふって、それぞれに目もく的てき地ちに向むかってる。
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「でもさ、先せん輩ぱいたちがいてよかったよね」

　わたしは、携けい帯たい電でん話わで前まえを照てらしながら、言いう。

　懐かい中ちゅう電でん灯とうは２個こしかないから、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり会かい長ちょうに、持もっててもらうことにしたんだ。

　わたしたちも、実み咲さきたちも、人にん数ずうがいるから、携けい帯たい電でん話わで照てらせばけっこう明あかるいしね。

「そうじゃなかったら、実み咲さきたちは、とっくにパニックになってただろうし」

　詩し織おり会かい長ちょうのリーダーシップ。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの場ばを和なごます、ムードメーカーぶり。

　前まえからすごいとは思おもってたけど、また尊そん敬けいし直なおしちゃったよ。

「……ああ。パニックになっていたら、それをなだめるのに時じ間かんを使つかって、脱だっ出しゅつする時じ間かんがなくなる。それも桧ひ崎さき修しゅう介すけの計けい算さんのうちだろう」

　わたしたちは、その桧ひ崎さき修しゅう介すけってヤツを、うまく出だし抜ぬいたってわけね。

　まだ、名な前まえしか知しらないけどさ。

「だが、先せん輩ぱいたちも落おちついて見みえるが、不ふ安あんは感かんじてるはずだ」

　……うん。

　わたし、チラッと見みたんだよね。

　詩し織おり会かい長ちょうが、拳こぶしをにぎりしめてるの。

　あれって、ふるえそうになるのを、抑おさえてたんじゃないかなって、思おもうんだ。

「こんな状じょう態たいで、いつも通どおりでいられるのは、ぼくたちだけだ。……アスカ、それはわすれるな」

　わかってる。

　レッドとして、動うごくわけにはいかないけど、レッドでの経けい験けんは活いかせるもんね。

　こういう危あぶない目めには、何なん度どだってあってるし。

　そのたびに、くぐりぬけてきたんだもん。

「絶ぜっ対たい、脱だっ出しゅつしようね！」

「……あたりまえだ」

　ケイはそっけなく答こたえると、立たち止どまった。

「このあたりだな」

　ケイは、床ゆかに近ちかい壁かべを見みてる。

　わたしも、いっしょにのぞきこむ。

　壁かべと床ゆかのつなぎ目めの、木きの部ぶ分ぶんに、数すう字じが刻きざまれてる。

　35×60

　わたしたちが向むかっているのは、35×63。

　つまり、あと３つ先さきってこと？

「そうらしい」

　ケイが１歩ぽずつ、慎しん重ちょうにろう下かを進すすむ。

　１つ、２つ……３つ。ここだ。

　わたしは、赤あかい四し角かくのカーペットを見みる。

　少すこしほこりをかぶって、うす汚よごれてるけど、ただのカーペットがあるだけ。

　なにか書かいてあるとか、おいてあるとかは、ぜんぜんない。

　これで、本ほん当とうにあってるわけ？

「たぶん、ほかの場ば所しょも同おなじだろう」

　……え？

　それってどういう……。

　ケイにきく前まえに、わたしの携けい帯たい電でん話わの着ちゃく信しん音おんが鳴なる。

　詩し織おり会かい長ちょうからだ。

　電でん話わに出でる。

『紅こう月づきさん、そっちはどう？』

「変かわったものは、なにもありません。ただのカーペットですよ」

『こちらもそう。先さきにほかの場ば所しょに行いったみんなにも、確かく認にんしたけど、なにもないそうよ』

「それじゃあ、この解とき方かたは、まちがいってことですか？」

『……紅こう月づきくんも、そう言いってる？』

　ん、ケイ？

　顔かおを寄よせて、いっしょに電でん話わを聞きいていたケイが、少すこし考かんがえる顔かおをしてる。

　ケイはさっき、「ほかの場ば所しょも同おなじだろう」って言いってた。

　それって、なにもないことは予よ想そうしてたって、ことだよね？

　ケイが、なにげなく、足あしを前まえにふみだす。

　……って、そこは35×63のカーペットじゃん！

　ケイは、両りょう足あしで目もく的てきのカーペットの上うえに立たつ。

　わたしは、おもわずあたりを見みまわす。

　……な、なにも音おととかはしない。

　びっくりさせないでよ、もう！

「やはりそうか」

　ケイが１人ひとりでうなずいてる。

　だから、勝かっ手てに納なっ得とくしないで、わたしたちにも、説せつ明めいしてよ。

　わたしの視し線せんに気きづいたのか、ケイがこちらを向むいた。

「……アスカが、ドア近ちかくのカーペットをふんだことで、この仕し掛かけは作さ動どうした。そうだったな？」

　う、うん。

　あのとき、なにかをふんだ感かんじがしたんだよね。

　でも、今いまそれが、どうかしたの？

「ということは、逆ぎゃくもおそらくそうだ」

　逆ぎゃく？

「このカーペットをふむと、少すこし沈しずみこむ。おそらくは、アスカがふんだのと同おなじ仕し掛かけだろう。ただし、１つでは作さ動どうしない。４か所しょを、一いち度どにふみこむ必ひつ要ようがある、ということだ」

　で、でも！

　また変へんな仕し掛かけが、動うごきだしちゃったら、どうするのよ！

「それはない。桧ひ崎さき修しゅう介すけはわざわざタイムリミットをつくって、謎なぞまで用よう意いした。しかも、ヒントまで用よう意いしている。それなのに、これ以い上じょうのワナにかける意い味みがない」

　でも、それだけじゃあ、わからないじゃない。

　意い地じが悪わるいヤツなら、ワナを仕し掛かけてるかもしれないし。

「桧ひ崎さき修しゅう介すけはフェアな人にん間げんだ。自じ分ぶんでつくったルールをやぶるとは、思おもえない」

　ケイは、めずらしく、はっきりとした口く調ちょうで言いった。

　なんで、そんなこと言いい切きれるのかわからないけど、それを説せつ明めいしてもらってる時じ間かんもない。

『紅こう月づきくんのことを信しんじましょう。ほかの方ほう法ほうを、探さがしている時じ間かんはないわ』

　わたしは、腕うで時ど計けいを見みる。

　残のこり時じ間かんは、５分ふんを切きってる。

「わかりました。じゃあ、こっちは実み咲さきたちに連れん絡らくします」

『わたしは、涼すず香かに連れん絡らくするわ。……それじゃあ、館やかたの外そとで会あいましょう』

　電でん話わが切きれる。

　すぐに実み咲さきに電でん話わをかける。

　さっきのケイの話はなしを説せつ明めいして、目もく的てきのカーペットの上うえに立たってもらう。

　これで２つ目め。

　電でん話わを切きって、詩し織おり会かい長ちょうたちを待まつ。

　じっとりと、空くう気きがまつわりつくように、重おもく感かんじる。

　あと３分ぷん。

　ケイは、カーペットの上うえで、じっとして、目めをつぶってる。

　まだなの……早はやくしないと時じ間かんが──

　そのとき、

　ガシャン！

　　ガシャガシャン

　館やかたのどこかから、機き械かいが動うごく音おとが聞きこえてきた！

　さっき、閉とじこめられたときと同おなじ！

「アスカ、行いくぞ！」

　ケイが目めを開あけて、声こえを上あげる。

　い、行いくってどこに!?

「正しょう面めん玄げん関かんだ。今いまので、あそこのドアのロックが開あいたはずだ！」

　ケイが走はしり出だしながら、携けい帯たい電でん話わでどこかにかけている。

「折おり原はら会かい長ちょう、正しょう面めん玄げん関かんに向むかってください！　できるかぎり全ぜん速そく力りょくで！」

　ケイがめずらしく、叫さけんでる。

　わたしもケイを追おって走はしりながら、実み咲さきに電でん話わをかける。

『アスカ？　今いまの音おとって……』

「いいから今いますぐに正しょう面めん玄げん関かんに向むかって！　全ぜん速そく力りょくで!!」

『わ、わかった！』

　電でん話わを切きると、横よこに並ならんだわたしを、走はしってるケイがちらりと見みた。

「彼女かのじょたちは、一いち番ばん、正しょう面めん玄げん関かんに近ちかい場ば所しょだから、大だい丈じょう夫ぶなはずだ」

　あっ、そういえば。

　そして、一いち番ばん、正しょう面めん玄げん関かんが遠とおいのは、わたしたち。

　もしかしてケイ、最さい初しょから脱だっ出しゅつ方ほう法ほうはドアのロックが解かい除じょされることって、わかってたの？

「想そう像ぞうはしていた。初はじめに聞きこえた音おとの位い置ちからして、ほかに脱だっ出しゅつ口ぐちをつくるなら、機き械かい音おんがあれだけということはない。ただ、問もん題だいは……」

　そう言いって、ケイは腕うで時ど計けいを見みる。

　時じ間かんがない。

　──残のこり１分ぷん。

　えっ、今いまので、爆ばく発はつも解かい除じょされてたりしないわけ？

「それはないだろう。『脱だっ出しゅつできるかな？』とは書かいてあったが、『爆ばく発はつを止とめられるか？』とは書かいてなかったからな」

　そ、そういえば、そうだっけ。

　ケイの言いうように、厳げん格かくにルールどおりっていうんなら、書かいてないことは、絶ぜっ対たいにないってわけね。

「そういうことだ」

　ああもう！

　そんなところは、ルールどおりじゃなくていいのに！

　走はしっていると、ろう下かの先さきに光ひかりが見みえてくる。

　ドアが開あいてるっ！

　やっぱり、ロックがはずれたんだ。

　ドアを押おさえるように持もって、詩し織おり会かい長ちょうと幸ゆき村むら先せん輩ぱいが立たってる。

　その奥おくの、館やかたの外そとの前まえ庭にわに、実み咲さきたちの姿すがたもあった。

　みんな、脱だっ出しゅつできたんだ。よかった！

　あとは、わたしとケイだけ！

「アスカ、あと、10秒びょうよ！」

　詩し織おり会かい長ちょうの声こえ。

　ドアまでは、あと20メートル。
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　大だい丈じょう夫ぶ、それなら余よ裕ゆうで間まに合あ……っと！

「わわっ！」

　右みぎ足あしがすべって、体たい勢せいがくずれる。

　気きが抜ぬけたせいか、はがれかけたカーペットに、つま先さきがひっかかったみたい！

「紅こう月づきさん！」

「アスカ！」

　詩し織おり会かい長ちょうと、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの声こえが聞きこえる。

「いいから、みんな、館やかたからはなれて！」

　わたしは、ドアに向むかって叫さけぶ。

　こんなところで！

　左ひだり足あしを大おおきくふみこんで、ムリヤリ体たい勢せいを立たて直なおす。

「あと３秒びょう！」

　ケイに追おいつく。

　ドアはすぐ目めの前まえ。

　わたしとケイは、同どう時じにカーペットをけって、館やかたの外そとに向むかって、飛とび出だす。

　空くう中ちゅうで、わたしはケイに向むかって両りょう手てを伸のばした。

「ふせろ！」

　ケイの声こえと同どう時じだった。

　ドオオオオンンッ！！

　せなかを殴なぐられるように、爆ばく風ふうに押おされて、わたしたちは前まえに転ころがった。

　地じ面めんをゆらすような大おおきな音おとが、館やかたから響ひびく。

　パリンパリン

　窓まどガラスが割われて、煙けむりと炎ほのおが噴ふき出だしてくる。

「キャッ！」

　少すこし離はなれた先さきで、地じ面めんにふせている実み咲さきたちが、悲ひ鳴めいを上あげる。

「ケイ、立たって」

　わたしは、もつれあうように倒たおれていたケイの体からだを、支ささえるようにしながら立たちあがった。

　身みを低ひくくしながら、なんとか館やかたからはなれる。

　詩し織おり会かい長ちょうも、幸ゆき村むら先せん輩ぱいがかばって、身みをふせていたけど、起おきあがった。

　実み咲さきたちと合ごう流りゅうして、わたしたちはよろよろと館やかたを後あとにした。

　わたしたちは、十じゅう分ぶんはなれてから、ようやく館やかたを振ふり返かえる。

　爆ばく発はつと同どう時じに、館やかたのあちこちから同どう時じに上あがった炎ほのおが、あっという間まに空そらを染そめ上あげて、館やかた全ぜん体たいをくずしていく。

「……助たすかったわね」

　詩し織おり会かい長ちょうが、ぽつりと言いった。

　いつもみたいな、冷れい静せいな声こえじゃなくて、力ちからが抜ぬけたような声こえだった。

「よ、よかったぁ……」

　優ゆ月づきが、ぺたんと地じ面めんにすわりこんで、涙なみだ目めになってる。

　そのとなりにいる、実み咲さきや水み夏なつも、顔かおがこわばっていた。

「どうやら、連れん絡らくするまでもないみたいね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、館やかたと反はん対たいの方ほう向こう、海うみのほうを見みて言いった。

　わたしは、耳みみをすましてみる。

　　　　　　ウ──　リンリンリン　ウ──

　遠とおくに、消しょう防ぼう車しゃのサイレンの音おとが聞きこえる。

　どうやら、今いまの爆ばく発はつ音おんと炎ほのおに気きづいたみたい。

　いろいろと聞きかれそうだけど、なんて答こたえたらいいんだか……。

　一いち番ばん事じ情じょうを知しってそうなのは、ケイなんだけど。

　そう思おもって、ケイを見みる。

　ケイは、炎ほのおにつつまれている館やかたを、じっと見み上あげていた。

　真まっ黒くろな瞳ひとみに、赤あかい炎ほのおがうつってる。

　その顔かおが真しん剣けんで、脱だっ出しゅつできたことを喜よろこんでるようにも、見みえない。

　……なにを考かんがえてるんだろう？

　わたしは、脱だっ出しゅつできてほっとした気き持もちと、少すこしの不ふ安あんを感かんじながら、くずれ落おちる館やかたを、ながめていた。







　　　　８　天てん才さい建けん築ちく家かのおもわく




　天てん井じょうが近ちかい。

　２段だんベッドの上うえで、わたしはゴロンと横よこになっていた。

　あの館やかたの事じ件けんから、まだ２日かしかたっていない。

　結けっ局きょく、あのあと警けい察さつに話はなしをきかれて、そのまますぐに家いえに帰かえることになったんだよね。

　実み咲さきたちも、ショックが大おおきかったみたいだし、遊あそんでる場ば合あいじゃなかったもんね。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、すごく申もうし訳わけなさそうに、何なん度ども謝あやまってたけど、だれも幸ゆき村むら先せん輩ぱいのせいだなんて、思おもってない。

　どっちかといえば、あんな館やかたを調しらべに行いった、ケイのせいなんだし。

　そのケイは今いま、わたしの下した、机つくえの前まえでパソコンのキーボードを打うってる。

　あいかわらず、見みえないぐらいの指ゆびの動うごき。

　帰かえってきてから、ずっとあの調ちょう子しで、パソコンに向むかってるんだよね。

　いつ寝ねてるのかも、わからないぐらい。

　きいても答こたえてくれないし。

　たぶん、館やかたの事じ件けんのことだと思おもうんだけど。

　あの館やかたの事じ件けんは、あれで終おわりなのかな……。

　くずれ落おちる館やかたを見みながら、なんとなく感かんじた不ふ安あん。

　あの不ふ安あんが本ほん当とうだったら……。

　そう思おもったら、宿しゅく題だいになんか、手てがつくはずないよね。

　わたしは、そんなことを考かんがえながら、棒ぼうアイスを一ひと口くちかじった。

「……アスカ」

　気きづいたら、ケイのキーボードをたたく音おとが止とまっていた。

　ベッドから顔かおを出だすと、ケイがこっちを見み上あげていた。

「なに？　ケイもアイス食たべる？」

「調しらべがついた。今いまから話はなす」

　ケイはそう言いって、またパソコンのほうを向むく。

　待まってましたぁ！

　わたしは、体たい勢せいを整ととのえると、

「よっと」

　ベッドから飛とび降おりて、床ゆかに着ちゃく地ちする。

　そのまま、ケイのそばに立たつ。

「それでそれで？　なにを教おしえてくれるわけ？」

　ケイが背せ中なかごしに言いった。

「桧ひ崎さき修しゅう介すけについてだ」

　ひさきしゅうすけ……。

　え～と、あの館やかたをつくった人ひと、だっけ？

「そうだ。天てん才さい建けん築ちく家かと言いわれていた」

　言いわれていた？

　なんで、昔むかしのことみたいに言いうの？

「10年ねん前まえに、亡なくなっているからだ」

　……へ？

　じゃあ、あの館やかたをつくった人ひとは、とっくに亡なくなってたってこと？

「だから、そう言いってる」

　でもさ。

　それじゃあ、あの仕し掛かけって、10年ねん前まえからあったってこと？

「そうだろうな。10年ねん以い上じょうも、あの建たて物ものに足あしを踏ふみ入いれようとした人にん間げんがいなかったのは、幸さいわいだったよ。まあ、あの館やかたは、公こう式しきには、天てん才さい・桧ひ崎さき修しゅう介すけがつくったものじゃないからな」

　ん？

　どういうこと？

「公こう式しきの記き録ろくには、どれも別べつの名な前まえが書かかれていた。追つい跡せきしてみたら、その名な前まえは、館やかたがつくられた当とう時じには、すでに亡なくなっている人ひとのものだった」

　ええええっ！

　で、でも、あのとき、ケイは言いったじゃん。

　この館やかたは桧ひ崎さき修しゅう介すけがつくったものだって。

「ああ。桧ひ崎さき修しゅう介すけが、なんらかの目もく的てきでつくった館やかただということは、調しらべがついていた。だが、それほどまでに記き録ろくを隠かくした目もく的てきがわからない。だから、直ちょく接せつ調しらべに行いったんだ」

　ん～、１つ質しつ問もん。

　なんでケイが、わざわざ調しらべたりしたわけ？

　レッドが関かかわるような事じ件けんとは、関かん係けいないんでしょ？

「関かん係けいない。個こ人じん的てきな興きょう味みだ」

　ケイが、興きょう味みを持もつ建けん築ちく家かね……。

　それはそれで、興きょう味みがわくんだけど。

　どんな人ひとなわけ？

「わすれ去さられた天てん才さい、という言こと葉ばが、合あうような建けん築ちく家かだ」

　わすれられちゃったのに、天てん才さいなわけ？

　天てん才さいなら、わすれ去さられたりなんて、しない気きがするんだけど。

　それに、そう言いったケイの表ひょう情じょうが、少すこしさびしげに見みえる。

　……ほかの人ひとが見みたら、気きづかないぐらいの、ほんのちょっとだけど。

「……20年ねんほど前まえ、桧ひ崎さき修しゅう介すけは、知しる人ひとぞ知しる天てん才さい建けん築ちく家かとして知しられていた。今いまでも、日にっ本ぽん全ぜん国こくに、彼かれの設せっ計けいした建けん築ちく物ぶつが残のこっている。数かずはさほど多おおくないが、一いっ般ぱん住じゅう宅たくのほかにも、公こう共きょう施し設せつなども手て掛がけていた」

　へえ～。

　建けん築ちく家かって、いろいろつくるんだ。

「あるとき、とても風ふう変がわりな小ちいさな美び術じゅつ館かんに出で会あったんだ。いろいろと仕し掛かけが施ほどこしてあって、ただ歩あるいてまわるだけじゃ、すべての美び術じゅつ品ひんを見みられない。隠かくし部べ屋やがあったりしたんだ」

　か、隠かくし部べ屋や……。

　美び術じゅつ館かんにそんなのあっても、いいの？

　気きづかない人ひとは、そこに飾かざられた絵えが、見みられないじゃん。

「そう。隠かくし部べ屋やへの行いき方かたに、気きづいた人ひとだけが見みられる。それがまた、おもしろいんだ」

　そういうケイは、かすかに笑えみを、うかべたように見みえた。

　ケイの笑わらうところなんて、そうそう見みられないから、よっぽどおもしろかったみたい。

「それで、美び術じゅつ館かんをつくった建けん築ちく家かが気きになって、調しらべてみた。それが──桧ひ崎さき修しゅう介すけだった」

　そういうことかぁ。

　ケイは、天てん才さいがつくったもの、見みてまわるの好すきだもんね。

　前まえに、美び術じゅつ館かんに時と計けいを見みに行いったときも、楽たのしそうだったし。

　わたしには、そういうのはわからないけどさ。

　でも、そんな人ひとが、どうしてあんな危あぶない館やかたの仕し掛かけを、つくったりしたわけ？

　いままでの話はなしを聞きく限かぎりでは、そんな危あぶないことする人ひとには、思おもえないんだけど。

「あんな仕し掛かけがあるとは、ぼくも思おもっていなかった。……なにか嫌いやな予よ感かんがして、調しらべに行いっただけだったんだ」

　名な前まえを隠かくして、つくった館やかただっけ。

　たしかに、なにかあるって気きはする。

　そのとおり、とんでもないことが、あったわけだけど。

「帰かえってきてから、もう一いち度ど、桧ひ崎さき修しゅう介すけについて調しらべてみた。なぜ、あんな館やかたをつくる必ひつ要ようがあったのか。それも、名な前まえを隠かくして」

　それで？

「15年ねんほど前まえから、とつぜん、桧ひ崎さき修しゅう介すけの建けん築ちく物ぶつが、新あたらしくつくられなくなった」

　えっ？　どうして？

　それまで、たくさんつくってたんでしょ？

「桧ひ崎さき修しゅう介すけは、ある建けん設せつ会がい社しゃと組くんで、建けん築ちく物ぶつをつくることが多おおかった。ところが、その建けん設せつ会がい社しゃは、巨きょ大だいなグループ会がい社しゃに連つらなる建けん設せつ会がい社しゃと、ライバル関かん係けいにあったんだ。桧ひ崎さき修しゅう介すけが組くんでいた建けん設せつ会がい社しゃは、その当とう時じ、国こく内ないの建けん設せつ会がい社しゃではトップに立たっていた。その座ざを保たもてていたのも、桧ひ崎さき修しゅう介すけの力ちからが大おおきかった。ユニークかつ、桧ひ崎さき修しゅう介すけ以い外がいに考かんがえつかない独どく創そう的てきな発はっ想そう。建けん築ちくの依い頼らいは、数すう年ねん待まちだったらしい。ある意い味み、桧ひ崎さき修しゅう介すけ１人ひとりで、支ささえていたといえる」

　それって、ものすごいことだよね？

　１人ひとりで、その巨きょ大だいグループを相あい手てにしたってことでしょ。

「だが、第だい２位いとなる建けん設せつ会がい社しゃのバックにいる巨きょ大だいグループも、だまっていなかった。グループ本ほん社しゃが動うごいて、強ごう引いんにそのライバルの建けん設せつ会がい社しゃを吸きゅう収しゅうしたんだ」

　きゅうしゅう？

「つまり、グループの仲なか間まに引ひき入いれてしまったんだ」

　えええっ！

　そんなの、ありなの!?

「会かい社しゃ同どう士しでは、よくあることだ。ただ、桧ひ崎さき修しゅう介すけは納なっ得とくしなかった。反はん発ぱつして、その建けん設せつ会がい社しゃと関かかわらなくなった。べつの小ちいさな建けん設せつ会がい社しゃと、仕し事ごとをするようになったが、それまでのような活かつ躍やくはできなかったんだ」

　どうして？

　今いままで、依い頼らいがいっぱいきてたんでしょ。

「時じ代だいも悪わるくなって、以い前ぜんみたいに、桧ひ崎さきの遊あそび心ごころやクリエイティビティを思おもう存ぞん分ぶん発はっ揮きできるような建たて物ものは、必ひつ要ようとされなくなっていったんだ。桧ひ崎さきの設せっ計けいする建たて物ものは、個こ人じん宅たくであっても、莫ばく大だいなお金かねのかかるものが、多おおかったんだ。……依い頼らい主ぬしもどんどん減へっていった。時じ代だいにおもねることも、プライドが許ゆるさなかったんだろう。意い気き消しょう沈ちんした桧ひ崎さきは、そのうち、不ふ治じの病やまいにおかされて、最さい後ごは孤こ独どくに亡なくなったそうだ。それが10年ねん前まえのことだ」

　……そんなことがあったんだ。

　だけど、それとあの館やかたと、どういう関かん係けいがあるわけ？

「これは想そう像ぞうだけど、病びょう気きが治なおらないと知しった桧ひ崎さきは、自じ分ぶんの仕し事ごとを奪うばった巨きょ大だいグループ企き業ぎょうへの逆さか恨うらみと、それ以い上じょうに……死しぬ前まえにもう一いち度ど、自じ分ぶんの才さい能のうをこの世よに刻きざみつけたい、記き憶おくに残のこりたい、せめて一いっ矢し報むくいたい……そんなふうに考かんがえて、こんなことを始はじめたのかもしれない」

　そんな！

　別べつに、悪わるい会かい社しゃになったわけじゃないんでしょ!?

「ああ。２つの会かい社しゃが、おたがいの足たりない部ぶ分ぶんを補おぎなって、世せ界かい的てきな建けん設せつ会がい社しゃになった」

　じゃあ、なんで？

「巨きょ大だいグループが、桧ひ崎さき修しゅう介すけから、活かつ躍やくの場ばをうばったのは、たしかだ。それに、あの館やかたがつくられたのは、13年ねん前まえ。時じ期きからしても、あっている」

　でもさ！

　たとえ、恨うらみに思おもってたとしても、あんな館やかたをつくることに、なんの意い味みがあるの？

　幽ゆう霊れい屋や敷しきなんて、呼よばれてたわけだし、わたしたちが入はいらなかったら、ずっとそのままだったと思おもうよ。

「……あれがもし、練れん習しゅうだったとしたら？」

　ケイは、目めをするどくして言いう。
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　練れん習しゅう？

「名な前まえを隠かくして、桧ひ崎さき修しゅう介すけはためしたのかもしれない。うまく仕し掛かけが作さ動どうするように、館やかたをつくれるかどうか」

　なんで、そんなことするわけ？

「練れん習しゅうするのは、本ほん番ばんをまちがえずにやるためだろう。調しらべているうちに、１つ気きになる館やかたを見みつけた。それは、彼かれの最さい期ごの仕し事ごとで、そして……その館やかたの持もち主ぬしは…………花はな里さと家けだった」

　えっ……。

　は、花はな里さと……家け!?

　それって、琴こと音ねさんのことだよね。

　じゃ、じゃあさっきから出でてきてた、巨きょ大だいグループ企き業ぎょうって……。

「そうだ。花はな里さとグループ。花はな里さと家けが、桧ひ崎さきのターゲットかもしれないんだ」

　え……えええええっ!!

　じゃあ、その館やかたにあの仕し掛かけがあるってこと？

「かもしれない。だが、今いまの今いままでなにも起おこらなかったんだ。やはり止やめたのかもしれない」

　どっちなのよ！

「そればっかりは、わからない。桧ひ崎さき修しゅう介すけが死しんでしまった今いまでは、きくこともできない。ただ、気きがかりなことがある」

　なに？

「その館やかたは、建たてられて以い来らい、ずっと使つかわれていなかったようなんだ。しかし、今こん度どの週しゅう末まつ、その館やかたで、花はな里さと家けのパーティーが行おこなわれることになった。花はな里さと琴こと音ねさんも、その場ばに来くることになってる」

　ちょ、ちょっと待まってよ！

　それって、危あぶないんじゃ……。

「単たんなる思おもい過すごしかもしれない。……だが、万まんが一いち仕し掛かけがあって、それが作さ動どうしたら、大たい変へんなことになる。とうぜん、桧ひ崎さき修しゅう介すけは練れん習しゅうより本ほん番ばんに、力ちからを入いれているだろうからな」

　あの館やかた以い上じょうに、危き険けんな館やかた……かもしれない、ってこと？

　ああもう！

　はっきりしないんじゃ、動うごきようがないよ。

「調しらべてみれば、いいんでしょ。……というか、ケイは最さい初しょからそのつもりだったんだよね？」

　レッドに関かん係けいないのに、こんなにくわしい話はなしを、わたしにするなんて、おかしいもん。

　わたしなら、琴こと音ねさんに頼たのんで、うまくパーティーに入はいりこめるって、ことでしょ。

「……アスカも、少すこしは頭あたまがまわるようになったじゃないか」

　本ほん当とうに、おどろいたような顔かおで、ケイが言いう。

　あ、あのね……。

　人ひとのこと、なんだと思おもってるのよ。

「アスカの頭あたまは、頭ず突つきのためにあるのかと、思おもっていた」

　そういうことを、真ま顔がおで言いわないっ！

　あとで、頭ず突つきしてやろうかな、ほんとにもう！

　そのとき、携けい帯たい電でん話わの着ちゃく信しん音おんが鳴なった。

「ん？　だれだろ」

　わたしは、携けい帯たい電でん話わをとって、ディスプレイを見みる。

「ケイ、タイミングばっちり」

　わたしは、そう言いって、ケイに携けい帯たい電でん話わのディスプレイを見みせる。

　そこには、『花はな里さと琴こと音ね』と表ひょう示じされていた。







　　　　９　花はな里さと家けのおさそい




「ふあぁ～、やっとついた」

　わたしは、大おおきく伸のびをして、荷に物もつを地じ面めんにおろす。

　電でん車しゃで１時じ間かん半はんほどの、山やまに近ちかい駅えき。

　かなり田舎いなかの駅えきだからか、のんびりした雰ふん囲い気きで、人ひとの姿すがたも、わたしたち以い外がいは、ほとんどいない。

　たまに、リュックサックを背せ負おって、登と山ざんのかっこうをしたおじさんやおばさんを、見みかけるぐらい。

「空くう気きがいいところじゃない。こういうところ、私わたし、好すきだなぁ」

　そう言いって、後うしろからやってきたのは、幸ゆき村むら先せん輩ぱい。

　いっしょに、詩し織おり会かい長ちょう、実み咲さき、優ゆ月づき、水み夏なつもいる。

　どうして、みんながいるかって？

　じつは、琴こと音ねさんが、

『今こん度どの週しゅう末まつに、パーティーをやるんだけど、アスカちゃんもどうかなと思おもったの。アスカちゃんには、いろいろと迷めい惑わくかけちゃっているし、今こん度どのパーティーは堅かた苦くるしいものじゃないから、旅りょ行こうがてら、遊あそびにきてほしいんだけど、どうかな？　誘ゆう拐かい事じ件けんで助たすけにきてくれた、折おり原はらさんたちや、豪ごう華か客きゃく船せんのとき巻まきこんでしまった氷ひ室むろさんたちも、誘さそう予よ定ていなの』

　って。

　結けっ局きょく、みんながそろって、出でかけることになったの。

　この間あいだ、たいへんな目めにあったばかりなのに、みんないっしょに行いくのはどうかなと思おもったけど、たしかな証しょう拠こもないのに、琴こと音ねさんからの、せっかくのお誘さそいを「断ことわったほうがいい」なんて、言いえないしね……。

　結けっ局きょく、ガーデンパーティーで、館やかたの外そとだけでやるらしいから、だいじょうぶだろうってことで、行いくことになったんだ。

　……まあ、仕し掛かけがあるって、決きまったわけでもないしさ。

　ただ、かんじんのケイが！

「ぼくにはやることがある」なんて言いって、昨日きのうからいなくなっちゃったんだ！

　いったい、どこに行いったんだろ？

　本ほん当とうに、勝かっ手てなんだから！

　とにかく、わたしだけでも、気きを引ひきしめてないとね。

「予よ定ていしていたのより、１本ぽん早はやい電でん車しゃに乗のれたから、30分ぷんぐらい、早はやいわね」

　詩し織おり会かい長ちょうが、バッグを片かた手てに、わたしのとなりにやってくる。

「おくれるよりは、いいじゃないですか。電でん車しゃの本ほん数すうも少すくないですし」

　ここまで来くる電でん車しゃが、30分ぷん～１時じ間かんに１本ぽんぐらいだったんだよね。

　琴こと音ねさんには、もう１つあとの電でん車しゃで行いくって、伝つたえてあったんだけど。

「あっ、もしかして、あれって迎むかえの車くるまじゃないですか？」

　実み咲さきが、駅えきのロータリーに入はいってくる、黒くろ塗ぬりの大おおきな車くるまを指ゆびさす。

　たしかに、見みるからに高こう級きゅう感かんがただよう車くるまは、ちょっとさびれた感かんじのこの駅えきには、すごい違い和わ感かんがある。
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　黒くろ塗ぬりの車くるまが、わたしたちの前まえでピタリと止とまると、運うん転てん席せきのドアが開あいた。

「お待またせいたしました。紅こう月づき様さま御ご一いっ行こうですね」

　真まっ黒くろなスーツを着きた、白髪しらが交まじりの男おとこの人ひとが、ふかぶかと頭あたまを下さげる。

　60代だいぐらいだと思おもうけど、細ほそ身みで、やわらかい雰ふん囲い気きの人ひとだ。

　どうやら、琴こと音ねさんの迎むかえって、この車くるまでまちがいないみたい。

「は、はい。お世せ話わになります」

　みんなでそろって、「よろしくお願ねがいします」と頭あたまを下さげる。

「でも、どうしてもう迎むかえに来きてくれたんですか？　もう１本ぽんおそい電でん車しゃで行いくって伝つたえてあったのに」

「万まん一いちにも、お客きゃく様さまをお待またせしないように、余よ裕ゆうをもって、お迎むかえにあがっています」

　わたしの質しつ問もんに、運うん転てん手しゅさんはとうぜんのように、答こたえる。

　もしかしたら、もっと早はやくから待まってたのかも。

　運うん転てん手しゅさんは、ムダのない動うごきで、こちら側がわまで来くると、うやうやしく車くるまの後うしろ側がわのドアを開あけてくれた。

　うわっ、ひろ～い！

　車くるまの中なかとは思おもえないぐらい、広ひろい。

　運うん転てん席せきと助じょ手しゅ席せきの後うしろは、向むかいあうように、座ざ席せきになってる。

　しかも、わたしたち６人にんがすわっても、まだ余よ裕ゆうがありそうな広ひろさ。

　ふっかふかの座ざ席せきに、その下したにはワインカラーの絨じゅう毯たんがしいてある。

「お荷に物もつは、トランクに入いれさせていただきます」

　車くるまに乗のり込こむ前まえに、運うん転てん手しゅさんに大おおきなバッグを預あずける。

　車くるまの中なかに入はいると、甘あまい、ちょっとほっとするような香かおりがした。

「これは……ネロリの香かおりかしら？」

　あとから入はいってきた、詩し織おり会かい長ちょうが首くびをかしげて言いう。

　ネロリ？

　セロリの仲なか間まかなにかですか？

「違ちがうわ。オレンジの花はなからとれる香かおりよ。香こう水すいやアロマテラピーに使つかわれるの。リラックスできるのよ」

　へえ～。

　さすが、詩し織おり会かい長ちょう。

　ケイみたいな、人にん間げん百ひゃっ科か事じ典てんぶり。

「……紅こう月づきさん。今いま、なにか失しつ礼れいなこと、考かんがえなかった？」

　詩し織おり会かい長ちょうに、ジロリとにらまれて、わたしは首くびをブンブンと横よこにふる。

　さ、さすが鋭するどい……。

「よくご存ぞんじですね。ネロリは、琴こと音ねお嬢じょう様さまが、お好すきな香かおりなんです」

　運うん転てん席せきにもどった運うん転てん手しゅさんが、バックミラーで、こちらを見みながら、話はなしかけてくる。

　あ、そういえば。

　琴こと音ねさんの近ちかくで、この香かおりをかいだことが、あった気きがする。

　そっかぁ。

　いい匂においだなぁ、とは思おもってたんだけど、この香かおりだったんだ。

「それでは、発はっ車しゃさせていただきます。30分ぷんほどかかりますので、飲のみ物ものをお飲のみになりながら、ごゆっくりなさってください」

　そう言いうと、車くるまが動うごき出だす。

　といっても、ほとんど揺ゆれがない。

　車くるまの性せい能のうって、だけじゃなさそう。

　この運うん転てん手しゅさんの技ぎ術じゅつが、すごいんだと思おもう。

　運うん転てん手しゅさんの言いうとおり、車くるまの中なかには、小こ型がたの冷れい蔵ぞう庫こがあって、そこに飲のみ物ものが入はいっていた。

「車くるまの中なかに冷れい蔵ぞう庫こって、初はじめて見みた……」

　優ゆ月づきが、目めを丸まるくしてる。

　コップも用よう意いされてたから、わたしたちは、飲のみ物ものをコップに空あけると、それぞれに配くばる。

　あとは、いつもどおり、おしゃべりをしてたら、30分ぷんなんて、あっという間まだった。

「そろそろ到とう着ちゃくいたします」

　運うん転てん手しゅさんの声こえに、車くるまの窓まどから外そとを見みる。

　まわりは、青あお々あおとした木き々ぎの森もりが、広ひろがってる。

　それに、かなり坂さか道みちをのぼってきてたから、だいぶ山やま奥おくに入はいってるはず。

　たしかに、こんな道みちのりを、歩あるいて行いけそうなのは、わたしと幸ゆき村むら先せん輩ぱいぐらいかも。

「見みえてきたわ」

　詩し織おり会かい長ちょうが、窓まどの外そとを指ゆびさす。

　そちらの方ほう向こうを見みると、木き々ぎの間あいだから、ひときわ目め立だつ、白しろい館やかたが浮うかびあがって見みえた。

　あれが、桧ひ崎さき修しゅう介すけが最さい後ごにつくった館やかた。

　わたしは、おもわず手てに力ちからが入はいる。

　きっと、大だい丈じょう夫ぶ。

　わたしは、そう強つよく思おもって、視し線せんをみんなのほうにもどした。







　　　　10　ガーデンパーティー




　車くるまは、そのまま館やかたの敷しき地ちの中なかに入はいっていく。

　門もんは開あいたままになっていて、車くるまが通とおる道みちもあった。

　そこを通とおって、車くるまが正しょう面めん玄げん関かんの前まえで止とまる。

　外そとからドアが開あけられる。

　タキシード姿すがたの、男おとこの人ひとが立たっている。

　どうやら、執しつ事じさんみたい。

「ようこそ、いらっしゃいました」

　執しつ事じさんが、ふかぶかと頭あたまを下さげる。

「あ……ありがとうございます」

　頭あたまを下さげられてばっかりで、なんだか調ちょう子しがくるうんだよね。

　いつもは、わたしが下さげるほうだしさぁ。

　……とくに、詩し織おり会かい長ちょうとかに向むかって。

「うわぁ……」

　わたしたちは、車くるまから降おりると、ため息いきをついた。

　正しょう面めん玄げん関かんの反はん対たい側がわで、水みずをふきあげている噴ふん水すい。

　色いろとりどりの花はなが、咲さき誇ほこっている花か壇だん。

　しばらく人ひとが住すんでいなかった、館やかたとは思おもえないぐらい、手て入いれが行いき届とどいてる。

「さすが、花はな里さと家けのパーティーね。こんなかっこうで大だい丈じょう夫ぶだったのかしら」

　詩し織おり会かい長ちょうが、心しん配ぱいそうに自じ分ぶんの服ふくを見みてる。

　カジュアルな服ふく装そうで、ということだったから、わたしたちはきれいめな服ふくを着きてきたぐらい。

　でも、この様よう子すだとドレスでなきゃ、恥はずかしそうなんだけど……。

「ご心しん配ぱいには及およびません。今日きょうの参さん加か者しゃの皆みな様さまには、カジュアルな服ふく装そうでお越こしいただくよう、お願ねがいしております。おもてなしをする我われ々われは、失しつ礼れいがないように、このような服ふく装そうですが、どうかお気きになさらず」

　ドアを開あけてくれた、執しつ事じさんが、ていねいな口く調ちょうで説せつ明めいしてくれる。

　でも、そう言いわれると、ちょっと安あん心しん。

　そうじゃなくても、わたしたち、参さん加かする人ひとたちの中なかでは、一いち番ばん年ねん少しょうだろうし。

「会かい場じょうにご案あん内ないいたします」

　そう言いって、執しつ事じさんが、正しょう面めん玄げん関かんに背せを向むけて、歩あるき出だす。

　どうやら、館やかたには入はいらずに行いくみたい。

　執しつ事じさんの案あん内ないで、館やかたの横よこ側がわにまわる。

　横よこ側がわといっても、かなり広ひろい。

　館やかたを囲かこうように、壁かべが建たってるんだけど、その壁かべまで30メートル以い上じょうある。

　しかも、通とおり道みちとして、レンガが地じ面めんにしいてあって、わたしたちは、その道みちを歩あるいてる。

　なんだか、古ふるいヨーロッパの街まち中なかに、迷まよいこんだみたい。

　……っていっても、ヨーロッパの街まち中なかなんて、歩あるいたことないけど。

「あの……１つきいてもいいですか？」

　わたしは歩あるきながら、執しつ事じさんにきく。

「どうぞ。なんでしょうか」

「どうして、こんな山やま奥おくでパーティーを開ひらいたんですか？」

　ちょっと、不ふ思し議ぎだったんだよね。

　こんなこと言いったら、いけないかもしれないけど、ここって、すっごく不ふ便べんな場ば所しょだし。

　パーティー会かい場じょうとしては、使つかいにくいんじゃないかな？

　かなりの山やま奥おくで、途と中ちゅうから家いえらしきものも、ぜんぜん見みかけなかったぐらいだもん。

「ここは、会かい長ちょうが11年ねんほど前まえに、買かわれた館やかたなのです」

　会かい長ちょうっていうと、琴こと音ねさんのお祖父じいさんだっけ。

　でも、なんでまた、この館やかたを買かったんだろう？

「そのころ、会かい長ちょうは仕し事ごとで、かなりお疲つかれになっていまして……。人ひとに会あわずにすむ、隠かくれ家がのような場ば所しょがほしくて、人ひと里ざとからはなれた、緑みどりに囲かこまれた、この館やかたを買かわれたそうです。ただ、実じっ際さいにはここにいらっしゃる時じ間かんもとれず、ほとんど使つかわれていないのです。管かん理りは我われ々われにまかされておりましたので、ご覧らんのとおり、手て入いれは行いき届とどいておりますが」

　なるほど。

　それで、使つかわれてなかったんだ。

　ん？

　でもそうしたら、どうしてここで、パーティーを開ひらくことになったんですか？

「琴こと音ねお嬢じょう様さまのご提てい案あんです。ご幼よう少しょうのころに、何なん度どかいらっしゃったことがありまして、ここの庭にわと景色けしきを気きに入いられていたんです。いつかここでパーティーを、開ひらきたいと考かんがえていらっしゃったようです。取とり引ひき先さきなどを招まねくのであれば、交こう通つうが不ふ便べんなここでは、問もん題だいがありますが、あくまでカジュアルなパーティーで、ご招しょう待たいするのはお身み内うちとご友ゆう人じんのみですから」

　そっか。

　ここを使つかいたいって言いったのは、琴こと音ねさんなんだ。

　でも、それまでも、まるっきり、使つかわれてなかったわけじゃないみたい。

　それでも長ながい間あいだずっと、仕し掛かけが作さ動どうしなかったってことは、ケイの考かんがえすぎだったのかも。

　ちょっと、肩かたの力ちからがぬけちゃった。

「こちらが、会かい場じょうでございます」

　前まえを歩あるいていた、執しつ事じさんが立たち止どまり、左ひだり手てを道みちの先さきに向むけている。

　どうやら、館やかたの裏うら手てが会かい場じょうみたい。

　わたしたちは、そのまま執しつ事じさんの横よこを通とおりぬける。

「わあぁ！　すごいっ！」

　一いっ気きに視し界かいが広ひろがって、わたしはおもわず声こえを上あげる。

　日ひ差ざしで、きらきらと輝かがやいて見みえる芝しば生ふに、たくさんの人ひとたち。

　にぎやかな会かい話わが、あちこちから聞きこえてくる。

　ざっと、１００人にんはいるかも。

　それでも、少すこしも狭せまく感かんじさせないぐらい、広ひろさがあった。

　館やかたの裏うら手てが、こんなに広ひろいなんて……。

　ちょっとした、公こう園えんぐらいありそうなんですけど。

　その芝しば生ふに、テーブルがいくつもならんでいて、次つぎ々つぎに料りょう理りが運はこばれてくる。

　肉にくに野や菜さい、サーモンを挟はさんだサンドイッチに、ぐつぐつ煮に込こんで、香かおりがただよってくるビーフシチュー、トマトとモッツァレラチーズのサラダ、シーフードやマルゲリータのピザもある。

　目めを違ちがうところにうつすと、今こん度どはデザートコーナーになってる。

　小ちいさめのショートケーキ、ショコラ、ティラミス、アップルパイ……数かぞえきれないぐらいの種しゅ類るいの、ケーキやデザートがならんでる。

　見みてるだけで、お腹なかが減へってきちゃう！

　その料りょう理りを運はこんでくるのは、館やかたから出でてきた、メイド服ふくを着きた若わかい女おんなの人ひとたち。

　みんな、自し然ぜんな動うごきで人ひとをよけて、音おともたてずに、テーブルに料りょう理りを並ならべてる。

「…………」

　おもわず、わたしたちは、ぽかんと口くちを開あけて、その場ばに立たちつくす。

　だって、たしかに来きてる参さん加か者しゃの人ひとたちは、背せ広びろじゃないジャケット姿すがただったり、ジーンズだったりするけど、身み近ぢかな人ひとの服ふく装そうとはなんかちがって、華はなやかな雰ふん囲い気きなんだもん！

　これで「カジュアルなパーティー」って言いわれても……やっぱり、場ば違ちがい、って言こと葉ばが、頭あたまをちらつかないわけがない。

　動うごけずにいると、人ひとが近ちかづいてくる気け配はいがした。

「アスカちゃんたち、待まっていたわ。ようこそ、花はな里さと家けのパーティーへ」

　声こえにふり返かえると、琴こと音ねさんが立たっていた。

　琴こと音ねさんは、白しろにレースの飾かざりのついた、ふわりとしたワンピースを着きてる。

　おっ、という感かんじで、ほかの参さん加か者しゃの人ひとたちも、こちらに視し線せんを向むけるのが、わかる。

「今日きょうは、ご招しょう待たいいただき、ありがとうございます」

　詩し織おり会かい長ちょうが、少すこし緊きん張ちょうした顔かおつきで、あいさつする。

「そういうのは、今日きょうはいいの。カジュアルなパーティーって言いったでしょ。身み内うちばかりだから、気き楽らくに楽たのしんで行いって。ほら、料りょう理りもすごくおいしいのよ。うちの料りょう理り人にんの作つくるビーフシチューは最さい高こうなの、ぜったい試ためしてみて。奥おくには庭てい園えんもあるし、小ちいさな遊ゆう園えん地ちもしつらえてあるのよ」

　琴こと音ねさんはそう言いって、にこっと笑わらった。

　うしろから、小ちいさな子こどもたちがキャアキャア言いいながら、通とおり抜ぬけていく。

　なんだか、琴こと音ねさんと話はなしてると、緊きん張ちょうがほぐれる気きがしてきた。

　そのとき、

「琴こと音ねさん」

　ん？

　今いま、なんか聞きき覚おぼえのある声こえが、聞きこえたような……。

　しかも、あんまり聞ききたくない声こえだったり……。

　わたしは、そろりと視し線せんを、声こえのしたほうに向むける。

　げっ！

　おもわず、わたしは声こえが出でそうになって、あわてて、口くちの中なかでとどめる。

　こちらに向むかって、颯さっ爽そうとした足あしどりでやってくるのは、白しろいジャケット姿すがたの、同どう世せ代だいくらいの少しょう年ねん。

　や、やっぱり、白しら里さと響ひびき！

　な、なんで、中ちゅう学がく生せい探たん偵ていが、ここにいるわけ！

「響ひびきくん、こっちよ」

　琴こと音ねさんが、手て招まねきしてる。

　そ、そうだった……。

　琴こと音ねさんと響ひびきは、幼おさななじみなんだもん。

　今日きょう、ここに招まねかれてたって、ぜんぜんおかしくない。

　でも、今日きょうはレッドの姿すがたじゃなくても、心しん臓ぞうに悪わるいというかなんというか……落おちつかないよー。

「琴こと音ねさん、勝かっ手てにいなくならないでください。探さがしましたよ」

　響ひびきは、琴こと音ねさんのとなりに来くると、小ちいさくため息いきをつく。

「だって、みんなが到とう着ちゃくしたって、聞きいたから……」

　琴こと音ねさんが、しょぼんとした顔かおつきになって、うつむく。

「い、いえ、べつに責せめているわけではありませんよ」

　めずらしく響ひびきが、しどろもどろになった。

「そう、よかった！」

　琴こと音ねさんが、パッと顔かおを上あげて、にっこりとほほえむ。

「まったく、琴こと音ねさんは……」

　響ひびきが、肩かたをすくめてる。
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　どうやら、さっきのは、琴こと音ねさんの演えん技ぎだったみたい。

　それにしても、２人ふたりとも、こんなに生いき生いきと表ひょう情じょうが変かわるところなんて、見みたことない。

　それだけ、心こころを許ゆるしあってるってことなのかな。

　幼おさななじみかぁ。

　ちょっと、あこがれるかも。

　わたしとケイも、幼おさななじみと言いえなくもないんだけど、あの調ちょう子しだもんね。

「アスカちゃん、どうかした？」

　気きがつくと、琴こと音ねさんが、わたしの顔かおをのぞきこむように見みてた。

「えっ、いや、なんでもないです！」

　わたしは、あわてて首くびをふる。

「そう？　じゃあ、あっちで食たべながら、お話はなししましょう。今日きょうは、みんなが来くる前まえに、お客きゃく様さまへのあいさつは、すませておいたの。ねっ、あっちよ」

　そう言いって、琴こと音ねさんは料りょう理りのならぶ、テーブルに向むかって、歩あるき出だす。

「言いったそばから、勝かっ手てに動うごき出ださないでください」

　響ひびきが、ため息いきまじりに言いって、琴こと音ねさんを追おいかけようと、踏ふみ出だす。

　その足あしが、ふと止とまって、わたしたちをふり返かえった。

「琴こと音ねさんは、きみたちが来くるのを、本ほん当とうに楽たのしみにしてたんだ。同どう世せ代だいの親したしい友ゆう人じんがあまりいないからね。今日きょうは、楽たのしんでいってくれれば、うれしい」

「わたしたちも、楽たのしみにしてたよ。ね、みんな！」

　わたしは、くるりと詩し織おり会かい長ちょうたちを、ふり返かえる。

「ええ。なかなか琴こと音ねさんとは、お話はなしする機き会かいが、なかったものね」

　詩し織おり会かい長ちょうが、うなずく。

「……ま、アスカは、料りょう理り目め当あてかもしれないけど」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、笑えみをうかべて言いう。

　そ、そんなことないですよぉ！

　わたしだって、琴こと音ねさんと話はなすのを、楽たのし……ぐ───っ！

　タイミング悪わるく、わたしのお腹なかが、大おおきく鳴なる。

「まったく説せっ得とく力りょくがないわね」

　水み夏なつがあきれ顔がおで、肩かたをすくめてる。

「アスカちゃん……」

「アスカってば……」

　実み咲さきと優ゆ月づきも、じとーっとした目めで見みてる。

　ああもう！

　お腹なかすいてますってば！

　でも、琴こと音ねさんと話はなすのを、楽たのしみにしてたのも、本ほん当とうなんだからね！

「みんな、どうかしたの？」

　先さきに行いきかけてた琴こと音ねさんが、小こ首くびをかしげてる。

「なんでもないですっ！　さあ、お腹なかいっぱい食たべながら、話はなしましょう！」

　わたしは、琴こと音ねさんの手てをつかむと、香こうばしい匂においのする料りょう理りが並ならぶ、テーブルに向むかった。

「ぼくたちも、行いきましょう」

　響ひびきがうながして、みんなも後うしろからついてくる。

　さあて！

　お腹なかいっぱい食たべて、たくさん話はなさなくっちゃ。

　それに……

　わたしは、チラリと館やかたを見み上あげる。

　この館やかたのことだって、調しらべなくっちゃいけないしね！
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「ふぅ……お腹なかいっぱい……」

　わたしは、芝しば生ふにおかれたベンチにすわって、お腹なかをさする。

　たくさん食たべたせいか、ちょっとお腹なかがふくれてる。

「いったい、何なん人にん前まえ食たべたの？　まったく、食たべ過すぎよ」

　詩し織おり会かい長ちょうが、やれやれという顔かおで、わたしの前まえに立たっている。

　だって、おいしいからつい……。

「アスカ、折おり原はら会かい長ちょう」

　琴こと音ねさんといっしょに、帰かえりの車くるまの手て配はいに行いってた、実み咲さきと優ゆ月づきがもどってくる。

「準じゅん備びができたみたいなので……」

「そう。じゃあ、車くるままでいっしょに行いきましょう」

　詩し織おり会かい長ちょうが言いって、わたしも立たち上あがる。

　車くるままで、っていう言いい方かたに、あれ？　っと思おもった人ひともいるかも。

　じつは、実み咲さきと優ゆ月づきをのぞくわたしたち、今日きょうはこの館やかたに、泊とまることになったんだよね。

　琴こと音ねさんが、さそってくれたんだ。

　ゆっくり話はなしができるし、他ほかのお客きゃくは全ぜん員いん帰かえって、泊とまるのは、わたしたちだけだから、気きを使つかう必ひつ要ようもないって。

　でも、問もん題だいは館やかた。

　仕し掛かけのことがあったから、素す直なおに喜よろこんでいいのかなって、不ふ安あんもあったんだけど……。

　でも、今日きょうのパーティーの間あいだ中じゅうも、メイドさんが、何なん度ども出で入はいりしてたし、心しん配ぱいしすぎだったかも。

　実み咲さきと優ゆ月づきは、泊とまりはダメって、両りょう親しんに言いわれて、帰かえることになったんだ。

　だから、館やかたに泊とまるのは、わたしと詩し織おり会かい長ちょう、幸ゆき村むら先せん輩ぱいに水み夏なつの４人にん。

　あとは、琴こと音ねさんと、そのまわりの人ひとかな。

　いくら、わたしたちだけって言いっても、琴こと音ねさんには、ボディーガードとかいるだろうし。

　館やかたの門もんの近ちかくまで行いくと、同おなじように帰かえる人ひとたちが、自じ分ぶんたちの車くるまや、花はな里さと家けの車くるまに乗のりこんで、出でていくところだった。

　琴こと音ねさんは、そんな人ひとたちを、一ひと組くみずつ見み送おくってる。

　実み咲さきと優ゆ月づきが乗のる車くるまは、行いきと同おなじやつで、運うん転てん手しゅさんも同おなじ人ひとだった。

　これなら、２人ふたりも緊きん張ちょうしないですむかも。

「どうぞ」

　運うん転てん手しゅさんが、車くるまのドアを開あけてくれる。

　実み咲さきと優ゆ月づきが乗のりこんだところで、琴こと音ねさんがやってきた。

「今日きょうはありがとう」

　ふわっ、とした笑え顔がおで、琴こと音ねさんが声こえをかける。

「いえ、こちらこそ、今日きょうはすごく楽たのしかったです！」

「すばらしい庭にわも見みられましたし、お料りょう理りもおいしかったです」

　窓まどから顔かおを出だした実み咲さきと優ゆ月づきが、笑え顔がおで返かえす。

「２人ふたりも、泊とまっていけたら、よかったんだけど……。また今こん度ど、お話はなししましょう」

「はい、ぜひ！」

　２人ふたりがうなずくのを見みて、運うん転てん手しゅさんがドアを閉しめた。

　車くるまが門もんから出でて行いくのを見み送おくって、わたしたちは館やかたに向むかって、歩あるき出だす。

　実み咲さきたちの車くるまが、最さい後ごだったらしく、ほとんど人ひとは残のこってないみたい。

　メイドさんや執しつ事じさんが、テキパキと動うごいて、パーティーの片かたづけをしてる。

「そこをなんとか、なりませんか」

「……ですから、それはできませんと、申もうし上あげているとおりです」

　ん？

　館やかたの正しょう面めん玄げん関かんの前まえで、執しつ事じさんと若わかい男おとこの人ひとが話はなしをしてる。

　なんだろ？

　なんだか、もめてるみたいな……。

「なにかしら？　ちょっと待まっていて」

　琴こと音ねさんが、わたしたちにことわって、執しつ事じさんのところに近ちかづいていく。

　執しつ事じさんは、琴こと音ねさんに気きづくと、話はなしをやめて頭あたまを下さげた。

「なにごとですか？」

　琴こと音ねさんが、執しつ事じさんにきく。

「こちらのお客きゃく様さまが、今日きょう、この館やかたにお泊とまりになりたいとおっしゃいまして……」

「館やかたに？」

　けげんな顔かおをして、琴こと音ねさんが男おとこの人ひとを見みる。

「はじめまして。相そう馬ま樹いつきといいます」

　男おとこの人ひと──樹いつきさんは、琴こと音ねさんに名な乗のると、頭あたまを下さげた。

　歳としは、琴こと音ねさんと同おなじぐらいで、20歳さい前ぜん後ごってところ。

　背せも琴こと音ねさんと同おなじぐらいで、男おとこの人ひとにしては小ちいさいほうかも。

　黒くろ髪かみの短たん髪ぱつに、やさしそうな顔かお立だちをしてる。

　服ふく装そうも、ジーンズのズボンに、白しろのシャツと、ラフだけど清せい潔けつ感かんがある感かんじ。

　大だい学がく生せいかな？

　悪わるい人ひとには、見みえないけど……。

「相そう馬まさん……。たしか、Ｉ大だい学がくの田た坂さか教きょう授じゅの名みょう代だいでいらした方かたでしたね」

　琴こと音ねさんが、少すこし考かんがえる顔かおしてから、答こたえる。

「え、ええ。そうです。よくおわかりになりますね」

　樹いつきさんが、驚おどろいた顔かおをしてる。

「今日きょう、ご招しょう待たいした方かたのお名な前まえは、すべて覚おぼえていますわ」

　す、すごっ！

　後うしろで話はなしを聞きいてた、わたしたちは、琴こと音ねさんの言こと葉ばに、顔かおを見み合あわせる。

　今日きょうのパーティー参さん加か者しゃって、１００人にん以い上じょういたはずだけど、それを全ぜん部ぶ覚おぼえてたんだ……。

　でも、みょうだいって……？

「急きゅう用ようとかで来こられなかった人ひとの、代かわりに来きたってこと」

　水み夏なつが小こ声ごえで教おしえてくれる。

　へえ～、そうなんだ。

　代かわりに来きた人ひとのことまで、覚おぼえてるなんて、さすが琴こと音ねさん！

「具ぐ合あいを悪わるそうにされてましたが、もう大だい丈じょう夫ぶですか？」

　琴こと音ねさんがきくと、樹いつきさんが苦にが笑わらいする。

「ああ……。そんなところまで、見みられてましたか。ええ、寝ね不ぶ足そくだっただけですので。もう大だい丈じょう夫ぶです」

「それならよかったです。……それで、どうしてこちらの館やかたに、お泊とまりになりたいのですか？」

「はい！　じつは、大だい学がくで建けん築ちく学がくを勉べん強きょうしていまして、こちらの館やかたをつくった建けん築ちく家か、桧ひ崎さき修しゅう介すけ氏しのことを、研けん究きゅうしてるんです」

　いきおいこんで、樹いつきさんが言いう。

　ドキッ！

　わたしの、心しん臓ぞうが高たか鳴なる。

　桧ひ崎さき修しゅう介すけ。

　ここで、その名な前まえが、出でてくるなんて……。

　ちらりと、となりの詩し織おり会かい長ちょうたちを見みると、やっぱりわたしと同おなじに、顔かおをこわばらせてる。

「そうですか……。ご希き望ぼうを叶かなえて差さし上あげたいところですが、今日きょうは、本ほん当とうにプライベートなお友とも達だちとの、宿しゅく泊はくなのです」

　琴こと音ねさんが、やんわりと言いう。

　このままだと、樹いつきさんは追おい返かえされることになりそう。

　だけど、樹いつきさんは、桧ひ崎さき修しゅう介すけのことを調しらべてる人ひとなんだよね。

　そんな人ひと、もう会あえないかもしれない。

　あの仕し掛かけについても、なにか知しってたりしないかな。

　そう思おもって、樹いつきさんを見みてると、樹いつきさんも、ふとこちらを向むいた。

「彼女かのじょたちが、ご友ゆう人じんの方かたたちですか？」

「ええ、そうです」

　琴こと音ねさんがうなずく。

「みなさんの邪じゃ魔まにならないようにします。本ほん当とうに建たて物ものの中なかの様よう子すを、見みさせていただきたいだけなんです。どうしても、ダメでしょうか」

　あきらめきれないのか、樹いつきさんがもう一いち度ど、頭あたまを下さげる。
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「そう言いわれましても……」

　さすがに、琴こと音ねさんも少すこし困こまった顔かおをしてる。

　ちらりと顔かおを上あげた、樹いつきさんと目めが合あう。

　樹いつきさんが、「お願ねがいします」と言いうような、すがるような目めで、わたしを見みてる。

　うっ……。

　そういう目めで見みられると、弱よわいんですけど。

　本ほん当とうに館やかたを見みてみたいのは伝つたわってくるし、年とし上うえなのに、なんだか頼たよりなさそうだし。

　しょうがないなぁ。

「あの……」

　わたしは、琴こと音ねさんたちに近ちかづきながら、言いった。

　琴こと音ねさんと樹いつきさんが、こちらを見みる。

「館やかたの中なかって、広ひろいんですよね？」

「ええ。かなり広ひろいわ。２階かい建だてだし、部へ屋や数かずもあるから」

　琴こと音ねさんが、首くびをかしげつつ、答こたえる。

「だったら、泊とめてあげてもいいと思おもいます。そんなに頼たのんでるわけだし、悪わるい人ひとには見みえないですし……。もちろん、ほかのみんながイヤだったら、ダメですけど」

　そう言いって、わたしは詩し織おり会かい長ちょうたちを、ふり返かえる。

　詩し織おり会かい長ちょうたちは、急きゅうに話はなしをふられて、少すこしびっくりした顔かおをしてる。

　だけど、すぐに気きを取とり直なおしたのか、詩し織おり会かい長ちょうが答こたえた。

「わたしたちも、かまいません」

　詩し織おり会かい長ちょうが言いって、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと水み夏なつもうなずく。

「みんなが、そう言いうなら……」

　琴こと音ねさんは、樹いつきさんのほうに向むきなおる。

「メイドも執しつ事じも帰かえらせるので、行いき届とどかないこともあるかもしれません。それでも、かまわないかしら？」

　琴こと音ねさんが、樹いつきさんにきく。

「もちろん！　かまいません。泊とめていただけるだけで、十じゅう分ぶんです」

　樹いつきさんは、満まん面めんの笑えみでうなずく。

　よっぽど、うれしいみたい。

　なんだか、わたしたちより、年とし下したみたいな、無む邪じゃ気きな笑え顔がおをしてる。

　いつも見みてるのが、無ぶ愛あい想そうなケイみたいな顔かおだから、ちょっと新しん鮮せんかも。

「……あのお嬢じょう様さま。もう１人ひとり、お帰かえりがまだの方かたがいらっしゃいまして」

　だまって話はなしを聞きいていた、執しつ事じさんが、琴こと音ねさんに報ほう告こくする。

「どういうこと？　もう車くるまはすべて出でたはずだけれど」

「それが……」

　そう言いって、執しつ事じさんが視し線せんを、庭にわの奥おくにあるベンチのほうに向むける。

　そこには、お腹なかがぽこんと出でた、50代だいぐらいのおじさんが、大おおきないびきをかいて、寝ねてる。

「俊とし彦ひこおじ様さま……」

　琴こと音ねさんは、頭あたまが痛いたいとばかりに、こめかみに指ゆびをあてる。

　どうやら、琴こと音ねさんの知しり合あいみたい。

　おじ様さまってことは、親しん戚せきかなにかかな。

「わかりました。俊とし彦ひこおじ様さまも、お泊とめしましょう。このまま、放ほうっておくことも、できないもの。お声こえをかけて、館やかたの中なかへご案あん内ないして」

　執しつ事じさんに指し示じを出だすと、琴こと音ねさんがこちらを向むいた。

「ごめんなさい。わたしたちだけの気き楽らくなお泊とまり会かいのつもりだったのに」

「いいですよ。それより、執しつ事じさんもメイドさんも帰かえっちゃうみたいですけど、ボディーガードはいるんですよね？」

　琴こと音ねさんは、いつ狙ねらわれるかわからないから、ボディーガードがいつもついてる。

　さすがに、それを帰かえしちゃうことは、ないだろうけど。

「ええ。館やかたの離はなれに、泊とまってもらうことになってるわ」

　はなれ？

「館やかたとは少すこし離はなれた場ば所しょに、小ちいさな館やかたがあるの。準じゅん備びのときも、泊とまりの執しつ事じやメイドは、そこに泊とまっていたから」

　ということは、館やかたの中なかでは、琴こと音ねさんにボディーガードは、いないってことになるんじゃ……。

「それは問もん題だいない。ぼくがいる」

　うっ。

　この声こえ……。

　いつの間まに、近ちかくに来きていたのか、響ひびきが琴こと音ねさんのとなりに立たつ。

「館やかたの中なかのボディーガードは、響ひびきくんにまかせてあるの」

　なるほど。

　たしかに、響ひびき１人ひとりいれば、十じゅう分ぶんボディーガードになる。

　……でも。

　響ひびきも泊とまるって、わたしからしたら、すごく落おちつかない気き分ぶんになるような……。

「どうかしたの？　苦にがいものでも食たべたような顔かおしてるけど？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、けげんそうに、わたしの顔かおをのぞきこむ。

「いえ、なんでもないです……」

　まさか、響ひびきが泊とまることを考かんがえて、ゆううつになった、なんて言いえないし。

　気きを引ひきしめて、まちがっても、レッドだってばれるようなことは、響ひびきの前まえでしないように、気きをつけなきゃ。

　疑うたがわれたりしたら、あとが大たい変へんだもんね。

「それじゃあ、館やかたの中なかへ案あん内ないするわ」

　琴こと音ねさんが、館やかたに向むかって、歩あるき出だす。

　わたしたちも、琴こと音ねさんについて、館やかたに入はいる。

　さあ！

　いよいよ、館やかたの中なか。

　なにもないかもしれないけど、一いち応おう、気きをつけないと。

　そのために、わたしは来きたんだから！
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「うわぁ……すごい！」

　館やかたの中なかに入はいるなり、わたしは声こえを上あげる。

　桧ひ崎さき修しゅう介すけがつくった館やかたっていうから、あの爆ばく発はつした館やかたを思おもい浮うかべちゃってたけど、ぜんぜん印いん象しょうが違ちがった。

　あっちは、幾き何か学がく模も様ようの床ゆかのせいか、全ぜん体たいにクールなイメージだったんだけど、こちらは無む垢くの木もく材ざいをたくさん使つかって、曲きょく線せんがたくさん使つかわれた、あったかい印いん象しょうだった。

　手て入いれも、もちろん行いき届とどいていて、床ゆかはワインレッドのふかふかの絨じゅう毯たん。

　ミルク色いろの塗ぬり壁かべに、床ゆかに近ちかい部ぶ分ぶんは、品ひんのいいこげ茶ちゃ色いろの木もく材ざいに、細こまかい模も様ようが刻きざまれてる。

　計けい算さんしつくされた配はい置ちで、あちこちに大だい小しょうの絵えが飾かざられている様よう子すは、美び術じゅつ館かんみたい。

　壁かべ際ぎわには、１メートルぐらいありそうな大おおきな花か瓶びんに、両りょう手てでかかえきれないぐらいの花はなが、かざられている。

　館やかたが長ながい間あいだ、使つかわれていなかったなんて、ウソみたい。

「その花はな束たばは、ここの庭にわで育そだてたものなのよ。とりあえず、あそこで待まっていてもらえるかしら。用よう意いをしてくるから」

　琴こと音ねさんはそう言いって、館やかたの奥おくを手てで示しめす。

　視し線せんを奥おくに向むけると、クリーム色いろのソファにテーブルが置おかれていて、その近ちかくに、大おおきな水すい槽そうがあった。

　たぶん熱ねっ帯たい魚ぎょだと思おもうけど、小ちいさい色いろあざやかな魚さかなが、たくさん泳およいでる。

　さらにその奥おくには、木もく製せいの、らせん状じょうの広ひろい階かい段だんがある。

　全ぜん体たい的てきに、とてもあたたかみがある、やさしい雰ふん囲い気きがある。

「すぐにもどってくるわ」

　琴こと音ねさんと響ひびきが、いっしょに館やかたの奥おくへ続つづくろう下かを、歩あるいていく。

　わたしたちは、琴こと音ねさんに言いわれたとおりに、ソファのところまで歩あるいていく。

「ふっかふかじゃん、これ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、革かわ張ばりのソファに、ずっぽりと体からだをしずめて言いった。

「涼すず香か。だらしないわよ」

　詩し織おり会かい長ちょうが口くちでは注ちゅう意いしたけど、なんとなく、表ひょう情じょうがやわらかい。

　うん、なんだかわかるな、この建たて物ものって、お金かねがかかってる感かんじがするんだけど、人ひとを寛くつろがせるような、あったかさを感かんじるんだ。

　これをあの桧ひ崎さき修しゅう介すけがつくったなんて、前まえの館やかたと、イメージがだいぶ違ちがう。

　まあ、あのときは、暗くらかったし、手て入いれもされてなかったからっていうのも、あるんだろうけどさ。

「……それにしてもさ。さっき、アスカも聞きいてたでしょ。この建たて物ものって、桧ひ崎さきって建けん築ちく家かのデザインしたものだって」

　水み夏なつが、小こ声ごえで話はなしかけてくる。

　やっぱり、みんな気きになってたのか、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり会かい長ちょうも、身みを乗のり出だしてくる。

「桧ひ崎さき修しゅう介すけ、ね。この間あいだ爆ばく発はつした館やかたで、紅こう月づきくんがそう言いっていたわね」

　詩し織おり会かい長ちょうが、うなずく。

「だよね。……やっぱり、聞ききまちがいじゃなかったか」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、小ちいさくため息いきをつく。

「家いえに帰かえってから、少すこし調しらべてみたんだけど、桧ひ崎さき修しゅう介すけって、けっこう有ゆう名めいな建けん築ちく家かよ。日にっ本ぽん中じゅうに彼かれの設せっ計けいした建たて物ものがあって、いまも使つかわれているわ」

「そうなの？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、意い外がいそうな顔かおできき返かえす。

「ええ。でも、調しらべたところ、あの建たて物ものは別べつの建けん築ちく家かの名めい義ぎになっていて、桧ひ崎さきのものじゃなかったわよ。紅こう月づきくんの勘かん違ちがいだったんじゃないかしら」

　いや、それは違ちがうんだけど……って、これは説せつ明めいできないから、黙だまっておこう。

「だから、桧ひ崎さき修しゅう介すけの名な前まえを聞きいたときは、正しょう直じきドキッとしたけど、大だい丈じょう夫ぶよ。この建たて物ものだって、おかしなところは、なさそうじゃない？　昼ひる間まだって、使し用よう人にんの方かたたちが、たくさん出で入はいりしていたみたいだし」

「そ、そうですよね！　大だい丈じょう夫ぶですよね！」

　水み夏なつが、大おおきくうなずく。

　わたしもいっしょにうなずいた。

　うん、大だい丈じょう夫ぶ。きっと、そうだよ。

「だいたい、ここには琴こと音ねさんがいるし、琴こと音ねさんにはたくさんのボディーガードがついているし。この間あいだみたいなことには、ならないはずよ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいがそう言いって、わたしたち４人にんは顔かおを見み合あわせて、うなずきあう。

「いやあ、さすがですね！」

　な、なに？

　急きゅうに大おおきな声こえがしたと思おもったら、樹いつきさんだった。

　玄げん関かんまわりから、壁かべや天てん井じょうや、あちらこちらに目めをこらしながら、うれしそうな顔かおをしてる。

　さっき、入いり口ぐちを通とおってから、早はや歩あるきであちこちを覗のぞいたり、見み上あげたり、うずくまったりして、いろいろ見みて回まわってたんだ。

「建たてられてから、人ひとが住すんでいなかったと聞きいていたので、内ない部ぶの傷いたみ具ぐ合あいが気きになっていたんですが、まったくもって、きれいなままだ。さすが、花はな里さと家けです」

　うんうん、という感かんじに大おおきくうなずくと、樹いつきさんは天てん井じょうを見み上あげる。

　館やかたの中なかは、吹ふき抜ぬけになっていて、天てん井じょうはすごく高たかい。

　その壁かべの高たかいところが、ステンドグラスになっていて、カラフルな光ひかりが差さしこんでる。

「ああやって光ひかりをとりこむことで、昼ひる間まは明あかりをつける必ひつ要ようがないように、考かんがえられているんですよ。それに、どの時じ間かんでも、明あかるすぎず、暗くらくなりすぎないように、計けい算さんされた配はい置ちですね」

　樹いつきさんは、ステンドグラスを見み上あげたまま、説せつ明めいしてくれる。

　大だい学がくで建けん築ちくを勉べん強きょうしてるって言いってたけど、本ほん当とうみたい。

　桧ひ崎さき修しゅう介すけのことを、調しらべてるみたいなことも言いってたけど、どれくらいくわしいんだろう。

　でも、さすがに、あの爆ばく発はつした館やかたのことは、知しらないよね。

　わたしの視し線せんに気きづいたのか、樹いつきさんが、照てれたように笑わらった。

「すみません。いきなり説せつ明めいを始はじめちゃって。建けん築ちくのことになると、夢む中ちゅうになってしまって」

「気きにしないでください。おもしろい話はなしでしたし」

　わたしは、あわてて、首くびを横よこにふった。

　なんだか、樹いつきさんって、すごく人ひとがよさそう。

　憎にくめない感かんじ。

　わたしに、館やかたのことをまかせっきりな、どこかの無ぶ愛あい想そうな人ひととは、大おお違ちがい。

「お待またせ」

　琴こと音ねさんが、もどってくる。

　その手てに、何なん本ぼんかの鍵かぎを持もってる。

　だけど、さっきいっしょにいた、響ひびきの姿すがたはない。

　どこ行いったんだろ？

　琴こと音ねさんのボディーガードって、言いってたのに。

「これが今日きょう、泊とまる部へ屋やの鍵かぎよ。でもその前まえに、部へ屋や割わりをしないといけないわね。泊とまる人ひとが増ふえたから、みんなは２人ふたり部べ屋やになるけど、かまわないかしら？」

　琴こと音ねさんが、わたしたちを見みて、きいてくる。

　ぜんぜん、かまわないですよ！

　２人ふたり部べ屋やのほうが楽たのしいし。

「それなら、私わたしと詩し織おり、アスカと水み夏なつでいいんじゃない？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、きいてくる。

　うん！

　それで、問もん題だいないです。

「……わたしも、それでいいと思おもいます」

　水み夏なつが答こたえる。

　ちらりと見みると、少すこしだけ恨うらめしそうな顔かおをしてる。

　たぶん、幸ゆき村むら先せん輩ぱいといっしょの部へ屋やになりたかったんだろうなぁ。

　でも、幸ゆき村むら先せん輩ぱいに言いわれちゃったら、水み夏なつは反はん対たいできないだろうし。

「じゃあ、部へ屋やに案あん内ないするわ」

　琴こと音ねさんが、歩あるきだす。

　わたしたちも、あとに続つづく。

　奥おくにあった階かい段だんまで来くると、琴こと音ねさんがふり返かえった。

「泊とまれる部へ屋やは、全ぜん部ぶ２階かいにあるの。１階かいは食しょく堂どうや大だい浴よく場じょうとかが、そろっているわ。近ちかくで温おん泉せんが出でるから、それをひいてるのよ」

　へえ～。

　温おん泉せんまで、あるんだ!?

「なんだか、ホテルみたいなつくりですね……」

　いっしょについてきてる、樹いつきさんがつぶやく。

「そうね。それも建けん築ちく家かのこだわりだったかもしれないわ」

「桧ひ崎さき修しゅう介すけのこだわり、か……」

　さっきまで、にこにこしていた樹いつきさんが、考かんがえこむような、表ひょう情じょうをしてる。

　考かんがえごとをしてる無む表ひょう情じょうな顔かおは、ちょっとケイっぽい雰ふん囲い気きかも。

　琴こと音ねさんが、階かい段だんをのぼっていく。

　それに続つづこうとしたとき、となりにいた水み夏なつに、強つよく服ふくのそでを引ひっぱられた。

　ん？

「ねえ、これってどっかで見みたことない？」

　水み夏なつの声こえが、こわばっている。

　えっ？

　水み夏なつの視し線せんの先さきにあるのは、木きでできた階かい段だんの手てすり。

　その先さきに、鳥とりの像ぞうが彫ちょう刻こくしてあるんだ。

　階かい段だんの手てすりに、デザインとして、くっつけてあるみたい。

　翼つばさを大おおきく広ひろげている鳥とりで、今いまにも飛とびたちそうな、そんな迫はく力りょくを感かんじる。

　……あれ？

　たしかに、水み夏なつの言いうとおり、これってどこかで…………あっ！

　思おもい出だしたっ！

「あの館やかたの絵かい画がに似にてるんだ！」

　わたしは、水み夏なつに言いう。

「絵かい画が……うんっ、そう！　わたしも思おもい出だした」

　水み夏なつは、こわごわとあたりを見みまわす。

「えっ、でも……この間あいだのところと、ここは違ちがうんでしょ？」

「大だい丈じょう夫ぶだって。さっきも先せん輩ぱいたちが言いってたでしょ」

　わたしは明あかるく言いって、笑わらう。

　だって、本ほん当とうにそうだもんね。

　あの館やかたとは、雰ふん囲い気きからして、ぜんぜん違ちがう。

「だよね……」

　ほっとしたように、水み夏なつが息いきをつく。

「どうかした？」

　そんな話はなしをしていたら、階かい段だんをのぼりかけていた、樹いつきさんがもどってきた。

　わたしたちが、手てすりの近ちかくにいることに気きづくと、納なっ得とくしたようにうなずく。

「ああ、それに気きづいたのか。なかなか鋭するどいね。それは、桧ひ崎さき修しゅう介すけのサインだよ」

　サイン？

　わたしと水み夏なつは、首くびをかしげる。

「桧ひ崎さき修しゅう介すけは、自じ分ぶんがつくった建けん築ちく物ぶつには、必かならずサインを入いれるんだ。こんなふうに、デザインの１つとして、さりげなくね」

　でも、なんで鳥とりなんですか？

　きいてみたけど、樹いつきさんは肩かたをすくめた。

「さあ……それは本ほん人にんにしか、わからないんじゃないかな」

　その本ほん人にんは死しんじゃってるわけだから、謎なぞは謎なぞのままってことかぁ。

「考かんがえるのもいいけど、みんな先さきに行いっちゃったし、追おいつかないと」

　樹いつきさんの言こと葉ばに、ハッと気きがつく。

　そういえば、みんな２階かいに行いっちゃってる。

　わたしたちは、あわてて、琴こと音ねさんたちを追おいかける。

　２階かいに上あがると、琴こと音ねさんたちが、待まっていてくれた。

「どうかした？」

「いえ、なんでもないです。ちょっと、気きになったものがあっただけで」

　琴こと音ねさんにきかれて、あわてて、わたしは首くびをふる。

　本ほん当とうは、この間あいだ、爆ばく発はつした館やかたと、この館やかたのつながりについて、琴こと音ねさんに伝つたえるべきなのかもしれないんだけど、迷まよってるんだよね。

　知しらないだれかに、恨うらまれてたかも、なんて話はなし、琴こと音ねさんだって聞きいて、いい気き分ぶんじゃないだろうし。

　話はなすきっかけが、むずかしい。

「それにしても、２階かいも広ひろいですね」

　樹いつきさんが、あたりを見みまわして、目めを丸まるくしてる。

　琴こと音ねさん以い外がいの、みんなだってそうだ。

　階かい段だんを上あがった場ば所しょは、ロビーよりひと回まわり小ちいさいけど、かなり広ひろいスペースになってる。

　テーブルとイスが２脚きゃく置おいてあって、十じゅう分ぶんくつろげそう。

　テーブルのそばには、小ちいさな小こ窓まどがついていて、外そとが見みえる。

　そこから続つづくろう下かは、かなり長ながくて、先さきに進すすむにつれて、カーブしてるみたい。

　そのろう下かに、３つ部へ屋やがならんでる。

「手て前まえの龍りゅうの部へ屋やが、折おり原はらさんと幸ゆき村むらさん、そのとなりの、ねずみの部へ屋やがアスカちゃんと瀬せ上がみさん。そのとなりは、わたしが使つかいます。反はん対たい側がわに３つある部へ屋やは、響ひびきくん、樹いつきさん、俊とし彦ひこおじ様さまに、それぞれ使つかってもらうわ」

　琴こと音ねさんが、説せつ明めいしながら、鍵かぎをわたしてくれる。

　……でも、その部へ屋やの名な前まえは？

「龍りゅう、ねずみ、虎とら、猪いのしし、馬うま、羊ひつじと、それぞれ最さい初しょから名な前まえがついていたの。動どう物ぶつ園えんみたいよね。鍵かぎの形かたちも、部へ屋やの名な前まえと同おなじように、デザインされてるでしょ？」

　琴こと音ねさんにわたされた鍵かぎを見みると、たしかに、鍵かぎの取とっ手て部ぶ分ぶんが木きで刻きざまれたねずみの形かたちをしてる。

　リアルな感かんじで、ちょっと可愛かわいい。
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「なかなか、興きょう味み深ぶかいですね……。最さい初しょからってことは、桧ひ崎さき修しゅう介すけが、この意い匠しょうを考かんがえたってことですよね？」

　樹いつきさんが、自じ分ぶんが受うけ取とった、羊ひつじの鍵かぎをまじまじと見みてる。

　そっか。

　この部へ屋やの名な前まえも、桧ひ崎さき修しゅう介すけが、考かんがえたことになるんだ。

　やっぱり、ちょっとおかしなことを考かんがえる人ひとみたい。

　一いち日にち中じゅうパーティーで疲つかれたから、夕ゆう食しょくまで自じ由ゆうにすごすことにして、わたしたちはそれぞれの部へ屋やに入はいる。

「うわぁ！　すっごく広ひろい！　こんな部へ屋や、わたしたちだけで、使つかっていいの!?」

　部へ屋やは、わたしの部へ屋やの４倍ばいぐらいの広ひろさが、ありそう。

　そこに、ふかふかの大おおきなベッドが、２つ置おかれている。

　ベッド１つだけで、わたしと水み夏なつ２人ふたりが十じゅう分ぶん眠ねむれちゃいそうに広ひろい。

　それに、コンパクトだけど、デザインがきれいな、木もく製せいのライティングテーブルと、窓まど際ぎわにはカラフルな柄がらの入はいった布ぬの張ばりのソファ。

　部へ屋やには、トイレとバスルームも、ちゃんとそなえつけてあって、真まっ白しろくて、家いえで使つかってるのとはぜんぜん違ちがう、すごく手て触ざわりのいいタオルとバスタオルが、きれいに並ならべられていた。

　本ほん当とうに、ホテルみたいに贅ぜい沢たくっ！

　部へ屋やの奥おくに進すすむと、窓まどから、あたりに広ひろがる、きれいに整ととのえられた林はやしが見みわたせる。

　木き々ぎのあいだを抜ぬけてきた風かぜが、気き持もちよかった。

　だれからものぞかれずに、窓まどを開あけっぱなしにして、自し然ぜんが満まん喫きつできるんだ！

「すごく、いいところだね！」

　水み夏なつが、興こう奮ふんした様よう子すで、窓まどを開あけてさけんでる。

　こんなに、テンションが高たかい水み夏なつも、めずらしい。

「……なによ？」

　じろっと、水み夏なつがわたしのほうを見みる。

「ううん、なんでもない」

　わたしも、水み夏なつのとなりに行いく。

　外そとの空くう気きが、すんでいて、気き持もちいい。

　館やかたもすみずみまで、手て入いれされてるし、それで仕し掛かけもなにも、作さ動どうしなかったんなら、大だい丈じょう夫ぶだよね。

　それなら、せっかくの、みんなでお泊とまりなんだもん。

　実み咲さきと優ゆ月づきがいないのは、ざんねんだけど、おもいっきり楽たのしまなくっちゃね！







　　　　13　中ちゅう学がく生せい探たん偵ていの苦にが手てなこと




「へえ～、キッチンも本ほん格かく的てきなんですね」

　わたしは、キッチンを見みまわして、その広ひろさと、ならぶ調ちょう理り器き具ぐの多おおさに、目めを丸まるくしながら言いった。

　これなら、パーティーのときの料りょう理りも、ここでつくれたわけだよね。

　お父とうさんのイタリアンレストランのキッチンより広ひろいくらいだもん。

　中ちゅう央おうに、ステンレスカウンターがあって、調ちょう理り器き具ぐも本ほん格かく的てきだし、数かずもそろってる。

　いつでも、レストランが始はじめられそう。

「キッチンは本ほん格かく的てきだけど、料りょう理りはふつうよ」

　そう言いって、エプロン姿すがたの琴こと音ねさんが笑わらう。

　執しつ事じさんやメイドさんは、全ぜん員いん帰かえっていて、もういない。

　外そとの離はなれには、ボディーガードの人ひとたちがいるけど、とうぜん、料りょう理りなんて期き待たいできない。

　つまり、わたしたちで、料りょう理りをつくるってことになる。

　それで、わたしたちと琴こと音ねさん、それになぜか響ひびきまで、キッチンにそろってるんだ。

「じゃあ、始はじめましょうか」

　琴こと音ねさんは大おお型がたの冷れい蔵ぞう庫こを開あけると、中なかから野や菜さいを取とり出だす。

　水み夏なつや幸ゆき村むら先せん輩ぱい、詩し織おり会かい長ちょうも、エプロン姿すがたで、琴こと音ねさんの横よこに立たつ。

　わたしも、そろりと琴こと音ねさんの手てもとをのぞいてみる。

　にんじんやジャガイモ、キャベツがならんでる。

「これ、水みずで洗あらって、一ひと口くち大だいに切きってもらえるかしら？」

　琴こと音ねさんが、ジャガイモを水み夏なつにわたす。

　水み夏なつの料りょう理りの腕うでは、演えん劇げき部ぶの合がっ宿しゅくのときに、見みてる。

　すっごく、うまいんだよね。

　琴こと音ねさんは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり会かい長ちょうにも指し示じを出だすと、自じ分ぶんはキャベツを洗あらいはじめた。

　そういえば、琴こと音ねさんって、料りょう理りできるのかな、すごいお嬢じょうさまなのに……。

　何なん枚まいかむいたキャベツを、まな板いたの上うえで重かさねて包ほう丁ちょうを持もつ。

　タンタンタンタンタンタンッ

　すごい速はやさで、キャベツが千せん切ぎりになっていく。

　わたしはもちろん、水み夏なつたちも、驚おどろいた顔かおをしてる。

「琴こと音ねさんって、料りょう理りもできるんですか？」

　おどろいてきくと、琴こと音ねさんが千せん切ぎりを終おえて、こちらを見みる。

「できるってほどではないの。でも、小ちいさいときから、料りょう理りするのは好すきだったし、教おしえてくれる人ひとは、屋や敷しきにたくさんいたから」

　そっか。

　花はな里さと家けなら、今日きょうみたいなシェフやメイドさんが、たくさんいそうだもんね。

　そういう人ひとたちに、習ならったら、うまくなるのはとうぜんかも。

「琴こと音ねさん、こっち、終おわりました。次つぎは……」

　水み夏なつと琴こと音ねさんが、料りょう理りのことで、楽たのしそうに話はなしてる。

　……う～ん。

　おもいっきり、おいてけぼりのような気きが……。

　水み夏なつはもちろん、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり会かい長ちょうも、そつなく料りょう理りに参さん加かしてる。

　ただ、ぽつーんと立たってるのは、わたしと響ひびきだけ。

「……なんか役やくに立たたなくていいの？　探たん偵ていさん」

　わたしは、となりの響ひびきをひじでこづく。

「かえって、邪じゃ魔まになる」

　響ひびきは、決きまり悪わるそうに言いう。

　どうやら、中ちゅう学がく生せい探たん偵ていも、料りょう理りは苦にが手てみたい。

　……まあ、人ひとのことはぜんぜん言いえないんだけどね。

「アスカちゃん、響ひびきくん」

　琴こと音ねさんが、手てを止とめてふりかえる。

「はい！」

　わたしは、いきおいよく返へん事じをする。

　お皿さら洗あらいぐらいなら、わたしにもできますよ。

　そう思おもったけど、キッチンを見みると、みんな手てぎわがよくて、使つかった食しょっ器きはすぐに洗あらわれて、どんどんキレイになっていく。

「手ては足たりてるから、ロビーでゆっくりしてて」

　琴こと音ねさんがちょっと困こまったように、ほほえむ。

「……は～い」

　わたしは、がっくり肩かたを落おとして、響ひびきといっしょにキッチンを出でる。

　響ひびきも、心こころなしか元げん気きがない感かんじ。

　レッドと中ちゅう学がく生せい探たん偵ていが、２人ふたりそろって、戦せん力りょく外がい通つう告こくを受うけるなんて……。

　はあぁ……。







　響ひびきとろう下かを歩あるいていると、樹いつきさんが反はん対たい側がわから歩あるいてくるところだった。

「あれ？　２人ふたりとも、キッチンにいたんじゃないんですか？」

　樹いつきさんが、不ふ思し議ぎそうな顔かおで、わたしと響ひびきを見みる。

　う、うぅ……。

　わざと言いってる……わけじゃなさそうだよね。

　樹いつきさん、キョトンとした顔かおしてるし。

「役やくに立たたないので、もどってきました」

　響ひびきが、正しょう直じきに答こたえる。

「なるほど。ぼくが参さん加かしても、たいした手て伝つだいはできないので、似にたようなものです」

　そう言いって、樹いつきさんはにっこりと笑わらう。

　樹いつきさんって、物もの腰ごしもやわらかいし、愛あい想そもいいし、あんまりわたしのまわりに、いないタイプの男おとこの人ひとだよね。

　どこかの無ぶ愛あい想そうな仮か面めんをつけてる人ひとに、少すこし見み習ならってもらいたいぐらい。

「ところで、なにしてたんですか？」

　わたしは、樹いつきさんにきく。

　このろう下かは、まっすぐにキッチンにつながってる。

　その間あいだに、お風ふ呂ろとか、洗せん面めん所じょとか、みんなが使つかうような部へ屋やがならんでる。

　お風ふ呂ろは食しょく事じの後あとだし、このあたりは、樹いつきさんが用ようがあるって、場ば所しょでもないと思おもうんだけど。

「メインの場ば所しょはだいたい見みせていただいたので、細こまかい場ば所しょを中ちゅう心しんに、館やかたの中なかを見みてまわっていたんです。それが、ぼくの目もく的てきですし」

　そういえば、樹いつきさんは建けん築ちくの研けん究きゅうしてるんだっけ。

　この館やかたに泊とまりたいって言いったのも、そのためだもんね。

「桧ひ崎さき修しゅう介すけの研けん究きゅうをされてるんでしたね」

　響ひびきが、樹いつきさんにきく。

「研けん究きゅうというほど、専せん門もん的てきではないですが、個こ人じん的てきに興きょう味みがあって、時じ間かんがあるときは見みてまわっているんです」

　興きょう味みかぁ。

　ケイもそんなこと言いってたっけ。

　桧ひ崎さき修しゅう介すけって、人ひとを引ひきつけるなにかが、あるのかな。

「桧ひ崎さき修しゅう介すけって、どういう人ひとなんですか？」

　わたしたちは、いっしょにロビーに向むかって歩あるきながら、話はなす。

「ぼくも、会あったことがあるわけじゃありません。ただ、会あったことがある教きょう授じゅに話はなしを聞きくと、とにかく変かわり者ものだったそうです」

　変かわり者もの？

「教きょう授じゅが、あるとき桧ひ崎さき修しゅう介すけの家いえに、招しょう待たいされたんだそうです。ところが、着ついてみると、いくらインターホンを鳴ならしても、出でてこない。留る守すなのかと思おもったら、とつぜんドアが開あいて、怒ど鳴なられたそうです。『今いま、いいアイディアが浮うかんだんだ。邪じゃ魔まをするな』ってね」

「それはまた……」

　響ひびきが、あきれたような顔かおをしてる。

　わたしも同おなじ。

　人ひとを招しょう待たいしておいて、来きたら怒ど鳴なりつけるなんて、ふつうなら怒おこられそうだよね。

「この話はなしには続つづきがあるんです。家いえに入いれてもらえた教きょう授じゅは、リビングに案あん内ないされ、ソファにすわっていたそうです。ところが、いくらたっても桧ひ崎さき修しゅう介すけが姿すがたを見みせない。なにをしているかと思おもったら、お風ふ呂ろに入はいっていたんです」

　お、お風ふ呂ろぉ!?

「湯ゆ船ぶねに浸つかって、血けっ行こうをよくしたほうが、アイディアが浮うかぶとかという話はなしらしくて。それから、教きょう授じゅはしばらくリビングで、１人ひとりで待またされたそうですよ」

　１人ひとりでぽつんと待まつ、その教きょう授じゅの姿すがたが目めにうかぶ。

　失しつ礼れいどころじゃなくて、なにを考かんがえてるのかわからない。

「とにかく、建けん築ちくのことしか頭あたまにない人ひとだったみたいです。すべてにおいて、建けん築ちくのアイディアが優ゆう先せんされるらしく、他た人にんなんてかまわなかったようですね」

　樹いつきさんはそう言いって、苦にが笑わらいする。

　そんな変へんな人ひとだから、あの爆ばく発はつした館やかたなんて、つくったのかも。

　でも、それだけ聞きくと、花はな里さと家けに恨うらみをぶつけるような人ひとには、思おもえないんだけどなぁ。

　変へんな人ひとではあるけどさ。

　リンリンリン！

　……ん？

　なんか、鈴すずの音おとみたいなのが鳴なってる。

　なんだろう？

「私わたしを１人ひとりにして、なにをしとるんだ！」

　ロビーに着つくなり、怒おこった声こえが飛とんでくる。

　な、なに!?

　驚おどろいて、声こえのほうを見みると、でっぷりとお腹なかが飛とびだした、おじさんが立たっている。

　たしか、花はな里さと俊とし彦ひこさんだっけ。

　琴こと音ねさんの遠とおい親しん戚せきらしい。

　さっきまで、ぐーすか寝ねてたんだけど、目めを覚さましたんだ。

「さっきから、呼よび鈴りんを鳴ならしても、だれ１人ひとりとして、来こない！　どうなっとるんだ、この館やかたは！」
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　あまりの怒ど鳴なり声ごえに、わたしは、耳みみをふさぎたくなる。

　さっき鳴なってたのは、執しつ事じさんやメイドさんを呼よぶ、音おとだったわけね。

「花はな里さと俊とし彦ひこさん。さきほど、お話はなししたとおり、今日きょうこの屋や敷しきには、メイドや執しつ事じはおりません。なので、行いき届とどかないことがあるのは、我が慢まんしてください」

　響ひびきが、ていねいな口く調ちょうで説せつ明めいする。

　どうやら、キッチンに来くる前まえに、響ひびきとは話はなしをしてたみたい。

「わかっとるっ！　それなら、おまえたちが、相あい手てをしろ」

　俊とし彦ひこさんは、怒ど鳴なるように言いうと、ソファにどっかりとすわる。

　なんでそう、頭あたまごなしな命めい令れい口く調ちょうなわけ！

　わたし、あの人ひとの部ぶ下かでもなんでも、ないんですけど！

「……困こまった人ひとみたいですね」

　樹いつきさんが、小こ声ごえでわたしに向むけて言いう。

　ほんとですよ。

　でも、樹いつきさんは怒おこった顔かおも見みせずに、俊とし彦ひこさんの向むかいにすわる。

「もうすぐ、夕ゆう飯はんができあがりますよ。琴こと音ねさんたちが、つくってるそうですから」

「ふんっ！　箱はこ入いりのお嬢じょう様さまに、料りょう理りなんてできるのか」

　まだ言いってる！

　もう！

　このおじさんに、さっきの琴こと音ねさんの包ほう丁ちょうさばきを、見みせてあげたい。

　わたしが心こころの中なかで怒おこっていると、タイミング良よく、琴こと音ねさんが姿すがたを見みせる。

「みなさん、夕ゆう食しょくができあがったので、食しょく堂どうへいらしてください」

　あっ。

　もう、料りょう理りができたんだ。

「……おじ様さまのお口くちに合あうかどうかは、わかりませんが」

　ちらりと、琴こと音ねさんが俊とし彦ひこさんを見みて、つけたす。

　どうやら、さっきの会かい話わを聞きいてたみたい。

　一いっ瞬しゅん、わたしと目めがあった琴こと音ねさんが、いたずらっぽく笑わらう。

「い、いや……お嬢じょう様さまがつくったものなら、ありがたく、いただく」

　さっきまでの、怒ど鳴なり声ごえはどこに行いったのか、身みを縮ちぢこまらせて、俊とし彦ひこさんが言いう。

　ふ～ん。

　どうやら、琴こと音ねさんには頭あたまが上あがらないんだ。

　怒ど鳴なりつけるのもそうだけど、人ひとによって態たい度どをコロコロ変かえるのって、嫌いやな感かんじだよね。

「さあ、行いきましょう」

　そんなわたしの気き持もちに気きづいたのか、琴こと音ねさんが、明あかるい声こわ音ねで、声こえをかけてくる。

　そうだっ！

　今いまは、琴こと音ねさんたちがつくった夕ゆう食しょくのほうが、大だい事じだもんね。

　どんな料りょう理りか、楽たのしみだなぁ。







　　　　14　素す敵てきな一いち夜や




　食しょく堂どうにつくと、ふんわりと少すこし甘あまい、いい香かおりがする。

　食しょく堂どうの中ちゅう央おうに置おかれた大おおきなテーブルに、８人にん分ぶんの夕ゆう食しょくがならんでる。

「これって、ポトフですか？」

　わたしは、お皿さらに盛もりつけられた、具ぐがたっぷりのスープを見みて言いった。

「そうよ。お昼ひるはみんな、だいぶ食たべたみたいだから、夕ゆう食しょくは胃いにやさしいものがいいかな、と思おもったの」

　さすが、琴こと音ねさん。

　食しょく堂どうに入はいったときに、感かんじた香かおりの元もとは、このポトフみたい。

　煮に込こんだ野や菜さいと、鶏とり肉にくの香かおりかな。

　でも、それだけじゃないような……。

「ローリエですね。煮に込こみ料りょう理りには、よく使つかわれますよね」

　樹いつきさんが、わたしの疑ぎ問もんに、さらりと答こたえる。

「そうですよ。肉にくのくさみが、消きえるし、香かおりもよくなるから、便べん利りなのよね」

　琴こと音ねさんが、にっこりとほほえむ。

　へえ～。

　この香かおり、ローリエっていうんだ。

　それにしても、樹いつきさんって、建けん築ちくのことだけじゃなくて、ほかのことも知しってるんだ。

　なんだか、ケイみたい。

　まあ、性せい格かくはぜんぜん違ちがうけどね。

　ポトフのほかには、白しろ身み魚ざかなのバター焼やきがならんでる。

　肉にくに野や菜さいにお魚さかな。

　バランスがよさそうだし、おいしそう。

「さあ、冷さめないうちに食たべましょう」

　琴こと音ねさんの言こと葉ばに、それぞれ、テーブルにつく。

　すっかり、おとなしくなってしまった、俊とし彦ひこさんも、だまってイスにすわってる。

「アスカ、片かたづけは手て伝つだってもらうからね」

　となりにすわった水み夏なつが、ジロリと、わたしを見みる。

　わかってるって！

　わたしも、食たべるだけのつもりはないってば。

「いただきま～す！」

　わたしは、スプーンを持もって、ポトフを口くちに運はこぶ。

　うぅ～～～。

　おいしいっ！

　しかも、体からだが温あたたまる。

　夏なつに温あたたかいのって？　と思おもうかもしれないけど、ここって、けっこう山やまの上うえのほうだから、すずしいんだよね。

　だから、こういう温あたたかいものが、けっこう合あうみたい。

「どう？　響ひびきくん」

　琴こと音ねさんが、響ひびきにきいてる。

「おいしいです。そういえば、琴こと音ねさんとは長ながい付つき合あいですが、手て料りょう理りをいただく機き会かいはなかったですね。こんなおいしいものをつくれるとは、驚おどろきましたよ」

　響ひびきが、大おおきくうなずいて答こたえる。

「よかった！」

　琴こと音ねさんが、本ほん当とうにうれしそうに笑わらってる。

「ねえ、アスカ」

　水み夏なつが、小こ声ごえで話はなしかけてくる。

　ん？

　わたしが、水み夏なつのほうを向むくと、水み夏なつは視し線せんを琴こと音ねさんたちに向むけてる。

「あの２人ふたりって、付つき合あってるのかな？」

　つ、つきあってるぅ!?

　琴こと音ねさんと響ひびきが？

　ええーっ、ただの、幼おさななじみだと思おもうよ。

　なんで、いきなりそんなこときくわけ？

「なんかいい感かんじだな、と思おもって」

　う～ん。

　たしかに、仲なかはよさそうだけどね。

　でも、年としの差さがありすぎない？

「白しら里さと探たん偵ていって、おとなっぽいし、２人ふたりがならんでても、年としの差さなんて感かんじないじゃん。お似に合あいだと思おもうけど」

　水み夏なつはそう言いうと、ポトフを口くちに運はこぶ。

　まあ、そうだけど……。

　わたし、そういうのよくわかんないからなぁ。

　でも、そうだったらいいかも。

　響ひびきはレッドのときは、やっかいな敵てきになるけど、べつに嫌きらいなわけじゃないしね。

　いいヤツだってことは、今いままでいっしょに戦たたかうこともあったし、わかってる。

　でも、２人ふたりがなんて、ね……。







　食たべ終おわって、片かたづけをすませると、わたしたちは遊ゆう戯ぎ室しつに集あつまった。

　時じ間かんはたっぷりあるし、遊ゆう戯ぎ室しつでトランプでもしようって、ことになったんだよね。

　俊とし彦ひこさんは、お風ふ呂ろに入はいると、すぐに部へ屋やにもどっちゃったけどね。

　どうやら、琴こと音ねさんといっしょにいるのは、気きまずいみたい。

　それなら、あんなこと言いわなければ、よかったのに。

　樹いつきさんも、お風ふ呂ろから上あがると、もっと館やかたを見みていたいって、どこかに行いっちゃった。

　だから、ここに残のこってるのは、わたしと水み夏なつ、詩し織おり会かい長ちょうに幸ゆき村むら先せん輩ぱい、琴こと音ねさんに響ひびきの６人にん。

　今いまは、トランプで７ならべをしてるところ。

　ポーカー、神しん経けい衰すい弱じゃくをやってたんだけど、わたしは１回かいも勝かてなくて……。

　それで、今いまは７ならべってわけ。

「う～、パス……負まけたっ！」

　水み夏なつが天てん井じょうをあおいで、ソファの背せもたれに、たおれこむ。

「やっと、勝かてた～」

　わたしは、手てもとに残のこった最さい後ごの１枚まいを、テーブルにおいた。

　これで12連れん敗ぱいでストップ。

　……えっ？

　ほかのみんなは、どうしたかって？

　考かんがえてみてよ。

　響ひびきに琴こと音ねさんに詩し織おり会かい長ちょうに幸ゆき村むら先せん輩ぱいだよ。

　勝かてるわけないじゃんっ！

　ここまでの12戦せんも、４人にんが勝かったり負まけたりしてるしね。

　つまり、わたしと水み夏なつでしてたのは、最さい下か位い争あらそいってわけ。

　というか、ここまでわたしがずっと最さい下か位いだったのが、やっと水み夏なつに勝かてたんだけどね……。

　もうみんな、こういう頭あたま使つかうゲーム強つよすぎだよ……。

　響ひびきとか幸ゆき村むら先せん輩ぱいなんて、意い地じ悪わるく数すう字じを止とめるしさ。

「もうひと勝しょう負ぶよ、アスカ！」

　水み夏なつが言いって、トランプを集あつめる。

　はははっ……。

　ほんと、負まけず嫌ぎらいなんだから。

「それなら、今こん度どはビリヤードはどう？」

　琴こと音ねさんが立たち上あがって、部へ屋やの奥おくにあった、ビリヤード台だいの前まえに立たつ。

　ビリヤードって、映えい画がとかドラマで見みたことはあるけど、実じつ物ぶつを見みるのは初はじめて。

　大おおきさは、卓たっ球きゅう台だいよりひと回まわり大おおきいくらいだけど、どっしりとした、木もく製せいの台だいが、いかにも重じゅう厚こうな感かんじ。

　表ひょう面めんには、緑みどり色いろのビロードのような布ぬのが張はられていて、四よ隅すみと、長ながい辺へんのまんなかあたりに、穴あなが空あいている。

　え～っと。

　ルールとか、ぜんぜん知しらないんですけど。

「わたしも、わからないです」

　水み夏なつも手てを上あげて言いう。

「そんなに難むずかしくないから、やりながら覚おぼえればいいよ。２人ふたり一ひと組くみでいいんじゃない？　私わたしは水み夏なつと組くむから、詩し織おりはアスカと、白しら里さと探たん偵ていと琴こと音ねさんで、ちょうどいいでしょ？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいがそう言いって、みんなを見みる。

「そうね。ちょうどいいかも。響ひびきくん、ビリヤードは？」

「ルールがなんとか、わかるていどです。今いままで機き会かいがなかったので」

　響ひびきが肩かたをすくめる。

　ちょっと意い外がいかも。

　響ひびきって、なんでもこなせそうなイメージだもんね。

　対たい決けつする順じゅん番ばんは、最さい初しょは、わたしと詩し織おり会かい長ちょうコンビと、水み夏なつと幸ゆき村むら先せん輩ぱいコンビの対たい決けつ。

　勝かったほうが、琴こと音ねさんと響ひびきコンビとやることになった。

「それじゃあ、ＢＧＭでも流ながしましょうか」

　琴こと音ねさんが言いって、棚たなを開あける。

　そこにＣＤかなにか、入はいってるのかな？

「ＣＤじゃなくて、レコードなんだけどね。お祖父じい様さまの昔むかしの趣しゅ味みらしいわ」

　レコードって、たしかだいぶ昔むかしの、音おん楽がくが聞きけるＣＤみたいのでしたよね。

「そうよ。これがレコード」

　琴こと音ねさんは、棚たなから、黒くろいドーナツ形がたのフライングディスクみたいなのを、取とり出だす。

　あれがレコードなんだ。

　ＣＤよりだいぶ大おおきい。

　琴こと音ねさんは、そのレコードを、部へ屋やの端はしにあった、機き械かいにセットしてる。

「こうやって、針はりを落おとすと……」

　スピーカーから、音おん楽がくが流ながれだす。

　ゆったりとしたピアノのメロディで、歌うた声ごえは入はいってない。

　聞きいたことがない音おん楽がくだけど、心ここ地ちがよくて、素す敵てきな感かんじ！

「さあ、それじゃあ、始はじめましょうか。まずは、全ぜん部ぶの玉たまを、こうやって三さん角かっ形けいに並ならべておいて、反はん対たい側がわから……」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、キュースティックっていう、玉たまをつく長ながい棒ぼうをかまえる。

　さすが幸ゆき村むら先せん輩ぱい。

　かまえる姿すがたが、すごく決きまってる。

　後うしろで水み夏なつが、ぽーっとした顔かおで、その幸ゆき村むら先せん輩ぱいを見みつめてる。

　カーン！

　気き持もちのいい音おとがして、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの打うった白しろい玉たまが、さっき並ならべた玉たまの集しゅう団だんにぶつかって、いきおいよく玉たまが四し方ほうに散ちった。

　ガタン！　ガタガタン！

　といくつかの玉たまが穴あなに落おちる音おとがする。

「ナイスショット！」

「こうやって白しろい玉たまを打うって、色いろ玉だまにぶつけて、穴あなに落おとしていくゲームなわけ。意い外がいとかんたんでしょ」

「と言いいつつ、奥おく深ぶかいスポーツよ。さあ、やってみましょう。次つぎは……アスカ、打うってみる？」

　うん、やるやるっ！

　思おもってたよりずっと、おもしろそう！

　これは、熱ねっ中ちゅうしちゃうかも！
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「あら。もうこんな時じ間かんね」

　琴こと音ねさんが、腕うで時ど計けいを見みて言いった。

　わたしも、腕うで時ど計けいを確かく認にんする。

　12時じを少すこしまわったところ。

　そういえば、ちょっと眠ねむいかも。

　昨日きのうは、今日きょうのことが気きになって、なかなか眠ねむれなかったんだよね。

　ビリヤードは、わたしと詩し織おり会かい長ちょうに勝かった、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと水み夏なつが、琴こと音ねさんと響ひびきに負まけて、次つぎからはコンビを変かえて、何なん回かいかプレイした。

　水み夏なつは打うった手て玉だまが弱よわすぎて、ぜんぜん色いろ玉だまに当あたらなかったり。

　わたしはわたしで、強つよく打うちすぎて、台だいの上うえから飛とびだしちゃったりして。

　でも、すごくうまく当あたって、いくつもの玉たまをサイドポケットに放ほうりこめたりすると、すっごく気き持もちいいんだよねっ！

「楽たのしかったあ！」

「おもわず、時じ間かんをわすれちゃってたね」

「なごりおしいけれど、今日きょうはここまででお開ひらきにしましょう」

　琴こと音ねさんが、レコードプレイヤーに歩あゆみ寄よって、音おん楽がくを止とめる。

　すると、流ながれていたピアノの音おん楽がくがやんで、急きゅうにあたりが静しずまりかえった。

　……ゾクッ

　一いっ瞬しゅん、背せ中なかに寒さむ気けを感かんじる。

　ううん！

　静しずかなのは、とうぜんだよね。

　山やま奥おくだし、人ひともあたりに、住すんでないわけだし。

　うちみたいな団だん地ちや、住じゅう宅たく地ちとは違ちがうよ！

「ああ、やっぱり、友ともだちとすごすのは楽たのしいわね。明日あしたは、近ちかくに散さん策さくできるところがあるから、出でかけましょう。サンドイッチをたくさん作つくって」

　琴こと音ねさんが、はずんだ声こえで言いうので、わたしたちもつられてウキウキする。

　明日あしたは明日あしたで、楽たのしめそう！

「さて。それじゃあ、みなさん、部へ屋やにもどりましょう。なにもないとは思おもいますが、一いち応おう、部へ屋やの戸とじまりは、きちんとしてください」

　響ひびきが立たち上あがって、言いった。

　うーん、あいかわらず、真面まじ目めなんだから。

「そうね。せっかく、部へ屋やに鍵かぎもついているわけだから、使つかったほうがいいわ」

　琴こと音ねさんもうなずいて、立たち上あがる。

　あの、へんてこりんな鍵かぎかぁ。

　そういえば、水み夏なつにあずけたままにしてたっけ。

　こんな山やま奥おくに泥どろ棒ぼうが入はいってくるってことも、ないだろうけどね。

　外そとには、琴こと音ねさんのボディーガードたちが、たくさんいるし。

「それじゃあ、お休やすみなさ～い」

「お休やすみ。また明日あしたね」

「寝ね坊ぼうしないようにね。お休やすみ」

　電でん気きを消けして、２階かいに上あがると、わたしたちはそれぞれの部へ屋やに入はいる。

　そういえば、樹いつきさんはもう部へ屋やにもどったのかな？

　あれから、姿すがたを見みないけど。

　ふと気きになって、ドアの前まえで足あしを止とめて、ふり返かえる。

　みんな、部へ屋やに入はいったあとで、ろう下かには人ひとの気け配はいがなく、静しずまり返かえってる。

　人ひとがたくさんいたときは感かんじなかったけど、静しずかになると、やっぱりちょっと、不ぶ気き味みかも……。

「アスカ、鍵かぎしめちゃうわよ」

　先さきに部へ屋やに入はいった水み夏なつが、けげんそうにわたしを見みてる。

　あ、うん。

　わたしは、肩かたをすくめて部へ屋やに入はいる。

「これ鍵かぎね」

　部へ屋やに入はいってドアを閉しめると、水み夏なつに鍵かぎをわたされる。

　ん？　なんで鍵かぎがいるの？

　首くびをかしげるわたしに、水み夏なつがドアを指ゆびさす。

「ここの鍵かぎって、内うち側がわからも鍵かぎを使つかわないと、閉しまらないの」

　へえ～。

　そんなドア初はじめて。

　ドアをよく見みると、たしかに、ノブのところに鍵かぎ穴あながついてる。

　わたしは、そこに鍵かぎを差さしこんで、くるりとまわす。

　……ゴトン

　あれ？

　なんか今いま、どこかで音おとがしたような……。

「水み夏なつ、なんか音おとが聞きこえなかった？」

「え～、なにも聞きこえなかったよ。気きのせいじゃない」

　パジャマに着き替がえてる水み夏なつが、首くびをひねってる。

　気きのせいかな。

　桧ひ崎さき修しゅう介すけの館やかただからって、気きが立たってるのかも。

　ドアから部へ屋やの奥おくに行いくと、水み夏なつは、先さきにベッドにもぐりこんでる。

「お休やすみ」

　わたしは、水み夏なつに声こえをかけると、自じ分ぶんもふとんに入はいる。

　ふかふかで、気き持もちいい。

「……お休やすみ」

　小ちいさな声こえで、水み夏なつから返へん事じがある。

　とにかく、今日きょうはなにも起おこらなくてよかった！

　パーティーもそのあとも、楽たのしんだけど、少すこし緊きん張ちょうしてたんだよね。

　それにしても、このおふとん、すっごいふっかふか。

　やわらかくて、自し然ぜんと肩かたの力ちからがぬけていく。

　……明日あしたは……もっともっと……楽たのしむ……ぞ…………ぐぅ～。
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　ダンダンダンッ！

　はげしいノックの音おとで、目めが覚さめる。

　な、なにごとぉ……。

　寝ねぼけた頭あたまで、ふとんから起おき上あがる。

　水み夏なつも、ぼんやりした顔かおで、目めをぱちくりさせてる。

　わたしは立たち上あがって、ドアまで行いく。

「どうしたんですかぁ」

　わたしは、ドアの向むこうに声こえをかける。

「ちょっと大たい変へんなことになったみたい。早はやく出でてきて」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの声こえだ。

　だいぶ、あわててる。

　わたしは、ドアのノブに手てをかけて、気きづく。

　……あっ、鍵かぎがないと開ひらかないんだっけ。

　わたしは、テーブルの上うえに置おいた鍵かぎを、とりにもどった。

　鍵かぎを開あけたとたん、いきおいよくドアが開ひらいた。

「おそいっ！　大たい変へんなの！　２人ふたりとも早はやくロビーにっ！」

　こんなにあせってる幸ゆき村むら先せん輩ぱい、初はじめて見みるかも。

　ただごとじゃない。

　胸むねのあたりに、ぞわぞわと嫌いやな予よ感かんが広ひろがる。

　わたしと水み夏なつは顔かおを見み合あわせて、部へ屋やを飛とびだした。

　階かい段だんを下おりていくと、ロビーにはもう、みんな集あつまっている。

　水すい槽そうの反はん対たい側がわの、壁かべのあたりを見みてるみたい。

　ここからだと、みんなが壁かべになって、よく見みえない。

　わたしは、１階かいにおりると、すぐにみんなが集あつまってる場ば所しょに、走はしる。

「どうしたんですか!?」

　きくと、詩し織おり会かい長ちょうがふり返かえって、まっすぐ目めの前まえを指ゆびさした。

　わたしは、詩し織おり会かい長ちょうの指ゆびが示しめす方ほう向こうに、視し線せんを向むける。

　…………えっ。

　そこにあったのは、もう二に度どと見みたくないと思おもっていたものだった。

　──館やかたにそぐわない、銀ぎん色いろに光ひかるデジタル時ど計けい。

　あの古ふるい館やかたで見みたのと、形かたちはよく似にてるけど、ひと回まわり大おおきい。

　そして、表ひょう示じされてる時じ間かんは、２‥34。

　当とう然ぜん、今いまの時じ間かんじゃない。

　これも、タイムリミットだ。

　でも、なんで！

　この館やかたには、仕し掛かけなんてなかったんじゃないの!?

「詩し織おり会かい長ちょう、これって……！」

「ええ。あの館やかたと同おなじ時と計けいね」

　詩し織おり会かい長ちょうが、くちびるをかむ。

「あの館やかたというのは？」

　話はなしを聞きいていた響ひびきが、きいてくる。
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　どうやら、みんなも集あつまってきたばかりらしい。

　情じょう報ほう交こう換かんは、まだだったみたい。

「はい。わたしたちが、つい１週しゅう間かんほど前まえに、桧ひ崎さき修しゅう介すけの建たてたある館やかたで、これと似にたような仕し掛かけに出で会あったんです」

「仕し掛かけ？」

　響ひびきがけげんそうな顔かおをする。

「そこでも、とつぜんこの時と計けいが壁かべにあらわれ、時じ間かん内ないに脱だっ出しゅつできなければ爆ばく発はつする、と……」

「ば……爆ばく発はつだとっ！　ふざけるな！」

　俊とし彦ひこさんが、怒ど鳴なり声ごえを上あげる。

　だけど、琴こと音ねさんがにらむように鋭するどい視し線せんを向むけると、すぐにだまりこむ。

「──たしかに、その事じ件けんのことは知しっています。琴こと音ねさんが、みなさんをお誘さそいしようと考かんがえたのも、大たい変へんな事じ件けんに巻まきこまれたあとだったから、気き分ぶん転てん換かんになればと思おもってのことだったようですから」

　そうだったんだ……。

　響ひびきの言こと葉ばに、わたしは琴こと音ねさんをちらりと見みる。

　琴こと音ねさんは、きびしい表ひょう情じょうで、話はなしを聞きいてる。

「しかし、その館やかたが、桧ひ崎さき修しゅう介すけの作さく品ひんだったとは、初はじめて聞ききました。どこの情じょう報ほうですか？」

　や、やばっ！

　ケイの調ちょう査さ能のう力りょくのこと、響ひびきにばれちゃうのは、まずいかも！

「おかしいですよ。そんな館やかたがあるなんて、ぼくも聞きいたことがありません」

　樹いつきさんまで、話はなしを合あわせてくる。

　ど、どうしよう……。

「あの……」

　水み夏なつが、遠えん慮りょがちに声こえをかけてくる。

「たぶんですけど、あの館やかたにかかっていた、絵かい画がのせいでわかったんじゃないかと思おもいます」

「絵かい画が？」

　響ひびきが首くびをひねる。

「昨日きのう、樹いつきさんに教おしえてもらったんですけど、桧ひ崎さき修しゅう介すけさんって人ひとは、自じ分ぶんのつくった建けん築ちく物ぶつにサインを残のこすって。そこの階かい段だんにある、手てすりの鳥とりみたいなのを」

　そう言いって、水み夏なつが手てすりの木き彫ぼりの鳥とりを、指ゆびさす。

「なるほど。それと似にた絵かい画がが、爆ばく発はつした館やかたにも、飾かざられていたんですね」

　水み夏なつがうなずく。

　響ひびきも納なっ得とくしたみたい。

　よ、よかったぁ。

　水み夏なつに大だい感かん謝しゃだよ。

　……って、よろこんでる場ば合あいじゃないよね。

　これがもし、あの館やかたといっしょのものだとしたら……。

「そうなると、あれはウソではないということに、なりますね」

　響ひびきは落おちついた様よう子すで、デジタル時ど計けいの横よこに立たつ。

　もしかして……

「ここに銀ぎんのプレートがあり、文も字じが刻きざまれています」





扉とびらは開ひらかれた。

復ふく讐しゅうの炎ほのおが、館やかたを焼やき尽つくすまで、あとわずかだ。

後こう悔かいしても、もうおそい。

すでに、ひとすじの希き望ぼうしか、君きみたちには残のこされていない。






「このデジタル時ど計けいの時じ間かんが、爆ばく発はつまでのタイムリミットだというのは、間ま違ちがいないでしょう」

　響ひびきが、たんたんと告つげる。

　復ふく讐しゅうの炎ほのお……やっぱり、桧ひ崎さきは花はな里さと家けを恨うらんでたってこと!?

「だ、だれが、こんなところで、だまって焼やけ死しぬか！　すぐにでも、外そとに出でてやるっ！」

　俊とし彦ひこさんが、バッと身みをひるがえした。

　ドアに向むかって……

　ダ、ダメ!!

　もし、あの館やかたといっしょなら、ここのドアもっ……！

「……ドアをこじ開あけるのなら、やめたほうがいいですよ」

　樹いつきさんが、俊とし彦ひこさんの前まえに、まわりこんで、立たちはだかる。

　まるで、俊とし彦ひこさんの行こう動どうを読よんだみたいなすばやさだった。

「……ですよね、白しら里さと探たん偵てい」

「ええ。『あらゆる出で口ぐちは、無む理りに開あければ、即そく座ざに炎ほのおがおそうだろう。勇ゆう気きと無む謀ぼうは、違ちがうことを忠ちゅう告こくしておこう』と反はん対たい側がわに書かいてあります。ドアを開あけるのは、最さい終しゅう手しゅ段だんと考かんがえたほうがいいでしょう」

　響ひびきと樹いつきさんに、たしなめられ、俊とし彦ひこさんはよろよろともどってきて、ソファにドスンとすわった。

　その表ひょう情じょうが、ぼうぜんとしたものに、変かわってる。

「携けい帯たい電でん話わも通つうじません。おそらく、館かん内ないに妨ぼう害がい電でん波ぱを発はっする装そう置ちが、設せっ置ちされていて、この仕し掛かけと同どう時じに、動うごきだしたのだと思おもいます」

　響ひびきの言こと葉ばに、わたしは携けい帯たい電でん話わを見みてみる。

　昨日きのうはアンテナが立たってたのに、今いまは圏けん外がいになってる。

「響ひびきくん。今いま、最さい終しゅう手しゅ段だんって言いったわね。ということは、先さきにためす方ほう法ほうが、ほかにあるということ？」

　琴こと音ねさんが、響ひびきにきく。

「ええ、もちろん。ここに書かいてありますから。『ひとすじの希き望ぼうしか、君きみたちには残のこされていない』と」

　それがどうしたの？

　それだけ希き望ぼうがないって、ことでしょ。

「いや。まったく逆ぎゃくです。ひとすじの希き望ぼうが残のこされている、と書かかれているんです。つまり、なんらかの脱だっ出しゅつ方ほう法ほうがある、ということだと思おもいます」

　響ひびきの言こと葉ばに、うつむき加か減げんだった、みんなが顔かおを上あげる。

「折おり原はらさん。前まえの館やかたには、脱だっ出しゅつ方ほう法ほうにつながるヒントがあったんですね？」

「はい。数すう式しきが書かかれていて、それが床ゆかのカーペットの数かずを表あらわしていました」

「なるほど。今こん回かいはなにも書かかれていません。ノーヒントで解とけ、ということですね」

　ノーヒントって……。

　そんなのどうやって、脱だっ出しゅつ方ほう法ほうを探さがせばいいわけ!?

「ノーヒントといっても、なにかしら手てがかりはあるはずです。でなければ、わざわざ脱だっ出しゅつ方ほう法ほうをつくる意い味みがありませんから」

　響ひびきはそこで言こと葉ばを切きって、決けつ意いのこもった目めで、みんなを見みまわす。

「それならば、ぼくが、その脱だっ出しゅつ方ほう法ほうを見みつけ出だし、みなさんを外そとに脱だっ出しゅつさせてみせます。……白しら里さと響ひびきの名なにかけて」
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「それで、白しら里さと探たん偵てい、わたしたちはどうすればいいですか？　手てがかりあるんですよね。指し示じをもらえれば、手て分わけをして確かく認にんしてきます」

　詩し織おり会かい長ちょうが、響ひびきにきく。

　だけど、響ひびきは首くびを横よこにふった。

「その必ひつ要ようはありません」

　えっ？

　な、なんで!?

「だいたいの推すい測そくは、すでにできています。みなさんは、ここで待まっていてください。……琴こと音ねさん、みなさんのことは任まかせました」

　響ひびきは、自じ信しんたっぷりにつげる。

「え、ええ……わかったわ」

　琴こと音ねさんが、少すこしとまどい気ぎ味みにうなずく。

　響ひびきはそれを見みて、階かい段だんをかけ上あがっていく。

　２階かいに、なにかあるってこと？

「みなさん、調ちょう査さは白しら里さと探たん偵ていにまかせましょう。とりあえず、着き替がえをすませていない人ひとは、すませてきてください」

　琴こと音ねさんが、はっきりとした口く調ちょうで、指し示じを出だす。

　そういえば、パジャマのままだったっけ。

　着き替がえてたのは、響ひびきと樹いつきさんぐらい……あれ？　そういえば樹いつきさんの姿すがたがないけど。

「アスカ、早はやく行いこう、時じ間かんがないよ！」

　水み夏なつに急せかされて、わたしも琴こと音ねさんや、詩し織おり会かい長ちょうたちといっしょに、２階かいの自じ分ぶんの部へ屋やに向むかう。

　手て早ばやく着き替がえ終おえて、部へ屋やを出でると、響ひびきがわたしたちの部へ屋やのプレートを、見みつめていた。

「……やはりそうか」

　響ひびきは、わたしに気きがついてないみたい。

　それぐらい、集しゅう中ちゅうしてるってことか……。

「よし、あっちに……」

　響ひびきが移い動どうしようと振ふり返かえったところに、樹いつきさんがあらわれる。

「あっちは、もう確かく認にんしてきました」

　樹いつきさんが、響ひびきに言いう。

　樹いつきさんと響ひびきの視し線せんが、交まじわる。

　響ひびきが少すこし、驚おどろいたような顔かおになったけど、それも一いっ瞬しゅんのことだった。
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　すぐに響ひびきは、樹いつきさんのすぐ近ちかくに寄よると、短みじかく言こと葉ばをかわした。

　そのまま、２人ふたりとも左さ右ゆうに散ちっていく。

　あっち？　確かく認にん？

　どういうことだろう。

　でも、樹いつきさんが響ひびきの意い図とがわかって、こまかく説せつ明めいされるまでもなく協きょう力りょくしてるってことは、わかる。

　それが、とんでもなく、すごいことだってことも。

　ああもう！

　なにも、協きょう力りょくできないなんて……。

　こんなとき、ケイがいてくれれば……。

　今いま、なにしてるのよ、ケイ。

　相あい棒ぼうがピンチだっていうのに！

　さっき、こっそり部へ屋やから、携けい帯たい電でん話わで連れん絡らくしてみたけど、やっぱり圏けん外がいのままで、つながらないし。

　着き替がえ終おえた水み夏なつといっしょに、階かい段だんを下おりる。

　少すこし待まっていると、詩し織おり会かい長ちょうや幸ゆき村むら先せん輩ぱい、琴こと音ねさんに俊とし彦ひこさんも下おりてきた。

　調ちょう査さの邪じゃ魔まにならないように、ロビーに集あつまる。

「なにをしてるんだ！　一いっ刻こくも早はやく逃にげよう！」

　俊とし彦ひこさんが、悲ひ鳴めいのような声こえを上あげる。

　相あい変かわらず、耳みみが痛いたいような大おお声ごえ。

「今いま、白しら里さと探たん偵ていが調しらべています。もう少すこし待まちましょう」

　琴こと音ねさんが、しずかに答こたえる。

「いったい、いつまでだ！　時じ間かんはどんどん、なくなってるんだぞ！」

　そう言いって、俊とし彦ひこさんが壁かべの巨きょ大だいなデジタル時ど計けいを指ゆびさす。

　時と計けいの表ひょう示じは、１‥33。

　まだ１時じ間かん半はんもある、とも言いえるけど、あと１時じ間かん半はんしかない、とも思おもえる。

　館やかたが爆ばく発はつしたら、まずわたしたちは、助たすからないだろうから。

　その事じ実じつを、みんなあらためて感かんじたのか、シーン、と静しずまりかえる。

　壁かべから現あらわれた時と計けいの巨きょ大だいさが、不ぶ気き味みに、わたしたちに迫せまってくるみたい。

「あ、あの……樹いつきさんって、何なに者ものなんでしょうね？」

　わたしは、気きをまぎらわせようと、琴こと音ねさんに話はなしかける。

　静しずかだと、どんどん緊きん張ちょうが高たかまっていくみたいで、また俊とし彦ひこさんに、パニックで暴あばれられたら、たまらない。

「わたしもよく知しらないの。Ｉ大だい学がくの田た坂さか教きょう授じゅの名みょう代だいで、いらしたことはわかってるんだけど……。でも、あのパーティーに入はいれるのは、招しょう待たい状じょうを持もっている人ひとだけだし、その招しょう待たい状じょうを送おくる相あい手ては、どういう人ひとかは調しらべてあるわ。だから、あやしい人ひとではないはずよ」

　琴こと音ねさんも、ほかにできることがない、と思おもったのか、話はなしに答こたえてくれる。

　たしかに、あやしいというより、この場ば合あいは、頼たよりになるって感かんじだしね。

　くやしいけど、今いまは響ひびきといっしょに調ちょう査さができる彼かれを、頼たよりにするしかない。

　わたしは、じっとしていられなくて、ロビーから階かい段だんのほうに、ウロウロと歩あるいていった。

「やはり、ここかな」

　ん？

　声こえがする。

　気きがつくと、階かい段だんの裏うらに響ひびきと樹いつきさんが立たっていた。

　なにやってるんだろ、あんなところで。

　階かい段だんの裏うら側がわは、ちょっとしたスペースがあるけど、壁かべがあるだけで、調しらべるようなところはなにもない。

「……でしょうね。同どう意い見けんです」

　響ひびきが答こたえてるのが、聞きこえる。

　ん？

　あそこに、なにかあるの？

　２人ふたりが見みてるのは、ただの、壁かべにしか見みえないけど……。

　響ひびきと樹いつきさんは、おたがいにうなずくと、階かい段だん裏うらから出でてくる。

　わたしも、あわててロビーにもどった。

「みなさん、お待またせしました！」

　響ひびきがよく通とおる声こえで、言いった。

　みんなが、期き待たいをこめて、響ひびきを見みつめる。

　響ひびきは、いつもの自じ信しんたっぷりな様よう子すで、みんなを見みまわすと、言いった。

「これから、謎なぞ解ときを始はじめます」
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　な、謎なぞ解とき!?

　もしかして、脱だっ出しゅつ方ほう法ほうがわかったの！

「わからなかったら、みなさんに声こえをかけませんよ」

「でも、まだ１時じ間かんしか経たってないですよ」

　詩し織おり会かい長ちょうが、響ひびきに言いう。

「思おもったより、時じ間かんがかかってしまいました。万まんにひとつも、まちがえるわけにはいかないので、念ねんを入いれて調しらべていたんです」

　響ひびきの言こと葉ばには、焦あせりや不ふ安あんは感かんじられない。

　ただ、自じ分ぶんの考かんがえに自じ信しんを持もってる、口く調ちょうだ。

　それにしたって、念ねんを入いれて調しらべて、それでも１時じ間かんで解とけたの？

　ノーヒントだって、響ひびき自じ身しんが言いってたじゃん。

「まず、ヒントがないということが、ヒントになります。これが１つ目めのヒントです」

　響ひびきはそう言いって、右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびを立たてて、見みせた。

　ヒントがないことが、ヒントぉ!?

　言いってることが、ぜんぜんわからない。

「つまり、ヒントを出だすまでもなく、ヒントと気きづくような場ば所しょが、館やかたの中なかにある、ということです」

　……え？

　館やかたの中なかって、わたしたちが過すごした場ば所しょでしょ。

　それらしいところがあれば、だれかが気きづいてたと思おもうんだけど。

　ほかのみんなも、樹いつきさんをのぞいて、首くびをひねったり、けげんそうな顔かおをしてる。

「どういうことなの、響ひびきくん」

　琴こと音ねさんがきく。

「この館やかたでヒントになりそうなもの。まず、すぐにあやしいと思おもうことが、あります。……部へ屋やの名な前まえですよ」

　響ひびきはそう言いって、２階かいを見み上あげる。

　わたしたちも、そろって２階かいに目めを向むけた。

　部へ屋やの名な前まえがヒント？

「不ふ思し議ぎに思おもいませんでしたか？　龍りゅう、ねずみ、虎とら、猪いのしし、馬うま、羊ひつじという名な前まえの選えらび方かたに」

　変へんっていえば変へんだけど、変かわった人ひとだったんでしょ、桧ひ崎さき修しゅう介すけって。

　そんな名な前まえをつけても、おかしくないと思おもうけど。

「そうね。気き分ぶんでつけた、って言いわれても、おかしい気きはしないし」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいもうなずいてる。

「これは相そう馬ま樹いつきさんに聞きいたことですが、桧ひ崎さき修しゅう介すけ氏しは変かわり者ものではあったそうですが、ロジカルな建けん築ちくをする人ひとだったそうです」

　響ひびきはそう言いって、樹いつきさんを見みる。

　樹いつきさんは、少すこし照てれたように、頭あたまをかいてる。

　ところで、ろじかるって、なに？

「理り屈くつをならべて考かんがえるってこと。ん～、紅こう月づきくんみたいな感かんじかな」

　わたしが首くびをかしげていると、水み夏なつが小こ声ごえで教おしえてくれる。

　あ～、ケイみたいな感かんじのことかぁ。

　それなら、よくわかる。

　たしかに、そんな人ひとなら、気き分ぶんで部へ屋やの名な前まえはつけなそうだもんね。

「それに、この部へ屋やの名な前まえには、１つの共きょう通つう点てんがあるんです」

　共きょう通つう点てん？　どこに？

　龍りゅう、ねずみ、虎とら、猪いのしし、馬うま、羊ひつじでしょ。

　動どう物ぶつっていうのには、龍りゅうがいるし。

「あっ、干え支とですね！」

　詩し織おり会かい長ちょうが、ハッと気きづいたように、声こえを上あげる。

「はい、そうです。龍たつ、ねずみ、虎とら、猪いのしし、馬うま、羊ひつじは、すべて干え支とに出でてくるものなんです」

　響ひびきはうなずくと、階かい段だんに足あしをかける。

「ここからは、２階かいで話はなしをしましょう」

　そう言いって、階かい段だんを上あがっていく。

　わたしたちも、あとに続つづく。

　ろう下かにならぶ３つの部へ屋や。

　ろう下かを進すすんで、半はん周しゅうすれば、同おなじように３つ部へ屋やがある。

　でも、この部へ屋やが干え支とだとしても、それがヒントになるわけ？

「たぶん、みなさんが一いち番ばん知しっている干え支とは、年ねん賀が状じょうなどに描かく干え支と。つまり、午うま年どしや未ひつじ年どしなどといったものだと思おもいます」

　うん。

　わたしも、年ねん賀が状じょうにその年としの干え支とを、描かいたりするよ。

　……って、一いち番ばんってことは、それ以い外がいにもなにかあるわけ？

「干え支とはいろいろな使つかわれ方かたをしていて、今いまではあまり使つかいませんが、時じ間かんや方ほう角がくを表あらわしています」

「そういえばそうね。丑うしの刻こくに、鏡かがみを見みてはいけないとか、怪かい談だんで昔むかし読よんだことがあるわ」

　琴こと音ねさんが、思おもい出だすように言いった。

「丑うしの刻こくといえば、夜よ中なかの１時じから３時じを指さします。申さるの刻こくなら午ご後ご３時じから５時じのこと。昔むかしの人ひとは、こんなふうに言いっていました」

　それはわかったけど、それがなにか関かん係けいあるわけ？

　わたしは、期き待たいしてきいたけど、響ひびきはあっさりと首くびを横よこにふった。

「関かん係けいありません」

　へ？

　か、関かん係けいないの！

　わたしがずっこけていると、続つづけて響ひびきが言いった。

「関かん係けいあるのは、時じ間かんではなく方ほう角がくです」

　方ほう角がく？

　っていうと、西にしとか東ひがしとか、方ほう向こうだよね。

「そうです。干え支とは方ほう角がくといっしょに、角かく度ども表あらわしていて、龍たつ（辰たつ）は１２０度ど、ねずみ（子ね）は０れい度ど、虎とら（寅とら）は60度ど、猪いのしし（亥い）は３３０度ど、馬うま（午うま）は１８０度ど、羊ひつじ（未ひつじ）は２１０度ど、鳥とり（酉とり）は２７０度どです。……おかしいとは思おもいませんか？」

　おかしいって……。

　もう、その数すう字じだらけなので、頭あたまの中なかぐちゃぐちゃなんですけど。

[image: ]

「順じゅん番ばんが、めちゃくちゃなんですよ」

　だれも答こたえないでいると、樹いつきさんが言いった。

　順じゅん番ばん？

　わたしは、頭あたまの中なかがめちゃくちゃです……。

「論ろん理り的てきな桧ひ崎さき修しゅう介すけが、干え支とを意い識しきしながら、こんなバラバラな順じゅん番ばんに名な前まえをつけることは、あり得えない。つまり、これは正ただしい順じゅん番ばんじゃないんですよ」

　樹いつきさんは、響ひびきの言いいたいことがわかるらしく、スラスラと説せつ明めいする。

　でも、正ただしい順じゅん番ばんじゃないって、どういうこと？

「え～と、部へ屋やのある角かく度どと、部へ屋やの位い置ちが合あわない……？」

　詩し織おり会かい長ちょうが、難むずかしい顔かおで、考かんがえながら言いう。

「そうです。干え支とが表あらわす角かく度どと、部へ屋やのある場ば所しょが、まるで違ちがう。虎とらの部へ屋やの60度どのあとに、猪いのししの３３０度どがきています。その次つぎは、馬うまの１８０度ど」

　響ひびきがうなずいて、説せつ明めいする。

　ああっ！

　たしかに、そう考かんがえればバラバラかも。

　まあ、わたしがわかるのは、角かく度どの大おおきさが、順じゅん番ばんに大おおきくなってないってことぐらいだけど。

「でも響ひびきくん。正ただしい順じゅん番ばんがあるとしても、どこから見みた角かく度どかわからないと、ならべかえられないと思おもうんだけど」

　琴こと音ねさんが、疑ぎ問もんを口くちにする。

　あ、たしかに。

　わたしから見みた60度どと、響ひびきから見みた60度どは、ちがうもんね。

「もちろん、どこから見みた角かく度どかは、桧ひ崎さき修しゅう介すけ氏しはこの館やかたに残のこしてくれていますよ」

　……へ？

　ほかにも、ヒントがあるの？

「……あっ！　もしかして、鳥とり！」

　水み夏なつが声こえを上あげてから、あわてて恥はずかしそうに、口くちをつぐむ。

　そんな水み夏なつに、響ひびきはにっこりと笑わらいかけて、うなずいた。

「当あたりです。桧ひ崎さき修しゅう介すけ氏しの建けん築ちく物ぶつには、サインがあります。それは鳥とりが翼つばさを広ひろげているものだそうです。この館やかたにも当とう然ぜんあり、それはあの階かい段だんの手てすりにあります」

　響ひびきが指ゆびをさすと、みんながいっせいに、階かい段だんをふりかえる。

　あの木き彫ぼりの鳥とり。

　今いまにも飛とび立たちそうな、よくできた木き彫ぼりだけど、こんなときに見みると、ちょっと怖こわい感かんじもする。

「あの木き彫ぼりの鳥とりから見みた角かく度どに、部へ屋やの順じゅん番ばんを正ただしく入いれ替かえるんです。つまり、こういう形かたちですね」

　そう言いって、響ひびきは用よう意いしていた紙かみを広ひろげる。

　そこには、マジックで書かかれた八はっ角かっ形けいの中なかに、干え支との字じがならんでる。

　え～と、鳥とりから見みると、龍りゅうの部へ屋やの方ほう向こうは、羊ひつじ!?

「ええ。その順じゅん番ばんで入いれ替かえれば、脱だっ出しゅつできるはずです」

　でも、入いれ替かえるって、具ぐ体たい的てきにどうするわけ？

　部へ屋やなんだから、持もっていって、入いれ替かえるってわけにはいかないでしょ。

「部へ屋やを入いれ替かえるからといっても、難むずかしいことは必ひつ要ようないんです。こうすればいいんですよ」

　響ひびきはそう言いって、龍りゅうのプレートに手てを伸のばして、引ひき抜ぬく。

　あっ、簡かん単たんにとれるようになってるんだ。

「みなさん、それぞれ自じ分ぶんの部へ屋やのプレートを、持もってきてください」

　みんな顔かおを見み合あわせて、それぞれの部へ屋やのプレートを、とりにいく。

　そのプレートを、響ひびきが書かいた紙かみを見みながら、正ただしい順じゅん番ばんに入いれ直なおしていく。

「響ひびきくん。１つ疑ぎ問もんがあるんだけど、いいかしら？」

　琴こと音ねさんが、響ひびきにきく。

「なんですか？」

「どうして、今いまになって、この仕し掛かけは、動うごきだしたのかしら？　それまでにも、人ひとの出で入いりはあったのに」

　そういえば、そうだ。

　今いままで、メイドさんや執しつ事じさんが、館やかたの中なかを入はいったり出でたりしてる。

　しかも、仕し掛かけが作さ動どうしたのは、わたしたちが寝ねた後あとでしょ。

「おそらく、この仕し掛かけが作さ動どうしたのも、この部へ屋やのせいでしょう」

　部へ屋やのせい？

「すべての部へ屋やの鍵かぎを中なかから閉しめると、作さ動どうするように仕し掛かけてあったんです。部へ屋やの鍵かぎが中なかから閉しめられるときは、眠ねむるときです。昼ひる間まは閉しめませんし、出で入はいりするだけの人にん間げんも、閉しめることはありません」

　そっか！

　全ぜん部ぶの部へ屋やが使つかわれて、しかも鍵かぎが中なかから閉しめられたときだけ……。

　そういうことなら、今いままで作さ動どうしなかったのも、わかる。

「桧ひ崎さき修しゅう介すけは計けい算さんしていたんでしょう。すべての鍵かぎが中なかから閉しめられた３時じ間かん後ごに、仕し掛かけが作さ動どうするようにした。全ぜん員いんが寝ね静しずまってるところを、叩たたき起おこすように」

　もうこの世よにいない人ひとなのに、わたしたちの行こう動どうを、見みすかしたみたいに、仕し掛かけがされてたってことだよね……。

　ケイが天てん才さいって言いってた意い味みが、わたしにも、ようやくわかったかも。

「これで、最さい後ごですね」

　樹いつきさんが、手てを伸のばして、最さい後ごの羊ひつじのプレートを、正ただしい部へ屋やに差さしこむ。

　わたしたちは、身みがまえて、あたりを見みまわす。

　次つぎに、どんな仕し掛かけが動うごくか、わからない。

　本ほん当とうに、脱だっ出しゅつ方ほう法ほうならいいけど……。

　ガタンッ

　ガタガタガタガタガタガタガタ…

　館やかたがきしむように、大おおきな音おとが、鳴なり響ひびく。

　これって、爆ばく発はつした洋よう館かんで聞きいたのと、同おなじ音おとだ。

　なにかの仕し掛かけが、作さ動どうする音おと。

「１階かいです！」

　響ひびきが言いって、まっさきに階かい段だんをかけおりていく。

　わたしたちも、あわてて、１階かいにかけおりる。

　……えっ。

　響ひびきは１階かいにおりると、階かい段だんの裏うら側がわに立たっていた。

　そこは、響ひびきが樹いつきさんと話はなしをしてたところ。

「やはり、ここで合あってましたね、白しら里さと探たん偵てい」

　樹いつきさんが、にこにこ顔がおで言いった。

　わたしたちが見みつめる、階かい段だんの裏うら側がわの壁かべ。

　さっきまで、たしかに壁かべだった場ば所しょに、今いまは、木きでできたドアがあった。
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「こんなところに、ドアが隠かくされてたなんて！」

　琴こと音ねさんが、おどろいた顔かおで、ドアを見みつめてる。

「でも、白しら里さと探たん偵ていは、ドアを見みる前まえに、この場ば所しょがわかってましたよね？　それに相そう馬まさんも、知しっていたような口くちぶりでしたし」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、不ふ思し議ぎそうに、響ひびきと樹いつきさんにきく。

　うん、前まえに見みたときは、とくに、あやしい感かんじはしなかったんだよね。

　隠かくしドアがある感かんじは、ぜんぜんしなかったよ。

「難むずかしい話はなしではありません。館やかたを外そとから見みたとき、ここはもっと奥おくがあるように見みえたんです。ところが館やかたの中なかに入はいってみると、すぐに壁かべになっている。なにかあるなら、ここだろうとは、思おもっていました。……ほかにも、気きづいている人ひとがいるとは、思おもいませんでしたが」

　そう言いって、響ひびきが樹いつきさんを見みる。

「いや～、ぼくは建たて物ものを研けん究きゅうしている身みですから、頭あたまの中なかで間ま取どりを思おもい描えがくクセが、ついてるんですよ。それに、パーティーの間あいだも、外そとからじっくり館やかたを見みさせていただいていましたし。どうやら、壁かべの一いち部ぶがくずれて、ドアがあらわれる仕し掛かけだったみたいですね」

　樹いつきさんはそう言いって、ドアのまわりに落おちている、白しろい壁かべのかけらを、手てにとって見みている。

「でも、よかった……」

　となりの水み夏なつが、ほっと息いきをつくのが聞きこえる。

　水み夏なつだけじゃない。

　脱だっ出しゅつのドアが開あいたことに、みんなの緊きん張ちょうした空くう気きが、少すこしゆるむのを感かんじる。

　デジタル時ど計けいに目めをやると、１‥03。

「白しら里さと探たん偵ていのすばやい対たい応おうのおかげで、まだ時じ間かんは、１時じ間かんもあります。みんな大だい丈じょう夫ぶですから、外そとに出でるまで、落おちついて行こう動どうしましょう」

　琴こと音ねさんが、タイミング良よく声こえをかける。

　その言こと葉ばに、みんなのゆるみかけた表ひょう情じょうが、また引ひき締しまる。

「それじゃあ、行いきましょう」

　響ひびきが、ドアに手てをのばす。

　ノブに手てをかけて、慎しん重ちょうにまわすと、ガチャリと音おとがした。

「開あけます」

　響ひびきがドアを押おして、ゆっくりと開ひらいた。

　ゴクリ、とだれかが、つばを飲のみこむ音おとが、聞きこえた。

　いつの間まにか、わたしも手てをにぎりこんでる。

　少すこしひんやりとした空くう気きが、ドアから流ながれてくる。

　中なかは薄うす暗ぐらいけど、どうやら、コンクリートで固かためられた、通つう路ろになってるみたい。

「よし！　ここから、出でられるんだなっ！」

　とつぜん、怒ど鳴なり声ごえが聞きこえたかと思おもったら、後うしろから突つき飛とばされる。

　ちょっ！　なに！

　その場ばで、踏ふみとどまって、見みると、わたしを突つき飛とばした俊とし彦ひこさんが、大おおきな体からだをゆらしながら、ドアに向むかって、突とっ進しんしていくところだった。

　今いままで、おとなしくしてると思おもったら！

　自じ分ぶんだけ、先さきに逃にげだそうってわけ！

「ダメです！　まだ、なにか仕し掛かけがあるかもしれません！」

　響ひびきが叫さけんで、俊とし彦ひこさんを止とめようと、手てを伸のばす。

「うるさいっ！」

　その手てをはらいのけ、俊とし彦ひこさんは、そのままドアから、通つう路ろに出でる。

　首くびだけふり返かえった、俊とし彦ひこさんがこちらに向むけて、口くちを開ひらく。

「こんなところ、１秒びょうでも長ながくなどいられん！　先さきに行いかせてもら……うおっ！」

　ドガンッ

　次つぎの瞬しゅん間かん、館やかた全ぜん体たいが、ふるえるように揺ゆれる。

　ば、爆ばく発はつ!?

「きゃっ！」

　とっさに、みんな伏ふせる。

　響ひびきは琴こと音ねさんを、樹いつきさんは幸ゆき村むら先せん輩ぱいや詩し織おり会かい長ちょうを、わたしは水み夏なつをかばいながら、あたりを見みまわす。

「な、なな、なんだ！　謎なぞは解といたんじゃないのか！」

　俊とし彦ひこさんが、床ゆかで亀かめのようなかっこうで、怒ど鳴なる。

「おそらく、謎なぞを解といても、最さい初しょから爆ばく発はつする仕し掛かけだったんでしょう。どうやら、爆ばく発はつは２階かいのようです。こちらに火ひの手てが来くるには時じ間かんがあります。早はやく通つう路ろへ！」

　響ひびきが、けわしい顔かおでつげる。

　そんな……。

　ドカンッ　ドンッ

　また爆ばく発はつが起おきて、館やかたが揺ゆれる。

　２階かいのほうから、煙けむりが流ながれてくるのが見みえる。

　まずいっ！

　早はやく逃にげないと。

「ハンカチで口くちをおさえて！　この先さきにも、なにがあるかわかりません。ぼくが先せん頭とうを行いきます！　みんな、続つづいて！」

　響ひびきが指し示じを出だして、通つう路ろの中なかに飛とびこんでいく。

　続つづいて、俊とし彦ひこさん、詩し織おり会かい長ちょう、幸ゆき村むら先せん輩ぱい、水み夏なつ、樹いつきさんと、順じゅん番ばんに通つう路ろに入はいっていった。

　残のこるは、わたしと琴こと音ねさん。

　琴こと音ねさんが、わたしに向むかって笑わらいながら、先さきに行いけと手てを差さし出だした。

　わたしやみんなを先さきに行いかせて、最さい後ごに出でるつもりなんだ。

「大だい丈じょう夫ぶよ。響ひびきくんがついているから」

　琴こと音ねさんの声こえが、確かく信しんに満みちている。

　わたしは黙だまったまま、うなずいた。

　そのまま、ドアをぬけて、通つう路ろに入はいろうと、したときだ。

　ドーンッ！

「きゃあっ！」

　近ちかくで爆ばく発はつが起おきるのと同どう時じに、悲ひ鳴めいが聞きこえる。

「琴こと音ねさん！」

　響ひびきの声こえ。

　爆ばく発はつといっしょに、熱ねっ風ぷうがふきこんできて、わたしは、顔かおを両りょう手てでおおいながら、琴こと音ねさんのいたほうを、ふり返かえる。

　あっ！

　琴こと音ねさん!?

　ドアから少すこしはなれた床ゆかに、琴こと音ねさんが倒たおれてる。

「琴こと音ねさん、起おきて！」

　ドアのところから、叫さけぶ。

　……ダメだ。起おきあがる、様よう子すがない。

　すぐに煙けむりがたちこめてきて、琴こと音ねさんの姿すがたが、うっすらとしか、見みえなくなる。

　このままじゃ……！

「琴こと音ねさん！」

　いつの間まにか、響ひびきがわたしのすぐとなりに、もどってきていた。

　琴こと音ねさんの姿すがたは、あっという間まに煙けむりに消きえて見みえなくなってしまってる。

　響ひびきはドアから飛とびだそうとして、すぐに止とどまり、わたしたちをふり返かえった。

　くちびるが、かみしめられてる。

　それから、もう一いち度ど、琴こと音ねさんが倒たおれているだろう、方ほう向こうを見みる。

　助たすけに行いきたいんだ。

　だけど今いま、響ひびきがここからはなれたら、残のこりのみんなをまとめる人ひとがいなくなる。

　通つう路ろの先さきが、安あん全ぜんかどうかもわからない。

　その責せき任にん感かんと、琴こと音ねさんを助たすけに行いきたい気き持もちが、響ひびきの中なかでせめぎあってる。
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　それなら！

　わたしは、響ひびきを押おしのけて、ドアの向むこう、煙けむりにまかれた、洋よう館かんの中なかに飛とびこんだ。

「紅こう月づきさん！」

　驚おどろいた響ひびきが、手てを伸のばしてきたみたいだけど、もう遅おそい。

「わたしにまかせて！　すぐに追おいかけるから！」

　ちらりと後うしろをふり返かえると、煙けむりのすき間まから、響ひびきの視し線せんが一いっ瞬しゅん、見みえた。

『彼女かのじょを頼たのむ』

　強つよい視し線せんが、そう言いってる気きがした。

　わたしは煙けむりをかきわけて、琴こと音ねさんのところに走はしる。

　いたっ！

　琴こと音ねさんは、倒たおれたままでいる。

　動うごかない。

　まさか……。

　わたしは、不ふ安あんになって、体からだをゆすろうと、琴こと音ねさんに手てを伸のばす。

　えっ？

　その手てを、後うしろからつかまれる。

「気き絶ぜつしてるだけだ。心しん配ぱいない」

　この声こえって……！

　後うしろをふり返かえると、そこに、樹いつきさんがいた。

「い、いつの間まに!?　それにどうして、樹いつきさんまで来きてるんですか!?」

　わたしは、目めを見み開ひらいて、樹いつきさんを見みる。

　こんな危き険けんなところに、わざわざもどってくるなんて……。

「アスカの後あとを、追おいかけてきたんだ。それに、ぼくの用ようは、こっちにあるからな」

　がらりと、変かわった口く調ちょうで、樹いつきさんが言いう。

　っていうか、アスカって……。

　しかも、その声こえに、口く調ちょう……えっ？

「まだ気きがつかないのか、アスカ」

　樹いつきさんが、あきれたように、肩かたをすくめる。

　このしぐさ、この声こえ……！

「もしかして……ケイなの!?」

「もしかしなくても、そうだ」

　樹いつきさん──ううん、ケイはそう言いって、髪かみの毛けをつかむと、すっぽりと帽ぼう子しのように脱ぬぐ。

　かつらだったの!?

　短たん髪ぱつから、見みなれた、目めを隠かくすぐらいの長ながい前まえ髪がみが、あらわれる。

　まちがいない、ケイだ。

「な、なんで！　っていうか、その変へん装そう！」

「今いまはそんなことを、話はなしてる場ば合あいじゃない。ここにいたら、まずい」

　ケイの言いうとおり、さっきより煙けむりがこくなってる。

　しかも、火ひがせまってきてる。

　これじゃあ、脱だっ出しゅつ口ぐちまで、もどれない！

「脱だっ出しゅつ用ようのドアまで行いくルートは、断たたれたな」

　ケイは、立たち上あがると、辺あたりを注ちゅう意い深ぶかく見みまわしてる。

「……ど、どうするの？」

　わたしはききながら、琴こと音ねさんを背せ負おう。

　ケイが背せ負おうより、わたしが琴こと音ねさんを背せ負おったほうが、速はやく動うごける。

　言いうまでもなく、わたしとケイの中なかで、役やく割わり分ぶん担たんができてる。

　レッドのユニフォームじゃないけど、今いまもレッドのときと同おなじ。

　ケイがナビ担たん当とうで、わたしが実じつ動どう担たん当とうで動うごく。

「……行いくぞ、こっちだ」

　ケイが、歩あるき出だす。

　そのあとを、わたしはついていく。

　ケイの背せ中なかを見みながら、思おもわず、ほっと息いきをつく。

　ずっと、わたしだけ洋よう館かんに行いかせて、どこにいるのかと思おもってたけど、まさか、こんな近ちかくにいるなんて……。

　しかも、変へん装そうして！

　ケイにききたいことも山やまほどあるけど、まずはこのくずれ落おちそうな館やかたから、無ぶ事じに脱だっ出しゅつしてからね！







　　　　19　炎ほのおを越こえて




　熱ねっ風ぷうがほおをなでていく。

　炎ほのおが近ちかい。

　汗あせが、ひたいからあごに流ながれて、しずくになって落おちる。

　だいぶ進すすんで来きたけど、もうあたり一いち面めん、炎ほのおの海うみ。

　煙けむりもたちこめて、１メートル先さきが、やっと見みえるぐらい。

　服ふくで口くち元もとをおさえて、煙けむりを吸すうのをふせぎながら、身みをかがめて、なんとか前まえに進すすむ。

　燃もえたソファをよけながら、先さきを歩あるくケイについていく。

　……これって、かなりまずい。

　脱だっ出しゅつ口ぐちは炎ほのおでふさがれて、今いまは炎ほのおがほんの少すこしのところまで、せまってきてる。

　炎ほのおにあぶられるみたいに、顔かおが熱あつい。肺はいが熱あつい。

　それでもケイは、まっすぐに前まえを見みすえて、進すすんでる。

　今いまは、ケイを信しんじて、ついていくしかないっ！

　前まえを行いくケイの足あしが、止とまった。

　ど、どうしたの？

「やはりそうか……」

　ケイが立たち止どまって、一いっ点てんを見みつめてる。

　視し線せんの先さきには、銀ぎん色いろが少すこし焼やけ焦こげた、デジタル時ど計けいがあった。

　えっ！

　あんなに歩あるいたのに、まだ、やっとロビーなの!?

　かなり、まわり道みちを、してきたってこと……。

　ううん！

　ケイが安あん全ぜんな道みちを選えらんでくれたから、ここまで来こられたんだ。

　こんな、煙けむりでまわりが見みえない状じょう態たいでも、方ほう向こうを見み失うしなわないで、動うごけるのはケイだけだもん。

　ところで、ケイはなにを見みてるわけ？

「さっきも言いっただろ。用ようがあるって。これを見みるために、もどったんだ」

　ケイが言いって、デジタル時ど計けいを指ゆびさす。

　でも、時と計けいといっても、今いまはもう、時じ間かんは表ひょう示じされていない。

　時じ間かんが表ひょう示じされていたところに、英えい語ごがあらわれていた。

「『Art is long, life is short.』」

　ケイが、文ぶん章しょうを読よみ上あげる。

　なんだか難むずかしそうな言こと葉ばだけど、どういう意い味みだろう？

　ケイはわかってるのかな？

　そう思おもって、ケイを見みると、こんなときだっていうのに、ほんの少すこしだけ、笑えみをうかべていた。

「……それならいい」

　ケイは、つぶやくように言いって、また歩あるき出だす。

　いったい、なんなの!?

　これを見みにきたって、言いってたし！

「行いくぞ」

　ケイが、また歩あるき出だす。

　話はなしを聞ききたいけど、そんなこと聞きいてる場ば合あいじゃない。

　館やかた全ぜん体たいが炎ほのおにつつまれるまで、もうそれほど、時じ間かんがありそうもない。

　時じ間かんにしたら、10分ぷんあるかないか。

「正しょう面めん玄げん関かんに行いくには、ここしかないな……」

　ケイがそう言いって、立たち止どまった。

　正しょう面めん玄げん関かんに近ちかい場ば所しょで、ドアが先さきに見みえる。

　だけど、その手て前まえは、わたしの身しん長ちょうぐらいある、炎ほのおの壁かべになってる。

　ちょ、ちょっと待まってよ！

　ここしかないって、ここを突つっ切きるつもり？

「ほかのルートは、もう炎ほのおにつつまれてる。それに、今いまからルートを変かえている時じ間かんはない」

　だけど！

　あの炎ほのおの壁かべに突つっ込こんだりしたら、丸まる焼やけになるだけだよ。

　絶ぜっ対たい、ムリ！

　消しょう火か器きでもあれば、別べつかもしれないけど、そんなのないし。

　だけど、ケイは落おちついた様よう子すで、わたしの後うしろを指ゆびさした。

「あれがある」

　あれって……。

　わたしがふり返かえると、そこには水すい槽そうがある。

　あれならたしかに、かなり大おおきいから、水みずがたっぷりあるけど……。

　あんな重おもそうなの、わたしでも運はこぶのはムリだよ。

　しかも、炎ほのおのいきおいが強つよすぎて、水みずをちょっとかけたぐらいじゃ、どうにかなりそうもないし。

「考かんがえがある」

　そう言いって、ケイは、さっき洗せん面めん所じょを通とおったときにひろっていた、ベッドのシーツを手てに持もつ。

　ひろってたときも思おもったけど、そんなの、どうするわけ？

「……こうするんだ」

　ケイは、シーツを水すい槽そうの中なかにいれる。

　シーツに、水みずをどんどん、しみこませていく。

　水みずがめいっぱいしみこんだシーツを、ケイはとりだす。

　ぽたぽたと水みずがしたたるシーツを持もって、ケイは炎ほのおの壁かべの前まえに立たつ。

「一いっ瞬しゅんだけ、炎ほのおのいきおいを弱よわめる。ほんの一いっ瞬しゅんだが」

　炎ほのおのいきおいを弱よわめるって、どうやって……。

　質しつ問もんしようと思おもっていた、わたしは口くちをつぐむ。

　炎ほのおで、ケイの顔かおが、赤あかく照てらされてる。

　そのまなざしは、まっすぐにわたしを見みてる。

　行いけるな？　って言いうみたいに。

　……どうやって、とか、きくまでもないか。

　今いままでだって、レッドとして、ケイを信しんじてきたんだもん。

　今いまだって、信しんじられる。

　ううん！

　信しんじないほうが、どうかしてる！

　ケイなら、絶ぜっ対たいに、炎ほのおのいきおいを弱よわめてくれる。

「わかった」

　わたしはコクリとうなずいて、背せ中なかの琴こと音ねさんを背せ負おいなおした。

　ケイは、シーツを広ひろげて、三さん重じゅうに重かさねる。

「タイミングを指し示じする。迷まよわず炎ほのおに向むかって飛とべ」

「うん！」

　炎ほのおに向むかって飛とびこむなんて、ムチャクチャだけど、不ふ思し議ぎとわたしは怖こわくなかった。

「行いくぞ……３、２、１……ＧＯ！」

　ケイのかけ声ごえといっしょに、わたしは全ぜん力りょくで走はしりだす。

　それと同どう時じに、ケイは重かさねたシーツを、炎ほのおに上うえからかぶせた。

　すると、あれだけ燃もえさかっていた炎ほのおが、シーツのあるところだけ、きれいに消きえさる。

「飛とべ！」

　わたしは、右みぎ足あしをおもいっきりふみこむ。

　タンッ

　わたしは飛とび上あがる。

　すぐ横よこには、炎ほのおがせまってきてる。

　しかも、琴こと音ねさんを背せ負おってるぶん、いつもより、ぜんぜん高たかく飛とべないっ……！

「くうっ……！」

　体たい勢せいをくずしながら、それでもなんとか、炎ほのおの壁かべの向むこう側がわに、着ちゃく地ちする。

　琴こと音ねさんを気き遣づかいながら、ふり返かえる。

　ケイが、わたしの着ちゃく地ちと同どう時じに、スタートを切きってる。

　だけど、もう炎ほのおの壁かべは、元もとにもどりはじめてる。

　ダメ！

　炎ほのおのほうが速はやい！

「ケイッ！」

　わたしはとっさに、手てを伸のばす。

　ケイがまっすぐに、わたしにむかって左ひだり手てを伸のばして……
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　炎ほのおに吞のみこまれかけたケイの手てを、一いっ瞬しゅん速はやく、わたしの手てが摑つかんだ！

「こっのぉー！」

　わたしは、後うしろに倒たおれるように、ケイを引ひっぱる。

　ドスンッ

　ケイといっしょに、わたしは床ゆかに倒たおれこむ。

「いったぁ……」

　わたしは、おもいっきり打うった、お尻しりをなでながら、ケイを見みる。

　前まえのめりに、床ゆかにつっぷすように、ケイは倒たおれこんでる。

「大だい丈じょう夫ぶ、ケイ？」

「……ああ、なんとかな」

　ケイが、顔かおをしかめて起おきあがる。

　ほっ……。

　それにしても、ケイがあんなムチャするなんて……。

　わたしと琴こと音ねさんは、飛とべたけど、ケイは本ほん当とうにギリギリだった。

　もし、わたしが手てを伸のばしてなかったら……。

　ケイをちらりと見みる。

　さっきのことなんて、なにもなかったみたいな、顔かおをしてる。

　だいぶすすで、黒くろずんでるけど。

「……やはり開あかないか」

　ケイは、正しょう面めん玄げん関かんのドアを調しらべていたかと思おもったら、あたりまえのように言いった。

　えっ!?

　開あかないの、ドア!?

「ああ。ロックは、かかったままだ」

　じゃあ、どうやって脱だっ出しゅつするの？

　もう、ここ以い外がい、外そとに出でられるところなんて、ないよ。

　どこにも、行いけそうにないよ！

「わかってる。だからこそ、ここに来きたんだ」

　ど、どういう意い味み？

　ケイの言いってる意い味みが、さっぱりわからない。

　炎ほのおは、もう目めの前まえまでせまってる。

　後うしろは開あかないドアで、逃にげ場ばはない。

「どうするの、ケイ……」

「あとは、白しら里さと響ひびきを信しんじるだけだ」

　響ひびきを？

　ケイの意い外がいな言こと葉ばに、わたしは思おもわず、ケイの顔かおを見みた。

　いつもどおり、無ぶ愛あい想そうな表ひょう情じょう。

　だけど、その視し線せんはするどくドアを見みつめてる。

　本ほん当とうに、響ひびきを信しんじてるんだ。

　なら、わたしも信しんじる。

　わたしとケイと琴こと音ねさんの３人にんで、絶ぜっ対たい脱だっ出しゅつできるって、信しんじる！

　そう思おもったとき──

「そこにいるなっ！」

　響ひびきの声こえが、ドアの反はん対たい側がわから聞きこえる。

　ほ、ほんとに響ひびきが来きた……。

　わたしがびっくりしていると、ケイが、わたしをチラリと見みる。

　返へん事じをしろ、ってことみたい。

「いるよっ！　みんな無ぶ事じで、琴こと音ねさんもいっしょ！」

「今いまから、ドアをこじ開あける！　少すこしドアから離はなれてるんだ」

　こじ開あけるって、そんなことしたら、爆ばく発はつするんじゃないの!?

「すでに爆ばく発はつしてる。これ以い上じょうの爆ばく発はつはない」

　ケイが断だん言げんする。

　なんで、そんなこと……ああもう、わかった！

　ケイを信しんじる！

　わたしとケイは、ドアから離はなれる。

「離はなれたよ！」

　わたしが返へん事じしてすぐに、ドアから電でん動どうのノコギリが飛とびだしてくる。

　あっという間まに、人ひとが通とおれる大おおきさに、穴あなが開あく。

　わたしとケイは左さ右ゆうから琴こと音ねさんを支ささえるようにして、その穴あなから、外そとに飛とびだした。

「伏ふせろッ！」

　響ひびきの声こえに、わたしはそのまま、芝しば生ふにたおれこむ。

　一いっ瞬しゅんおくれて、穴あなから炎ほのおがふき出だす。

「……大だい丈じょう夫ぶか？」

　顔かおを上あげると、先さきに立たち上あがっていたケイが、手てを差さし出だしてくる。

　いつの間まにか、樹いつきさんの姿すがたにもどってる。

　わたしは、その手てをとって、立たち上あがる。

　そのケイが、少すこしさびしそうな表ひょう情じょうで、洋よう館かんを見み上あげていた。







　　　　20　館やかたの終しゅう焉えん




　琴こと音ねさんを、響ひびきたちにあずけると、ボディーガードたちが車くるまに乗のせて、すぐに運はこんでいった。

　気きを失うしなったままだけど、命いのちに別べつ状じょうはなさそうだって。

　わたしも、病びょう院いんに行いくように言いわれたけど、全ぜん身しんすすだらけなだけだし、軽かるいやけどくらいだからって、ことわった。

　今いまは、洋よう館かんから離はなれた花か壇だんまで、連つれてこられて、しゃがみこんでる。

　さすがに、緊きん張ちょうしどおしで、くたくただよ……。

　そういえば、ほかのみんなは、大だい丈じょう夫ぶだったんだよね。

　響ひびきといっしょにいたんだし。

「紅こう月づきさん！」

「アスカ！」

　そう思おもっていたら、声こえがして、詩し織おり会かい長ちょうと幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、かけよってくる。

　２人ふたりとも、ひどいかっこうになってる。

「大だい丈じょう夫ぶなの？」

　詩し織おり会かい長ちょうが、わたしの体からだを見みまわして、きいてくる。

「はい。ケガはないです」

　わたしは立たちあがって、くるりと１回かい転てんしてみせた。

「そう……よかったわ」

　ほっとしたように、詩し織おり会かい長ちょうが息いきをつく。

「まさか、あそこでもどるなんて……猪いのししじゃないんだから、真まっ直すぐ突つっ走ぱしればいいってもんじゃないのよ。本ほん当とうにアスカは！」

　ちょっと、なんですか先せん輩ぱい、その言いい方かたはぁ！

　でも、そう言いった幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、半はん泣なきみたいな顔かおで、頭あたまをクシャクシャにしてくれたから、なにも言いえなくなる。

　……心しん配ぱいかけて、ごめんなさい。

　……って、あれ？　水み夏なつは？

「バカッ！」

　えっ!?

　とつぜん、後うしろからドシン！　と衝しょう撃げきを受うけて、わたしは思おもわずよろける。

　この声こえは、水み夏なつ!?

　ふり返かえろうとしたけど、水み夏なつにしっかり背せ中なかにしがみつかれて、ふり返かえれない。

「ど、どうしたの？」

　わたしは、とまどいながら、背せ中なかの水み夏なつにきく。

「……心しん配ぱいしたんだからね」

　ふるえた、涙なみだ声ごえだった。

「ごめん……」

「あやまらなくていい。……無ぶ事じでよかった」

　ぶっきらぼうな言こと葉ば使づかいだけど、どれだけ心しん配ぱいしてくれたか、水み夏なつの体たい温おんといっしょに、背せ中なか越ごしに伝つたわってくる。
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「ほら、水み夏なつ。そのままじゃ、アスカが動うごけないって」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、水み夏なつを抱だきかかえる。

　わたしは、やっと動うごけるようになって、水み夏なつを見みる。

　涙なみだと、わたしの服ふくについたすすで、水み夏なつの顔かおがひどいことになってる。

「あ～あ。水み夏なつもアスカも、ひどい顔かおになってるわよ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいがあきれたように言いう。

「ほら、顔かお出だして」

　詩し織おり会かい長ちょうが、ハンカチでやさしく顔かおをぬぐってくれる。

　そんなことされると、なんだかすごく幼おさないころに、もどったみたい。

　すごくほっとする。

「ここにいたんですね。本ほん当とうに、病びょう院いんには行いかなくても？」

　そのとき、琴こと音ねさんを乗のせた車くるまを見み送おくった響ひびきが、こちらにやってきた。

「はい。病びょう院いんより、シャワーあびたいです」

　わたしは肩かたをすくめる。

「それは……そうだろうね」

　響ひびきは、わたしの姿すがたを見みて、苦にが笑わらいする。

「ところで、彼かれは？」

　響ひびきは、あたりを見みまわして言いった。

　その視し線せんが、心こころなしか、するどくなってる。

「カレ？」

　わたしは、首くびをかしげる。

「相そう馬ま樹いつきさんだよ。いっしょに出でてきただろう」

「ああ……わたしも、知しらないです。どこかに、いるんじゃないんですか？」

　わたしは、キョロキョロと、あたりを見みまわすふりをして、とぼける。

「いや、それがどこにもいないんだ」

　ため息いきまじりに、響ひびきがつげる。

　失しっ敗ぱいした、と思おもってる顔かおだ。

　どうやら、うまく逃にげられたみたい。

　ケイは館やかたを脱だっ出しゅつしてから、すぐにここから、離はなれたんだよね。

　正しょう体たいがばれるわけには、いかないからって。

　響ひびきもふくめて、ほとんどの人ひとたちが、琴こと音ねさんに注ちゅう目もくしてたから、逃にげだすのは簡かん単たんだったみたい。

「……彼かれなんだろう。正しょう面めん玄げん関かんに行いくように、言いったのは」

　響ひびきが真しん剣けんな顔かおで、きいてくる。

　いつも、レッドとして向むかいあってるときと、同おなじ表ひょう情じょうだ。

　さすがに、あやしまれたみたい。

「はい……」

　わたしは、うなずく。

　すべて、相そう馬ま樹いつきという人ひとのおかげ。自じ分ぶんはなにも知しらず、ついて行いっただけ。

　そういうことにしておけって、ケイに言いわれたんだよね。

　実じっ際さい、ケイがいたから、脱だっ出しゅつできたんだし、ウソはついてないんだけどね。

「彼かれはいったい、何なに者ものなんだろうな。あれだけの知ち識しきと、推すい理り力りょくを持もち合あわせている人にん間げんなんて、ぼくも数かぞえるほどしか、会あったことがない。でも、彼かれがいっしょだとわかっていたからこそ、正しょう面めん玄げん関かんに来くると思おもっていた」

　そういえば、ケイも響ひびきを信しんじてるって、言いってたっけ。

「あの……なんで、正しょう面めん玄げん関かんだと思おもったんですか？」

　わたしは思おもいきって、響ひびきにきいてみる。

　響ひびきは少すこし考かんがえるような顔かおをしてから、口くちを開ひらいた。

「ドアがすべてロックされている状じょう態たいなら、外そとからこじ開あけるしか方ほう法ほうはない。それなら、どこかの部へ屋やの窓まどか、正しょう面めん玄げん関かんのドアだけだ。だけど、部へ屋やの窓まどはいくつもある。どこの部へ屋やか、外そとに知しらせる方ほう法ほうはない。つまり、正しょう面めん玄げん関かんで待まつしかないんだ」

　でも、ボディーガードの人ひとたちが外そとにいたんだから、もっと早はやくに、窓まどガラスを割わって入はいってきそうなんですけど。

「桧ひ崎さき修しゅう介すけは、それも計けい算さんしていた。すべての窓まどガラスには、防ぼう犯はんガラスが使つかわれていたんだ。防ぼう犯はんガラスは、ちょっと工こう具ぐで叩たたいたぐらいでは、人ひとが通とおれる穴あなを開あけることはできない。ただ、そのために大おお型がたの工こう具ぐを、すぐに手て配はいしていたのは、さすが花はな里さと家けのボディーガードたちだよ。だからこそ、正しょう面めん玄げん関かんのドアをこじ開あけることができた」

　あ、そっか！

　なんで都つ合ごうよく、ドアを開あける工こう具ぐがあったのかと思おもってたけど、そういうことだったんだ。

「あともう１つ。ドアをこじ開あけたら、爆ばく発はつするって書かいてあったのに、どうしてこじ開あけられると思おもったんですか？」

　これが疑ぎ問もんだったんだよね。

　ケイは、自じ信しんを持もってたようだけど。

「どういう理り由ゆうなのかは、これから調しらべることになるだろうけど、爆ばく発はつが起おきてから、すぐに確かく信しんしたよ。この館やかたを建けん築ちくした桧ひ崎さき修しゅう介すけという男おとこは、本ほん当とうにぼくたちをどうにかするつもりなんて、なかったんだろうって」

　えっ？

　それって、どういうこと？

「建けん築ちくの専せん門もん家かが、爆ばく薬やくを仕し掛かけたら、もっと効こう果か的てきに館やかたを破は壊かいできる。だけど、実じっ際さいは少しょう量りょうの爆ばく薬やくしか使つかわれていない」

　そ、そうなの!?

　じゃあ、こじ開あけたら、爆ばく発はつするっていうのは、ウソだったってこと？

「いや。おそらく爆ばく発はつが起おきる前まえなら、それがきっかけで、爆ばく発はつが起おきたはずだよ。ロビーでも爆ばく発はつが起おきていたようだから、危き険けんだったという判はん断だんは間ま違ちがっていない。でも、桧ひ崎さき修しゅう介すけには心しん理り的てきにこじ開あけないと、わかっていた。爆ばく発はつすると言いわれたら、こじ開あける危き険けんをおかさないと、わかっていたんだ」

　でも、もしかしたら、俊とし彦ひこさんみたいな人ひとが、こじ開あけちゃってたかもしれないんじゃ……。

「それはおそらく……いや。これはただの推すい測そくだから、言いわないでおくよ」

　ええーっ！

　そんなぁ。

「それより、君きみとは本ほん当とうに、よく会あうね」

　響ひびきが、とつぜん話はなしを変かえてくる。

　ぎ、ぎくぅ。

「そ、そうですね！　き、奇き遇ぐうですよね！」

　急きゅうなことに、顔かおに出でそうになるのをおさえて、なんとか笑え顔がおで答こたえる。

　響ひびきの目めが、まっすぐに、わたしの視し線せんをつかまえていた。

「……もしかして、ぼくが思おもってる以い上じょうに、会あってたりするのかな？」

　表ひょう情じょうは笑わらっているけど、その目めが探たん偵ていの鋭するどさをひめていて……。

「な、な、なんのことでしょう!?」

　まずいってば！

　もしかして、わたしのこと、うたがってる？

　響ひびきは、わたしをしばらく見みつめていたけれど、やがて、ふっと笑わらった。

「………まあいい。また会あおう」

　響ひびきはそう言いうと、振ふり返かえった。

「きっとまた、すぐに会あえる気きがするよ」

　言いいながら、ボディーガードたちが、集あつまってるほうへ向むかって、歩あるいていってしまう。

「アスカ、いったい、なんの話はなし？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、不ふ思し議ぎそうな顔かおで、きいてくる。

「いえ、なんでも……」

　言いいかけたとき、あたりからざわめきが起おきた。

　ボキッ　バキバキバキ……ドスンッ

　木きが折おれる音おとがして、洋よう館かんがくずれおちていく。

　みんなだまって、館やかたを見み上あげる。

　これで、本ほん当とうに終おわったんだ……。

　それを知しらせるかのように、遠とおくから、サイレンの音おとが聞きこえてきた。







　　　　21　天てん才さい建けん築ちく家かからの遺ゆい言ごん




　あれから半はん日にち。

　さすがは、花はな里さと家けの執しつ事じさんや、メイドさんたち。

　しばらくぼうぜんとしていたけれど、すぐに立たち直なおって、あちこちに連れん絡らくして、いちばん近ちかくの旅りょ館かんを借かりきって、わたしたちを休やすませてくれた。

　おかげで、お風ふ呂ろにゆっくり入はいって、新あたらしく用よう意いしてくれた服ふくにも着き替がえられたんだ。

　それからひと息いきついて、わたしたちは、家いえに帰かえるために駅えきにやってきた。

　詩し織おり会かい長ちょうたちは、花はな里さと家けの執しつ事じさんと、このあとのことを話はなしてる。

　いろいろ燃もえちゃったから、それを弁べん償しょうしてくれたりするみたい。

　あのときは、荷に物もつを持もってくる余よ裕ゆうなんて、なかったしね。

　そういう難むずかしい話はなしは、詩し織おり会かい長ちょうたちにまかせて、一ひと足あし先さきに、わたしだけ駅えきのホームにやってきたんだ。

　ちょっとした、予よ感かんがしたからさ。

　駅えきのホームに出でると、わたしは左さ右ゆうを見みまわす。

　駅えきのホームの先さきのベンチに、白髪しらがまじりの、70代だい後こう半はんぐらいのおばあさんが、すわってる。

　それ以い外がいに、人ひとはいない。

　わたしは、おばあさんに、ゆっくり近ちかづいていった。

　となりに座すわって、言いった。

「ケイでしょ？」

「……どうしてわかった？」

　少すこし不ふ満まんげな声こえが、返かえってくる。

「そんな気きがしただけ」

「アスカの野や性せいの勘かんは、ごまかせないか」

　野や性せいってあのね！

　もう……少すこし話はなしをしようと思おもって、来きたのに。

「言いわれたとおり、響ひびきには、ぜんぶ樹いつきさんのせいにしておいたよ」

　わたしが声こえをかけると、ケイが顔かおを上あげる。

「そうか」

　いつものとおり、無ぶ愛あい想そうな返へん事じ。

　樹いつきさんだったときの、愛あい想そのよさは、どこに行いったんだか。

「ケイが変へん装そうできるなんて、聞きいてなかったんですけど？」

「できない、と言いったことはない」

　そりゃそうだけどさ……。

　あそこまで、完かん璧ぺきな変へん装そうができるなんて、思おもってもみなかったよ。

　完かん全ぜんに、大だい学がく生せいの樹いつきさんだと、思おもってたもん。

　そして、今いまはおばあさん。

　せなかの曲まがり具ぐ合あいも、身み振ぶりも、声こえを聞きかなければ、本ほん当とうにおばあさんにしか見みえない。

「そうじゃなければ、変へん装そうする意い味みがない」

　でも、なんで変へん装そうなんてしてきたわけ？

「響ひびきがいるとわかっていたからな。アスカだけならともかく、ぼくまでケイのままで行いっていたら、身み動うごきがとれなくなる」

　それはそうか。

　響ひびきは樹いつきさんのことだって、疑うたがってたくらいだもんね。

　あれがケイのままだったら、ばっちりマークされちゃうわけだし。

「変へん装そうは父とうさんが得とく意いなんだ。小ちいさいころから、ムリヤリ教おしえられていて、今いまでは情じょう報ほう収しゅう集しゅうするときに、役やくに立たってる」

　へ？　そうなの？

　でも、そっか。

　ケイの姿すがたのまま、レッドの情じょう報ほう収しゅう集しゅうしてたら、すぐに正しょう体たいばれちゃいそうだもんね。

「……ねえ、ケイ。１つ疑ぎ問もんに思おもってることがあるんだけどさ」

　変へん装そうのことも気きになってたけど、もう１つ気きになってることが、あるんだよね。

　ケイが、だまってわたしを見みる。

　なに？　ということらしい。

「桧ひ崎さき修しゅう介すけって、本ほん当とうに花はな里さと家けに、復ふく讐しゅうするつもりだったのかな？」

「……どうしてそう思おもう？」

　だって、脱だっ出しゅつ方ほう法ほうをわざわざつくったり、仕し掛かけが作さ動どうする方ほう法ほうも、やけに手てがこんでたでしょ。

　あと、最さい後ごのデジタル時ど計けいに表ひょう示じされてた文ぶん章しょう。

　わたしには、よくわからなかったけど、ケイはわかってたんでしょ？

「『Art is long, life is short.』か」

　そうそう、それ。

　どういう意い味みなの？

「あれは、古こ代だいギリシャの医い者しゃ、ヒポクラテスの言こと葉ばだ」

　古こ代だいギリシャのお医い者しゃさん？

　そんな人ひとの言こと葉ばが、書かいてあったわけ？

「『Art is long, life is short.』。意い味みは『学まなぶべき技ぎ術じゅつは多おおいが、それにくらべて人じん生せいは短みじかい』……そんな意い味みだ」

　ん？

　それを、桧ひ崎さき修しゅう介すけが残のこしたって、どういうこと？

「１つ勘かん違ちがいしていたんだ。桧ひ崎さき修しゅう介すけは、会かい社しゃがなくなり、依い頼らいがこなくなったことを、恨うらんでいたわけじゃなかった」

　恨うらんでないって、どうしてそんなことを言いえるわけ？

「『Art is long, life is short.』の言こと葉ばどおりだ。桧ひ崎さき修しゅう介すけは、まだまだ自じ分ぶんが学まなぶべきことが、多おおくあると思おもっていた。だから、わずらわしい依い頼らいをこなす必ひつ要ようがなくなって、もしかしたら、うれしかったのかもしれない。その時じ間かんを使つかって、さらに学まなべるのだから」

　ようするに、勉べん強きょうする時じ間かんができて、喜よろこぶことはあっても、恨うらむことなんてないってこと？

「そういうことだ」

　その考かんがえ方かた、絶ぜっ対たい、わたしにはわからないかも……。

「建けん築ちくを極きわめたい、と思おもっていた桧ひ崎さき修しゅう介すけにとって、人じん生せいは短みじかい。復ふく讐しゅうなんていうムダなことに、時じ間かんを割さくわけがなかったんだ」

　ふーん？

　でも、そうすると、あの洋よう館かんは、なんで建たてたわけ？

　復ふく讐しゅうするつもりは、なかったわけでしょ？

「たしかに、そう考かんがえると、なぜ危き険けんな洋よう館かんを建たてる必ひつ要ようがあったのか、わからなくなる。……だが、考かんがえてみたら、シンプルな理り由ゆうが１つあった」

　シンプルな理り由ゆう？

「あの洋よう館かんを使つかう予よ定ていだったのは、だれだ？」

　え～と。

　たしか、琴こと音ねさんのお祖父じいさんで、花はな里さとグループの会かい長ちょう……って、えっ？

　もしかして！

「そうだ。最さい初しょから、あの洋よう館かんは花はな里さとグループの会かい長ちょうのためだけに、つくられたものなんだ」

　やっぱり、それじゃあ復ふく讐しゅうじゃん！

　花はな里さとグループに恨うらみを持もってたから、会かい長ちょうを狙ねらったんでしょ。

「あの洋よう館かんの爆ばく発はつの仕し方かたを、白しら里さと響ひびきはなにか言いってなかったか？」

　えっ。

　言いってたよ。

　少しょう量りょうの爆ばく薬やくしか使つかわれてないって。

　それと、わたしたちを、どうにかするつもりは、なかったんじゃないかって。

「白しら里さと響ひびきの持もってる情じょう報ほうだと、推すい理りできるのはそこまでだな。ぼくは、もう少すこし推すい理りを進すすめられる。花はな里さとグループの会かい長ちょうは、経けい営えい手しゅ腕わんが高たかいだけでなく、頭ず脳のう明めい晰せきでもある。当とう然ぜん、あの場ばに出でくわしたとしても、ぼくたちほど速はやくはないにしても、制せい限げん時じ間かん内ないに謎なぞは解とけたはずだ。桧ひ崎さき修しゅう介すけは、解とけると計けい算さんして、謎なぞを出だした。つまり、桧ひ崎さき修しゅう介すけには最さい初しょから、会かい長ちょうをどうにかするつもりはなかった」

　で、でもさ！

　少しょう量りょうって言いっても、爆ばく薬やく使つかってるし、館やかたは燃もえちゃってるじゃん。

「しかし、怪け我が人にんは出でないように、計けい算さんされていたはずだ。館やかたが燃もえたのも、計けい算さんだ。燃もえやすい木もく材ざいを多おおく使つかっていたことと、火ひの回まわる時じ間かんや経けい路ろも、すべて計けい算さんどおりだったはずだ。そして、道みちの入いり組くんだ山やま奥おくに建たてて、消しょう防ぼう車しゃの到とう着ちゃくをおくれさせた。仕し掛かけが発はつ動どうしたら、館やかたを残のこすつもりは、なかったんだろう」

　やっぱりおかしいって！

　それなら、琴こと音ねさんが爆ばく発はつに巻まきこまれたり、しないはずじゃん。

　そもそも、その会かい長ちょうは館やかたの仕し掛かけを、作さ動どうさせてないわけだし。

「それだけが、桧ひ崎さき修しゅう介すけにとって、最さい大だいの失しっ敗ぱいであり、計けい算さん違ちがいだったんだ」

　計けい算さん違ちがい？

「あの館やかたを使つかうはずだった会かい長ちょうは、仕し事ごとが忙いそがしくなり、使つかわなくなってしまった。そのために、仕し掛かけは作さ動どうしなかった。それに加くわえて、桧ひ崎さき修しゅう介すけ自じ身しんも、館やかたが建たってまもなく、亡なくなった。そのため、ずっと仕し掛かけは残のこされたまま、月つき日ひが流ながれたんだ。そして、時ときが経たって作さ動どうした仕し掛かけは、仕し掛かけ自じ体たいはうまく作さ動どうしたものの、爆ばく発はつのタイミングが、ずれたんだ。それに巻まきこまれたのが花はな里さと琴こと音ねさんだ。本ほん当とうなら、あんなに早はやく、１階かいが爆ばく発はつしないようになっていたんだろう」

　じゃあ、わたしやケイや琴こと音ねさんは、その桧ひ崎さき修しゅう介すけの失しっ敗ぱいに、巻まきこまれたってわけ？

「そうだな。……ぼくは違ちがうが」

　ケイは違ちがう？

　……あ。そういえば、自じ分ぶんで館やかたに残のこったみたいなこと、言いってたよね。

「ああ。桧ひ崎さき修しゅう介すけなら、最さい期ごのメッセージを残のこしていただろう、と思おもった。これは、ぼくの想そう像ぞうだが、あの館やかたは桧ひ崎さき修しゅう介すけにとって、自じ分ぶんの名なを刻きざみこんだ、墓はかのつもりだったんだろう」

　お墓はかぁ!?

　あの洋よう館かんが？

　お墓はかにしては、ずいぶん迷めい惑わくすぎない？

「かもな。だが、石いしに名なを彫ほっただけより、ずっと桧ひ崎さき修しゅう介すけらしい。しかも、相あい手てに選えらんだのが、花はな里さとグループの会かい長ちょうだったのは、皮ひ肉にくだったのかもしれない」

　花はな里さとグループの会かい長ちょう相あい手てに、そんな仕し掛かけをしようなんて、桧ひ崎さき修しゅう介すけぐらいしか、思おもわなそうだもんね。

　ケイは、ゆっくりと空そらを見み上あげる。

　今日きょうも、青あおい空そらに、入にゅう道どう雲ぐもが広ひろがっている。

「……恨うらみじゃないと気きづいたとき、見み届とどけたいと思おもったんだ。彼かれの遺のこしたかった言こと葉ばが、なんなのか。……桧ひ崎さき修しゅう介すけの建けん築ちく物ぶつに、魅みせられた１人ひとりとして」

　ケイが、ぽつりと言いった。

　そのメッセージが、Art is long, life is short.

　最さい期ごまで、建けん築ちくを極きわめることにしか、興きょう味みがなかったってわけね。

　それであのとき、ケイは「それならいい」って、言いったんだ。

　桧ひ崎さき修しゅう介すけが、後こう悔かいして、恨うらんで、洋よう館かんを建たてたわけじゃないって、わかったから。

　でも、そのためだけに、炎ほのおの中なかに飛とびこむとか、ムチャクチャしすぎだよ！

　いつもの、ケイらしくもない。

「……それでも、見みるだけの価か値ちはあった」

　そう言いうと、ケイはほんの少すこしだけ、笑えみをうかべた。

　はあぁ……。

　ほんと、天てん才さいってわたしには、理り解かい不ふ能のうみたい。

　そのために、こっちは命いのちがけだったっていうのに。

「桧ひ崎さき修しゅう介すけも、天てん国ごくで自じ分ぶんの失しっ敗ぱいを、悔くいてるかもしれない」

　ケイは、無ぶ愛あい想そうな表ひょう情じょうにもどって、言いった。

　天てん国ごくに行いけたかどうかも、わからないけどね。

　あんな、危あぶない洋よう館かん、建たてるような人ひとなんだから。

　地じ獄ごくで、鬼おにに小こ突づきまわされるぐらいしてても、いい感かんじだよ。

「アスカ！」

　声こえがする。

　ホームにやってきた詩し織おり会かい長ちょうたちが、こっちに手てをふってる。

　そろそろ行いかなきゃ。

「ケイは、１人ひとりで帰かえるんでしょ？」

「ああ。ここにぼくがいたら、おかしいからな」

　それと、あちこちで途と中ちゅう下げ車しゃしたりしながら、丸まる一いち日にちかけないと、乗のり物もの酔よいで、帰かえってこられないからだろうけど。

　帰かえってきたら、ふらふらで、倒たおれちゃうんだろうな。

「じゃあ、先さきに行いくね」

「ああ。アスカは、宿しゅく題だいの山やまが待まっているから、早はやく帰かえらないとな」

　うぐっ！

　い、いやなこと、思おもい出ださせないでよ……。

「ねえ、ケイ、あのさ、わたしの宿しゅく題だい、手て伝つだったり……」

「……しない」

　だよね。

　とりあえず、詩し織おり会かい長ちょうたちのところに行いったら、手て伝つだってもらう約やく束そくをとりつけないと。

　はあぁ……。

　夏なつ休やすみの宿しゅく題だいを、サクサク解とける天てん才さいになら、わたしもなってみたいよ。

「天てん才さいなら、そもそも夏なつ休やすみの宿しゅく題だいに、時じ間かんはかからないだろう」

　わかってるって！

　でも、天てん才さいを理り解かいするのは、わたしには一いっ生しょう無む理りかも。

　今こん回かいのことで、ほんとそう思おもったよ。

　わたしは、ケイの無ぶ愛あい想そうな表ひょう情じょうを見みながら、そんなことを少すこしだけ考かんがえた。







　　　あとがき




　こんにちは！　怪かい盗とうレッドの記き録ろく係がかりこと、秋あき木ぎ真しんです。

　今こん回かいの舞ぶ台たいは、天てん才さい建けん築ちく家かが建たてたからくり館やかた。

　そこで、色いろ々いろと大たい変へんなことが起おきてしまいます……。

　どんなことが起おきるかは、本ほん編ぺんを読よんでのお楽たのしみです！

　さて。本ほん編ぺんについてはこれぐらいにして、今こん回かいはお祝いわいすることがあるんですよね～。

　なにかというと……

　祝しゅく・怪かい盗とうレッド３周しゅう年ねん！

「怪かい盗とうレッド」１巻かんが出でて、ちょうど丸まる３年ねんになります。

　これまで続つづけてこられたのも、みんなが「怪かい盗とうレッド」を応おう援えんしてくれたから。

　というわけで、みんなに感かん謝しゃをこめて、アスカとケイを呼よんで、座ざ談だん会かいをしたいと思おもいます。

　アスカとケイには、すでに、準じゅん備びをしてもらっています。

　それでは、怪かい盗とうレッド３周しゅう年ねん記き念ねん座ざ談だん会かい、スタート！

アスカ：みんな、こんにちはー！　

ケイ：…………。

アスカ：ちょっと、ケイ。あいさつ、あいさつ！

ケイ：…………スー、スー（寝ね息いき）。

アスカ：ね、寝ねるなーっ！

秋あき木ぎ：いきなり、すごい入はいり方かただね……。でもまあ、こんにちは、とは言いってるけど、じつは今いま、朝あさの８時じぐらいなんだよね。だから、ケイが寝ねてるのもしかたがないかも。

アスカ：でも、こんな大だい事じなときに、寝ねてるなんて……ブツブツ。

秋あき木ぎ：まあまあ。まずはアスカから話はなしを聞きかせてよ。今いままで、色いろ々いろな事じ件けんをレッドとして、解かい決けつしてきたけど、印いん象しょうに残のこってる事じ件けんとかある？

アスカ：みんな大たい変へんな事じ件けんだったけど、やっぱり見み神かみ島じまのことは、特とく別べつかな。お母かあさんの思おもい出でのペンダントが、ターゲットだったし。

秋あき木ぎ：そっか。ペンダントには今いま、アスカとケイの写しゃ真しんが、おさまってるの？

アスカ：それは秋あき木ぎさんにも、秘ひ密みつ。

秋あき木ぎ：（すっごい気きになる……。あとで、こっそり見みちゃおうかなぁ……）

アスカ：……なにか今いま、悪わるいこと考かんがえてなかった？

秋あき木ぎ：め、目めが怖こわいって、アスカ。なにも、考かんがえてないよ。

アスカ：ならいいけど（疑うたがいの目め）。

秋あき木ぎ：……そ、そうそう！　３周しゅう年ねん記き念ねんのお祝いわいの電でん報ぽうが、届とどいてるんだよね。

アスカ：電でん報ぽうって、お祝いわいとかのメッセージを送おくれるやつだよね？

秋あき木ぎ：うん、そうだよ。え～と、たしかここに筒つつが……。（開あけた筒つつを、そのままもどす）

アスカ：ん？　どうかした？

秋あき木ぎ：いや、これはちょっと、まずいというか……。

ケイ：……ファンタジスタからだ。

秋あき木ぎ：って、ケイいつの間まに、ぼくの手てから電でん報ぽうを！

アスカ：そもそも、いつ目めが覚さめてたの!?　ううん！　そうじゃなくて、ファンタジスタからなの、その電でん報ぽう！

ケイ：ああ。『怪かい盗とうレッド３周しゅう年ねん、おめでとう。でも、残ざん念ねんながら４周しゅう年ねんを迎むかえる前まえに、タイトルは「怪かい盗とうレッド」じゃなく「怪かい盗とうファンタジスタ」に変かわることになるだろうけどね』と書かいてある。

アスカ：あいつぅ……！

秋あき木ぎ：ファンタジスタらしいというか……。どうやってこの場ば所しょがわかったんだか。

ケイ：あいつなら、ここを調しらべることは簡かん単たんだろう。

秋あき木ぎ：それで２人ふたりとも。タイトルが変かわるようなことは……

アスカ：絶ぜっ対たいないっ！

ケイ：絶ぜっ対たいにない。

秋あき木ぎ：だよね。２人ふたりの決けつ意いも聞きけたところで、そろそろ座ざ談だん会かいも終おわりです。最さい後ごに一ひと言ことずつ。

アスカ：みんな、いつも応おう援えんありがとう！　みんなの応おう援えんが、わたしたちの力ちからになるから、これからも応おう援えんしてね！　……ほら、ケイも。

ケイ：……応おう援えんありがとう。これからも頼たのむ。

アスカ：もうちょっと、愛あい想そよく言いえばいいのに！

秋あき木ぎ：ケイにしたら、十じゅう分ぶんだと思おもうよ。というわけで、これからも「怪かい盗とうレッド」と、ついでに記き録ろく係がかりも応おう援えんしてもらえたら、うれしいです。




　それでは、また２人ふたりのつぎの活かつ躍やくでお会あいしましょう！


秋あき木ぎ　真しん
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